
現場説明書（技術的事項） 

 

工事名称 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事 

 
1 現場の状況 

工事場所は、福山市草戸町四丁目 14 番 1 号に位置し、北側は福山市道草戸 31 号

線、東側は福山市道草戸 27 号線、南側は福山市道草戸 34 号線、西側は福山市道草

戸 3号線に接しています。 

工事期間中、2025 年 7 月 19 日（土）から 8月 24 日（日）は夏休み、2025 年 12

月 24 日（水）から 2026 年 1 月 6 日（火）は冬休みです。なお、土曜日、日曜日、

祝日を含めて、児童が登校しない日も校舎、屋内運動場、グラウンド等は使用する

ことがあります。 

 

2 別途工事 

 ・電気設備工事 

 ・給排水衛生設備工事 

 ・空気調和設備工事 

 ・ガス設備工事 

 

3 留意事項 

(1)  工事に当たっては、交通渋滞、騒音、粉塵、振動、汚染排水等により、近隣住

民に迷惑のかからないよう十分配慮してください。 

(2)  工事期間中も学校施設を使用しているため、工事関係者はもとより、職員、児

童及び第三者への安全確保に必要な対策を講じてください。 

(3)  工事車両等の進入・退出・停車等に当たっては十分な注意を払い、通行者等の

安全を第一に図ってください。 

(4)  資材の搬入、搬出時にはシート等でカバーするなど、土砂・木片等が飛散しな

いよう注意するとともに、タイヤ等に付着した土砂によって道路汚損等のない

ように注意してください。 

(5)  道路等を汚損した場合は、速やかに清掃等の復旧を行い、工事期間中の進入、

退出路に係る維持管理（舗装・構造物等の保護養生、補修等）は、受注者で行っ

てください。 

(6)  工事場所外においても、駐車違反、速度制限、積載制限等交通法規を遵守し、

事故防止に万全を期してください。 

(7)  工事に係る留意事項は、協力業者、資材納入業者等にも指導を徹底してくださ

い。 

(8)  工事現場内の資機材の保管等については、受注者において十分な管理を行い、

各工種・工程における廃材・ごみ等についても、受注者の責任において遅滞なく

処理してください。 

工事排水についても管理を徹底し、周辺排水路等に土砂等を流した場合は、速

やかに清掃を行ってください。 

(9)  工事範囲内において工事用進入路確保のために行う鉄板敷き等の必要な措置

は、受注者で行ってください。 

また、仮囲い等については、設計図書等を基に確実に行い、工事途上で屋外工

事等のために仮囲い等の移設又は一時撤去復旧が必要となった場合は、関連工



事と十分な調整を行い、必要に応じて可動フェンス（Ｈ=1.8ｍ）等により工事範

囲の明示と安全の確保を行ってください。 

(10)  本工事場所の進入口及び通路は、施設使用に際し工事期間中も確保する必要

があるため、各入口や通路の通行と安全の確保を行ってください。 

(11)  現場着手日及び工事関係車両の駐車場の計画は、あらかじめ施設管理者と協

議の上、決定してください。 

また、工事用車両は、通学時間帯を避けて出入りしてください。 

(12)  夏休み期間中に予定する個人懇談会や登校日等の学校行事では、当日の作業

内容について、あらかじめ施設管理者と協議が必要です。 

(13)  8 月 25 日（月）から２学期が開始するため、それまでにリフトホールに係る

工事は完了させ、使用可能な状態にしてください。 

また、リフトホールについては、夏休み期間中に部分使用検査を行います。 

(14)  学校運営等で校舎等の使用状況により、施工方法や内容に変更が生じる場合

があります。 

(15)  実施工程表は、契約後１４日以内に提出し承諾を受けてください。また、施工

関係書についても速やかに提出し、承諾を受けてください。 

(16)  工事により周囲の建物や工作物に汚損等が生じた場合は、監督員及び施設管

理者に報告するとともに、受注者の責任で速やかに復旧してください。 

(17)  はつり工事等施設使用に影響を及ぼす作業については、十分な騒音・粉塵対

策を講じてください。 

(18)  特定建設資材は再資源化に努め、産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理し

てください。 

(19)  工事施工に必要な官公署への手続は、受注者の責任において速やかに行い、

手続を行った場合は、速やかに報告してください。 

(20)  受注者は、地元企業、地場製品の活用に努めてください。 

(21)  受注者は、各種工事の職種を問わず、積極的に「技能士」適用に努めてくだ

さい。 

(22)  受注者は、地域行事の運営等を円滑に行えるよう、地域との調整に努めてく

ださい。 



福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計 図面名称

工事名称

縮尺

図面No

A-00

図面番号 図面番号図面番号 図　　　名 図　　　名 図　　　名

仕上表

付近見取図・配置図

建築工事特記仕様書　№１

建築工事特記仕様書　№２

建築工事特記仕様書　№３

建築工事特記仕様書　№４

工事区分表

Ａ－00

Ａ－01

Ａ－02

Ａ－03

Ａ－04

Ａ－05

Ａ－06

Ａ－07

Ａ－08

Ａ－09

Ａ－10

Ａ－11

Ａ－12

Ａ－13

平面図（改修前・改修後）

立面図（改修前）

立面図（改修後）

天井伏図（改修前・改修後）

図　面　リ　ス　ト

図面番号 図　　　名

Ｓ－01

Ｓ－02

Ｓ－03

Ｓ－04

Ｓ－05

Ｓ－06

Ｓ－07

Ｓ－08

Ｓ－09

建築工事特記仕様書　構造関係

鉄筋工事仕様書　No.１

鉄筋工事仕様書　No.２

鉄骨工事仕様書　No.１

鉄骨工事仕様書　No.２

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法設計施工標準仕様書

Ｓ－10

Ｓ－11

Ｓ－12

Ａ－28

Ａ－29

Ａ－30Ａ－16

Ａ－17

Ａ－18

Ａ－19

Ａ－20

Ａ－21

Ａ－22

Ａ－23

Ａ－24

Ａ－25

Ａ－26

Ａ－27

Ａ－14

Ａ－15

土間・基礎・地盤改良図

鉄骨詳細図（給食室）

基礎・鉄骨詳細図（検収室）

梁伏・軸組図（検収室）

渡り廊下構造図（外部新設）

部分詳細図３

部分詳細図４

部分詳細図２

断面詳細図（改修前）

断面詳細図（改修後）

展開図１（改修前）

展開図２（改修前）

展開図３（改修前）

展開図４（改修後）

展開図５（改修後）

展開図６（改修後）

展開図７（改修後）

検収室詳細図

平面詳細図（改修後）

部分詳細図１

図面リスト

厨房機器平面図・備品リスト（改修後）

厨房機器平面図・備品リスト（改修前）

平面詳細図（改修前）

土間伏図（改修後）

渡り廊下詳細図（内部改修）

渡り廊下詳細図（外部新設）

Ａ－31 建具配置図・建具表１（改修前）

建具表２（改修前）Ａ－32

Ａ－33

Ａ－34

Ａ－35

Ａ－36

Ａ－37

建具表３（改修後）

建具表２（改修後）

建具配置図・建具表１（改修後）

福山市建設局建築部営繕課

2025年 3月 図面リスト

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

日付
2025年 4月福山市建設局建築部営繕課

主務 課員 次長 課長補佐 営繕課長



・ 改修

藤　岡　建　築　設　計　室

A-01
設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

章 項 特　　　記　　　事　　　項 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項章

・８ 施工中の安全確保 労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づく指名 ・ 有り ・ 無し 17 保証書 次の工事について保証書を提出する
福 山 市 建 築 工 事 特 記 仕 様 書

(1.3.7)
Ⅰ 工 事 概 要 (1.3.7) ・ 工事中は、騒音、振動の発生、粉塵の飛散（散水）、道路の汚染等の防止に努めること。 工事区分 材料名 保証年限 備考

１． 工事名称 ※低騒音型・低振動型建設機械を使用すること（近隣住民の生活環境の保全の必要性がある場合） ・防水工事 ・アスファルト防水 10 年

２． 工事場所 ・ 本工事は、交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。 ・改質アスファルト防水 10 年

３． 用途地域 交通誘導員の配置については、実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の ・合成高分子ルーフィング防水 10 年

４． 防火地域 撮影を行い監督員に提出する。 ・塗膜防水 10 年

５． 工事種別 ・屋根工事 ・長尺金属板葺き 年 漏水の場合等

６． 敷地面積 ９ 発生材の処理 ・ 引渡しを要するもの （ ） (1.3.11) ・折板葺き 年 漏水の場合等

７． 建物概要 (1.3.11) ・ 現場において再利用を図るもの （ ） ・瓦葺き 年 漏水の場合等

１）構　造 建築面積 ※ 再資源化を図るもの ・防錆工事 年

２）面　積 延べ面積 ・ アスファルトコンクリート ・ コンクリート ・ 木材 ・特殊床工事 ・フローリング及び塗装 年 ・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP

・ コンクリート及び鉄からなる建設資材 ・プール工事 ・プール本体 年

床面積 ※ 上記以外のものはすべて構外に搬出し、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する ・塗装（通常塗装の場合） 年

法律」（以下「建設リサイクル法」という）、「資源の有効な利用の促進に関する法

律」（以下、「資源有効利用促進法」という）、「廃棄物の処理及び清掃に関する法 ・植栽工事 ・活着 　1年 枯死の場合

律」（以下、「廃棄物処理法」という）その他関係法令等によるほか、建設副産物適

正処理推進要綱に従い適正に処理する。 18 施工図及び

※ 建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター

３）付属施設 本工事は登録対象工事であるため、受注者は、施工計画時、工事完了時及び登録情報の

変更が生じた場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

また、建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により計

画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。

施 工 計 画 時 工 事 完 了 時

搬 入 再 生資 源利 用計 画書 再 生 資 源 利 用 実 施 書８． 別途工事 ・ 電気設備工事 ・ 昇降機設備工事

搬 出 再生資源利用促進計画書 再生資源利用促進実施書・ 給排水衛生設備工事 ・ カーテン取付工事

・ 空気調和設備工事 ・ 植栽工事 ※ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につ

・ ガス設備工事 ・ いては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。
※ 本工事の工期は設備工事の工期及び工事検査期間としての14日を含んでいる。

※ 契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。 10 建築材料等 建築材料の製造所、製品及び施工業者などは、特記されたもの又は同等のものとする。た
※ 本工事は、法定外の労災保険を見込んでいる。

だし、同等とする場合は、監督員の承諾を受ける。

Ⅱ 建築工事仕様 また（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって

１． 共通仕様 所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事 しを監督員に提出する。

標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし、アスベスト成形

板の処理等は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版 購入法」という）により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。 材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、 工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）による。 本工事の施工に当たり、東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や

(1) 官公署手続き 材料を用いる場合には、第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

(2) 地元企業及び地場製品の活用 11 特別な材料の工法

　受注者は、地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

(3) 疑義に対する協議等 12 技能士 工事別 適　用　種　別 工事別 適　用　種　別 (1.5.2)

　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取り合い等の関係で、設計図書によるこ (1.5.2)

とが困難若しくは不都合が生じた場合は、監督員と協議する。

２． 特記仕様

(1) 章、項目は番号に○印のついたものを適用する。 13 化学物質の濃度測定 受注者は、引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し、 (1.5.9)

(2) 特記事項は ・ 印のついたものを適用する。 (1.5.9) 厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に報告する。

印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。 対象物質・

・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。 ・ ４項目 （ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,パラジクロロベンゼン）
(注)

(3) 特記事項に記載の（ ）内表示番号は、「建築標準仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。 ・ ５項目 （ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン）

(4) 材料および製造所等の記載順序は不同である。 ・ ６項目

３．引渡し後、次に示す点検を行う。（○印のついたものを適用する。） (注) 　文部科学省の「学校環境衛生の基準」による。

・ 引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

・ 引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後 測定方法

※ 計画書を提出し、監督員の承諾を受ける。

章 項 特　　　記　　　事　　　項 対象室名

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１ 適用基準等 ・ 公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版） 測定箇所数

・ 建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）

・ 14 アスベスト含有 処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位

アス ベス ト含 有成 形板の 仕様 使 用 部 位・ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修 成形板の処理等

・ 石綿スレート・ 建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

・ 石綿セメントけい酸カルシウム板・ 建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

・ その他・ 建築基準法、消防法、その他関係法令 ）

・ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応 ※

・ 建築物移動等円滑化誘導基準（認定） 安全衛生管理

※ 石綿作業主任者

２ 監理(主任)技術者 受注者は、監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め、工事現場内において工事名、 石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下、「石綿則」という。）に基

工期、写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。 づき、石綿作業主任者を選定する。なお、石綿作業主任者は、石綿作業主任者技能講

習修了者、又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

３ 工事実績情報の登録 ※ 受注者は、次表に従い、工事実績情報を登録する。 (1.1.4) ・ 除去作業者

(1.1.4) 登録内容について、あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに、次表の期間内に登録申請を アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は、石

　行う。ただし、期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日を除く。 綿則に基づく特別の教育を受けた者とする。
　 請 負 金 額 工 事 受 注 時 登録内容の変更時 工 事 完 成 時 ・ 表示及び掲示
　 500万円以上 契約後10日以内 変更契約後10日以内 工事完成後10日以内 作業現場の見やすい場所に、石綿則第34条に基づく掲示をする。

変更登録は、工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要） 除去作業者の呼吸用保護具・保護衣

※ 登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。 ・ 呼吸用保護具（国家検定合格品 ・ ＲＬ２又はＲＳ２ ・ ）

※ その他の仕様は建築改修標準仕様書による。なお、変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できる。（登録要） （建築改修標準仕様書　9.1.5）

分 類 規 格 撮 影 枚 数 提出部数４ 別契約の関連 施工範囲 「工事区分表」による。 15 工事及び完成写真

Ｌ判程度（カラー） 必要に応じた数工事との調整等 関連工事との調整 着 手 前 １

工 事 中 必要に応じた数 １(1.1.7) ※ 別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。 Ｌ判程度（カラー）

各 室 ４ 面※ 別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い、監督員の (1.1.7) Ｌ判程度（カラー）完 成 時 １
調整に協力し、当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。 ２Ｌ判程度（カラー） 外 景 ４ 面

着手前・工事中写真 ※ Ａ４判印刷、若しくはＡ４判写真帳

５ 施工管理 受注者は施工管理体制を確立し、品質、工程、安全等の施工管理を行う。 (1.3.1) 完　成　時　写　真 ※ アルバム（Ａ４判程度） ・ 写真帳

(1.3.1) ※ 施工体制台帳（建設業法等に従って作成し、写しを提出する。） (1.1.5) （検査後１４日以内に提出する。）

技術者台帳（施工体制台帳に添付） 原版の提出 ※ する （ ※ 完成時のみ　 ・ 全て） ・ しない

監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真、名前、生年月日、所 （電子データ形式等は、監督員の指示による。）

属会社名を記載する。

※ 施工体系図（建設業法に基づき、当該現場の見やすい場所に掲示する。） 16 完成時の提出図書 速やかに次の図書を提出する。

・(1.7.1～3) ※ 竣工図 （ ※ 完成図 ・ 承諾図 施工図 ） (1.7.1)

６ 電気保安技術者 ・ 適用する ・ 適用しない (1.3.3) ・ Ａ３判を２つ折りにして製本 部

(1.3.3) ・ 部

７ 施工条件 ・ 作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮すること。 (1.3.5) ・ 竣工図電子データ 一式（竣工図電子データ作成要領による。）

(1.3.5) ・ 日曜日及び祝日に作業を行わないこと。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、 ・ ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等）、データ形式等は監督員の指示による。） (1.7.2)

この限りではない。 保全に関する資料 部 (1.7.3)

（一　般） （構造材料） （建　具） （左官関係） （塗装関係）

・

記号・略号
ＢＭ……ベンチマーク ＵＰ……上がる ＳＲＣ……鉄骨鉄筋コンクリート ＣＢ……コンクリートブロック ＡＤ……アルミ製ドア ＷＷ……木製窓 ＳＬ……鋼製リンググリルシャッター （薄付け仕上塗材） ＳＯＰ…合成樹脂調合ペイント ＥＰ－Ｇ…つや有合成樹脂 ＵＣ……ウレタン樹脂ワニスＳＳ……鋼製シャッター

ＧＬ……基準地盤面 ＤＮ……下がる ＲＣ………鉄筋コンクリート 　Ｓ……鉄（鋼） ＡＷ……アルミ製窓 ＳＴＤ…ステンレス製ドア ＷＧ……木製ガラリ ＳＴＬ…ステンレス製リンググリルシャッター 外装薄塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系 ＣＬ……クリアラッカー エマルションペイント ＬＥ……ラッカーエナメル塗り

ＦＬ……基準床面 ＰＳ……パイプスペース ＰＣ………プレキャストコンクリート 　Ｗ……木 ＡＧ……アルミ製ガラリ ＳＴＷ…ステンレス製窓 　Ｆ……ふすま ＳＰ……鋼製間仕切 内装薄塗材Ｅ…内装合成樹脂エマルション系 ＮＡＤ…アクリル樹脂系非水分散形塗料 ＥＰ………合成樹脂エマルションペイント ＯＳ……オイルステイン

　Ｗ……内法巾 ＤＳ……ダクトスペース ＡＬＣ……軽量気泡コンクリート ＬＧＳ…軽量形鋼 ＳＤ……鋼製ドア ＳＴＧ…ステンレス製ガラリ ＴＤ……強化ガラス製ドア ＤＰ……耐候性塗料 ＥＰ－Ｔ…合成樹脂エマルション模様塗料 ＷＰ……木材保護塗料

　Ｈ……内法高 ＥＶ……エレベータ ＳＷ……鋼製窓 ＳＴＳ…ステンレス製シャッター ＴＷ……強化ガラス製窓 （厚付け仕上塗材）

ＳＧ……鋼製ガラリ ＷＤ……木製ドア ＡＬ……アルミ製リンググリルシャッター 外装厚塗材Ｅ…外装合成樹脂エマルション系

８
　
Ｃ
Ｂ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１ コンクリート ブロックの種類及び厚さ ※ 空胴ブロック16 (8.2.2)(8.3.2)

ブロック ・ 空胴ブロック16-W ・ 空洞ブロック08

(8.2.2) 種類・厚さ 適　用　箇　所

(8.3.2～3)

各部の配筋

※ 図示による ・ (8.3.3)

２ ＡＬＣパネル ＡＬＣパネルの種類等 (8.4.2～7)(表8.4.2～4)

(8.4.2～7) 種　類 厚さ(mm) 単位荷重(N／m2) 耐火性能 工　法　種　別

・ 外壁用 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ 間仕切用 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種

・ 屋根用 30分 ・ Ｆ種

・ 床用 ・ Ｆ種

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※ 図示による

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない

３ 押出成形 押出成形セメント板の種類等 (8.5.2～5)(表8.5.1～2)

セメント板 表　面　形　状 厚さ(mm) 耐火性能 取付工法の種別

(ＥＣＰ) ※ フラットパネル
・ 外壁 ・Ａ種　・Ｂ種

(8.5.2～5) ・ デザインパネル(図示)

※ フラットパネル
・ 間仕切壁 ・Ｂ種　・Ｃ種

・ デザインパネル(図示)

外壁パネル工法における耐風圧性能及び耐震性能 ※ 図示による

製造所

９ アスファルト防水
　
防
　
水
　
工
　
事

１ (9.2.2)(表9.2.1～表9.2.10)

(9.2.2) 種　　別 施　　工　　場　　所

屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）・

材質及び種類 ※ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き)(JIS A 9521（建築用断熱材))

厚さ ・ 　mm

屋根露出防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）・

材質 ※ 発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材（JIS A 9521）

種類 ・

厚さ ・ 　mm

防水立上り部の保護 種類 ・

※ 乾式保護材 製造所　　　評価名簿による

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

・ 設けない

※ 設ける 種類 ・ 平場部脱気型 ・ 立上り部脱気型

設置数 箇所

２ 改質アスファルト (9.3.2～3)(表9.3.1～3)

シート防水 種　　別 施　　工　　場　　所

(9.3.2～3)

(9,4.2～4)(表9.4.1～2)３ 合成高分子系

ルーフィング 種　別 厚さ 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

シート防水

(9,4.2～4)

　

４ 塗膜防水 (9.5.2～4)(表9.5.1)

(9.5.2～4) 種　別 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

脱気装置（種別Ｘ－１）

種類 ※製造所の仕様による ・

設置数量 ※製造所の仕様による ・ 箇所

５ ケイ酸質系 (9.6.1～3)(表9.6.1～2)

塗布防水 種　別 施　　工　　場　　所

(9.6.1～3) ※C-UI

・C-UP

６ 漏水試験 ※屋内については水張り試験を行う。

７

　
鉄
　
骨
　
工
　
事

特記仕様書（構造関係）による

６

　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

特記仕様書（構造関係）による

５

　
鉄
　
筋
　
工
　
事

特記仕様書（構造関係）による

　

地

業

工

事

４

特記仕様書（構造関係）による

・ガードフェンス２
　
仮
　
設
　
工
　
事

１ 工事現場仮囲い ・ ナイロンロープ張り ・ 木製仮囲い ・ 鋼製仮囲い

２ 監督員事務所 ・ 設ける （ ㎡程度） ・ 設けない (2.3.1)

(2.3.1) ・ 備品等 （ ）

３ 受注者事務所等 ・ 敷地内へ建てることができる ・ (2.3.1)

(2.3.1)

４ 工事用水 構内既存の施設 ・ 有償で利用できる（副メーター設置等）

・ 無償で利用できる

・ 利用できない

５ 工事用電力 構内既存の施設 ・ 有償で利用できる ・ 無償で利用できる ・ 利用できない

６ 引渡しまでの ・ 本引込みより引渡しまでの基本料金 ※ 受注者負担 ・ 別途

光熱水費 ・ 本引込みより引渡しまでの使用料金 ※ 受注者負担 ・ 別途

７ 安全対策

８ 足場その他 (2.2.4)

(2.2.4) ※ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式

又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。

９ 現況確認 ・ 工事の着手に先立ち、関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差

などを確認する。

　

土

工

事

１ 埋戻し及び盛土 種　別 ・ Ａ　種 ※ Ｂ　種 ・ Ｃ　種 ・ Ｄ　種 （表3.2.1)３

(3.2.3)

２ 建設発生土の処理 ※ 構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する） ・ 構内指示の場所に敷きならし (3.2.5)

(3.2.5) ・ 構内指示の場所に堆積 ・ 構外指示の場所に処分

     処分先 ※ 搬出先は、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、計量伝票等（原本）

を監督員に提出する。

施工計画書

給食棟増築部

給食棟増築部

㎡

㎡

㎡

㎡

9.81　㎡

9.81　㎡ 既設部　817.93

既設部　431.35

（計）827.74

（計）441.16

（㎡）

給食棟　増築部：鉄骨平屋建て　　既設部：鉄筋コンクリート造

既設部　 （計）

　㎡9.81　㎡ 431.35 441.16 ㎡　（１階部分）

増築部

・ 増築部： 検収室増築、 渡り廊下新設

建築構造設計基準及び同解説　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（最新版）　　

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ幅木、石綿ｹｲｶﾙ板（ 床、幅木、天井

１

120 ・ 事務、休憩室 ・

60 １時間

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン (1.4.1)

（ホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン,パラジクロロベンゼン）

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲

するものとする

Ver.2404

16,515.00

厨房

処理を行うアスベスト含有成形板の検査未調査の為、アスベストの有無未定

福山市建設局建築部営繕課

2025年  3月

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建築工事　特記仕様書　№１

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

福山市草戸四丁目１４番１号

第一種住居地域

・ 防火地域 ・ 準防火地域 ・ 指定なし

・ 新築 ・ 増築

・ 仮囲いで工事範囲を区画し、北側隣地に関して防音ｼｰﾄ張りとする。(内容に関しては配置図参照)

　本工事は、インターネットを利用して、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、効率情報共有システム19

　　工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。

・　受注者希望型(契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る)

　　本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員にその旨を

　工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しないことができる。

　　受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を記載した

　　共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。

・　発注者指定型

　申し出て、本システムを利用するものとする。

　 　その場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費に見込むものとし、

  本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。

有システム利用手引(建築工事)」によるものとする。

　本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、当該サービス提供者

化を図る情報共有システムの対象工事である。

との契約は受注者が行い、利用料を支払うものとする。

　運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領(建築工事)及び「情報共



藤　岡　建　築　設　計　室

A-02設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項

６７ シーリング用材料 (表9.7.1) ４ セメントモルタルに ・タイル張りの種類　工法 (表11.2.2) 12 防虫処理 ・行う（ＪＡＳ保存処理の性能区分Ｋ１） ・行わない造作用集成材 (12.2.1.3)「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 (12.3.2)

・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ(9.7.2) よるセラミック 施工箇所 形状（mm） きじ うわぐすり 工法 (12.2.1.3) (12.3.2)
　被　着　体　の　組　合　せ

記　号 主成分による区分 タイル張り ※ 密 着 張 り 13 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の施工箇所 樹種名 単材の厚さ（mm） 施工箇所 樹種名 単材の厚さ（mm） (12.4.1)

金　属 (11.2.5) ・ 改 良 積 上 げ 張 り 内部間仕切軸組
壁ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

コンクリート ・ 改 良 圧 着 張 り 及び床組

金　属 ガラス ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 ・ ユニットタイル (12.4.1)

(12.5.1)石、タイル ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ・ ユニットタイル 14 窓,出入口その他 窓,出入口その他に用いる木材・化粧ばり造作用集成材
床

・仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 その他のタイル (12.5.1) 吊元枠,水掛りの下枠及び敷居　（・ひのき　　　　・　　　　　　　）見付け材面の品質芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名施　工　箇　所
ＡＬＣ

※仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 その他　　　　　　　　 　　　（・松　　・杉　　・　  　　　　　）柱 １等 杉 ※１．０以上(注)1

※ １等押出し成形セメント板 ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ５ 接着剤による (11.3.1)(11.3.2) かも居、なげし、廻縁 杉 ※０．６以上

(12.6.1)※ １等樹脂製建具 セラミック 施　工　箇　所 形状（mm） きじ うわぐすり そ　の　他 15 床板張り天井板 杉 ※０．２以上 縁甲板及び上がりがまちに用いる木材 （・ひのき　　・　　　　　　　　　）
ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

※ １等　 タイル張り (12.6.1)敷居 ※１．５以上

コンクリート (11.3.1～2) 16 壁及び天井下地カウンター － メラミン樹脂化粧板 ※１．０以上 木材　　　　　　　　　　　　　　　 （・杉　　・松　　・　　 　　   　） (12.7.1)

ガラス ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 (12.7.1)
樹脂製建具

石、タイル ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ・化粧ばり構造用集成柱

　
屋
根
及
び
と
い
工
事

仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 有機質接着剤の種類 (11.3.3) 13 １ 長尺金属板葺 形式施　工　箇　所 芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名
ＡＬＣ

・タイプⅠ仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 ・タイプⅡ ・その他（　　　） (13.2.2～3) 種類(注)1

押出成形セメント板 ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 ※ F☆☆☆☆ ・

ガラス ガラス ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系

石 石 外壁乾式工法の目地 ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

12上記以外の目地 ＰＳ－２ ポリサルファイド系 １ 適用基準等 ※ 「建築標準仕様書」12.1.1 ：内装の木下地,木造作及び木仕上げの工事 ・
　
木
　
工
　
事

・コンクリートプレキャストコンクリート ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）：軸組工法等の木造建築工事に適用 鋼板の厚さ（mm）

・打継目地 仕上げなし ＰＳ－２ ポリサルファイド系 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事 一般部 ・ ・ 谷　部 ・ ・

ひび割れ 仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 ・ 福山市公共建築物等木材利用促進方針 ・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

見付け材面の品質誘発目地 施工箇所 樹種名 単材の厚さ（mm） 含水率 ※ 図示による ・(注)1

※15％以下石、タイル ＰＳ－２ ポリサルファイド系 ２ 寸法 図面上の寸法は構造材はひき立て寸法、造作材は仕上り寸法とする。 下葺材料　　・アスファルトルーフィング９４０　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

※15％以下仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系
ＡＬＣ

※15％以下仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 (12.1.4)３ 表面仕上げ 見え掛り面の表面仕上げ ２ 折板葺 材種 ※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25） (表13.2.1)

押出し成形 仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 (12.1.4) 見え掛り面の表面仕上げ程度は、プレーナー加工のうえ、超自動機械かんな、 (13.3.2～3) ・ ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯（Ａ種、ＳＧ）

セメント板 仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 サンダー等により、使用箇所、樹種、仕上げ等に適したものとする ・化粧ばり造作用集成材 ・ 塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)

(mm)仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 施工箇所 見付け材面の品質芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ 含水率 ・ 塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)
ＡＬＣ ＡＬＣ

※15％以下仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 (12.2.1.ｲ)(表12.2.1)４ 木材の含水率 下地材 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・

※15％以下押出し成形 押出し成形 仕上げなし ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系 (12.2.1.ｲ) 造作材 ※Ａ種 ・Ｂ種 種類 山高 ㎜ 山のピッチ ㎜ (13.3.2)

※15％以下セメント板 セメント板 仕上げあり ＰＵ－２ ポ リ ウ レ タ ン 系 （ただし、５～８項で含水率が規定されているものは、その規定による） 厚さ ㎜

浴室、浴槽 形による区分 ※重ね形 ・はぜ締め形 ・かん合形

水回り キッチン、キャビネット回り ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系 ホルムアルデヒドの放散量　　　　※F☆☆☆☆（※１） ・ ・化粧ばり構造用集成柱 タイトフレーム、けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

(mm)洗面、化粧台回り ※１：F☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は、 施工箇所 見付け材面の品質芯材の樹種名 化粧薄板の樹種名 化粧薄板の厚さ 含水率 (13.3.3)建築基準法に基づき定まる耐風圧に対応した工法

※15％以下タイル タイル（伸縮調整目地） 塗装していないものは「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」 ※ 図示による ・
ポリサルファイド系ＰＳ－２

※15％以下アルミニウム製建具等の工場シール 塗装したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び

※15％以下1. 「仕上げあり」とは、シーリング材表面に仕上塗材、吹付け又は塗装等を行う ホルムアルデヒドを放散しない塗料使用」 とい３ 軒どい ・ (13.5.2)（注）

場合を示す。なお、仕上げを行わない場合は特記による。 化粧加工したものは「非ホルムアルデヒド系接着剤及び (13.5.2) たてどい ・

2. 被着体がＡＬＣパネルの場合に用いるシーリング材は、JIS A 1439（建築用シーリング ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」 ７ 造作用単板積層材 「JAS0701」に規定する造作用単板積層材 とい受け金物 ※ 亜鉛めっき ・ ステンレス（ＳＵＳ304）(12.2.1.4)

材の試験方法）に基づく養生後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2Ｎ／ｍ㎡ (12.2.1.4) ・単板積層材 足　金　物 ※ 溶融亜鉛めっき ・ ステンレス（ＳＵＳ304）

以下の製品を使用する。 ５ 製材 「製材の日本農林規格」による製材 施　工　箇　所 表面の品質 防虫処理

3. 防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。 ・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材･押角),含水率,保存処理,表面の材質 ４ ルーフドレン 型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4. 現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。 含水率 保存処理 表面の材質 ※ 打込み ・ 後付け施工箇所 樹種 寸法 等級 形状

(耳付材･押角）5. 異種シーリング材が接する場合は、監督員と協議する。
・１級　※２級 ・　％以下6. 外壁壁タイル接着剤張りにおける伸縮調整目地は、11.3.4(ｲ)による。 ５ 鋼管製といの防露 防露巻き仕様 ・「JAS0701」に規定するもの以外の造作用単板積層材
・１級　※２級 ・　％以下 巻工法 防露部・単板積層材

・　％以下・１級　※２級 (13.5.2.3)含水率 高さ（mm） 床 ※１５０施　工　箇　所 表面の品質 防虫処理
・　％以下・１級　※２級 ※14％以下８ ※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 (9.7.5) (13.5.3) 天井 ※　３０

※14％以下(9.7.5) 防露材 防露材のホルムアルデヒドの放散量 (13.5.2.3)(表13.5.3)

※　F☆☆☆☆ ・　

・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類),含水率,保存処理,材面の品質 ８ 直交集成材 「JAS 3079」に規定する直交集成板 屋内見え掛りの場合 (13.5.3)

・石材の品質10 １ 天然石 床 ※２等品 ・ (10.2.1) 含水率 保存処理 表面の材質 (12.2.1.5) ※屋内床：ステンレス鋼板幅木（厚0.2mm）、天井取合い部：廻り縁施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 ・直交集成材

(板類･角類）
　
石
　
工
　
事

(10.2.1～2) その他 ※１等品 ・ 樹種名 寸法品名 種別曲げ強度（強度等級） 接着性能（使用環境） 防露を行わない場合
・無節 ※上小節 ・　％以下・石材の種類及び表面仕上げ (10.2.1)(10.2.2) ※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床、天井共）
・小節厚さ施工箇所 種類・産地・名称 仕上げの種類 工　法
・無節 ※上小節 ・　％以下・ 14 ・ (14.1.3)９ 合板等 「合板の日本農林規格」による下地用合板

　
金
　
属
　
工
　
事

１ あと施工アンカー 引抜き耐力の確認試験 ※ 引張試験機による試験
・小節 ・普通合板 設計用基準強度 N／本・ (12.2.1.6) (14.1.3)
・無節 ※上小節 ・　％以下・ 接着の程度　 表面の品質　厚さ（㎜）
・小節・ ２ ステンレス※５．５ ※１類　　　　・２類 ・１等　　　※２等
・無節 ※上小節 ・　％以下建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分 種　　類 表面仕上げの種類 施　　工　　箇　　所・
・小節※図示による ・適用しない ・ＳＵＳ304 ※ＨＬ（ＪＩＳ）・構造用合板

・ＳＵＳ304 ・鏡面接着の程度　 表面の品質　厚さ（㎜）
　２ 取付け金物 乾式工法用金物式 ・スライド方式 ・ロッキング方式 (10.2.2)(表10.2.4) ・ ・※１２ ・特類　　　　※１類 ※Ｃ－Ｄ

・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,含水率,保存処理,材面の品質 　(10.2.2) ・
含水率 保存処理 表面の材質施工箇所 樹種 寸法 等級 (14.2.1)(表14.2.1)３ その他の材料 ・石裏面処理材 （ ） (10.2.3) ３ アルミニウム及び

※10％以下・特等 ※１等 ・２等 その他合板(10.2.3) ・裏打ち処理材 （ ） アルミニウム合金 表面処理の種別 施　　　工　　　箇　　　所
※10％以下・特等 ※１等 ・２等・ドレンパイプの材質 （ ） ・「JIS A 5908」によるパーティクルボード (14.2.1) ・
※10％以下・特等 ※１等 ・２等・金物固定充填材料 （ ） ・耐水性 曲げ強さ厚さ（㎜）
※10％以下・特等 ※１等 ・２等・浸透性吸水防止剤　　　※図示による ・※１５ ・18ﾀｲﾌﾟ　※13ﾀｲﾌﾟ　・8ﾀｲﾌﾟ・Ｍﾀｲﾌﾟ　　　・Ｐﾀｲﾌﾟ

　　　　　　　　　　　　　・専門工事業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督員に提出する 皮膜の品質試験 ・行う ※行わない（試験成績書の提出）・
「製材の日本農林規格」以外による製材１11 伸縮調整目地及び ・外壁の伸縮調整目地 (11.1.3)

・「JAS 0360」による構造用パネル・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,含水率 (14.2.2)(表14.2.2)
　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

ひび割れ誘発目地 ・図示による ※表11.1.1による。 ４ 鉄鋼の亜鉛めっき
寸　法厚さ（㎜）含水率寸法施工箇所 樹種 材面の品質 防虫処理(11.1.3) ※ 下地ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、構造スリットの位置及び他部材との取合い部には、 (14.2.2) 種　別 施工箇所 種　別 施工箇所

・　％以下伸縮調整目地を設ける。
　・　％以下

・　％以下２ 施工後の確認及び ※　打診による確認 (11.1.7) ・「JIS A 5905」によるミディアムデンシティファイバーボード（MDF）
・　％以下 (14.4.2)(表14.4.1)耐水性 曲げ強さ試験 ※屋外のタイル張り及び吹抜け部分 ・（　　　　　　　） ５ 軽量鉄骨天井下地 野緑などの種類（ＪＩＳ Ａ 6517）厚さ（㎜）

・造作材の材面の品質 ※Ａ種 ・Ｂ種 (表12.2.2) 屋外 ・19形 ※25形(11.1.7) (14.4.2) 屋内 ※19形 ・25形

　・　引張接着試験 ※行う ・行わない (14.4.4.8) ・天井のふところが1.5m以上の補強　　　　　　 (14.4.4.8)
樹種 適用箇所 仕　様 適用箇所 仕　様

区分 樹種３ セラミック タイルの種類 ※標準色 ・特注色 (11.1.2～1.4) 10 接合具等 　釘 湿潤状態となる場所　　※ステンレス製 (12.2.2.1)
下地材タイル張り 役物使用箇所 ※各部の形状は図示による (12.2.2.1～3) それ以外の場所　　　　※表面処理された鉄製

・杉　・松　・（　　　）壁・天井下地(11.1.2～4) 内　装 出隅 天端 （標準一体成型品以外は接着成型品とする） 　木ねじ　　　　※ステンレス　　　　　　・　
畳下・下張り用床板等(11.2～3.7) 外　装 出隅、窓台、マグサ 　諸金物　　　　※亜鉛めっき品　　　　　・　・ (12.2.2.2) (14.4.4.8)
造作材 ・杉　・松　・ひのき　・（　　　） 仕　様タイルの試験張り ※行わない ・行う（　　　　　　　　　　　　　　　） 　接着剤 ホルムアルデヒドの放散量 ※　F☆☆☆☆ (12.2.2.3) 仕　様適用箇所 適用箇所

タイルの見本焼き ※行わない ・行う（　　　　　　　　　　　　　　　）

11 防腐･防蟻処理 ・防腐,防蟻処理が不要な樹種による製材 (12.3.1)

・下地コンクリート素地面 (11．2～3．7) (12.3.1) 　適用部位 （ ）

適用タイル 躯　体　表　面 下地モルタル塗り 工　　法 (12.3.1.ｱ～ｴ) ・薬剤の加圧注入による防腐･防蟻処理 (12.3.1.ｱ) ・屋外における耐風圧性を考慮した補強 (14.4.4.8)

仕　様・小口タイル ・ＭＣＲ工法 ※ポリマーセメント ※密着工法 仕　様適用箇所 適用箇所適用部位 保存処理性能区分

・二丁掛タイル ・目荒し工法 ・モルタル下塗り ・改良圧着張り ・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　（高圧水洗） ・行わない ・接着剤張り

ＭＣＲ工法 ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理 ・特定天井(12.3.1.ｲ)

ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。 適応箇所、仕様 ※図示による適用部位 処理の方法

施工箇所の躯体の増打ちは、図示による。 ※特記なき場合は、薬剤の製造所の仕様による。

　目荒し工法 スタッド、ランナーの種類（ＪＩＳ Ａ 6517） (14.5.3)(表14.5.1)６ 軽量鉄骨壁下地

高圧水洗による目荒しは、５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし、仕上り面の程度 (14.5.3) ・50形 ・65形 ・90形 ・100形

は監督員の承諾を受ける。 ・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 (12.3.1.ｳ)

施工箇所の躯体の増打ちは、図示による。 　適用部位 （ ）

ポリマーセメントモルタルの調合は、15.2.3(4)による。 ・合板等の加圧注入による防腐･防蟻処理 (12.3.1.ｴ)

　保存処理性能区分　・Ｋ３　・（　　　　　）

調理室・下洗場 97.8角 陶器質 柚薬

検収室 97.8角 陶器質 柚薬

休憩室 米松 90x90

休憩室 米松

休憩室 米松

50x40

50x30

休憩室 米栂 カマチ：120x90

休憩室床：ﾌﾞﾅﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 化粧単板、天然木工 ウレタン

塩化ビニル樹脂製カラー角型軒樋120

行わない

受渡しハッチ・面台・カウンター・地流し

シーリング材の試験 接着性試験

Ver.2404

化粧薄板の厚さ（mm）

化粧薄板の厚さ（mm）

シーリング材の種類 JIS A5758

（注）２

(注)1

(注)1

(注)1

(注)1

(注)4

(13.2.2～3)・ 立て平葺 ・ 心木なし瓦棒葺 ・ 横葺

・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25） (表13.2.1)

・ ポリ塩化ビニル被覆金属板及び金属帯（Ａ種、ＳＧ）

・ 塗装溶融亜鉛-５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CZACCR-20)

※ 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)(CGLCCR-20-AZ)JISG3322

大引、床束：９０ｘ９０

根太：５０ｘ４０

間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（・杉　・米松　）

床組に用いる木材　　　　　　　　　（・杉　・米松　・　　　）

全ての部屋 １９形

・耐震性を考慮した補強

2025年  3月

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建築工事　特記仕様書　№２

福山市建設局建築部営繕課

カラーVP　75Φ

※　0.4 ※　0.4
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章 項 特　　　記　　　事　　　項

11 自動ドア開閉装置 戸の開閉方式 ・図示による　　・　　 ４ 錆止め塗料塗り 種別 (18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)(16.9.2)
(18.3.2)(18.3.3)(16.9.2) 自動ドア開閉装置の性能 下地面等 錆止め塗料の種別 工程の種別(16.9.2)

　駆動装置の性能　※引き戸用駆動装置の場合、標準仕様書表16.9.1による　・　 鉄鋼面 Ａ種 ※Ａ種 ・Ｂ種ＳＯＰ見え掛り部分
　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　

ＤＰ １回目Ｃ種　２、３回目Ｄ種 標準仕様書　表18.3.4
　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能　※標準仕様書表16.9.1による　・　

ＥＰ－Ｇ ・Ａ種 ※Ｂ種 ※Ａ種 ・Ｂ種　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　
Ａ種 ※Ａ種 ・Ｂ種ＳＯＰ見え隠れ部分検出装置の性能

ＤＰ １回目Ｃ種　２、３回目Ｄ種 標準仕様書　表18.3.4　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による　・　
　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない　 ＥＰ－Ｇ ・Ａ種 ※Ｂ種 ※Ａ種 ・Ｂ種
引き戸用検出装置の種類　標準仕様書表16.9.4による (16.9.2) 亜鉛めっき ※Ａ種 ・Ｂ種 ※Ａ種 ・Ｂ種ＳＯＰ鋼製建具等

ＤＰ鋼面 標準仕様書　表18.3.6Ｂ種

ＥＰ－Ｇ Ｃ種 ※Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種ＳＯＰ凍結防止措置　　・適用する　　・適用しない (16.9.2) 鋼製建具以外

Ａ種ＤＰ 標準仕様書　表18.3.612 自閉式上吊り 性能 ※ 標準仕様書　表16.10.1による　・図示による (16.10.3)
ＥＰ－Ｇ Ｃ種 ・Ａ種 ※Ｂ種引戸装置 (16.10.3)

13 重量シャッター シャッターの種類 管理用シャッター ・ 外壁用防火シャッター (16.11.2)・
(16.11.2～3) ５ 塗装 種別 (18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)屋内用防火シャッター ・ 防煙シャッター・

(18.4.1～18.12.2)
外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度(　　　)pa

塗装 種別
開閉方式の種類 ※ 電動式（手動併用） ・ 手動式 (表16.11.1) ・合成樹脂調合ペイント塗(SOP) 木部屋外 ※Ａ種 ・Ｂ種
防火・防煙シャッターは、自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし、連動制御盤及び煙感知器は別途 木部屋内 ・Ａ種 ※Ｂ種
とする。 鉄鋼面 ・Ａ種 ※Ｂ種
安全装置の設置箇所 亜鉛めっき鋼面 標準仕様書　表18.4.3

・クリアラッカー塗り(CL) ・Ａ種 ※Ｂ種安全装置 設置箇所

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) ・Ａ種 ※Ｂ種・図示による・急降下制動装置　・急降下停止装置
・耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面 標準仕様書　表18.7.1・図示による・障害物感知装置

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書　表18.7.2・図示による・危害防止機構
コンクリート面及び押出成形 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

管理用シャッターのシャッターケース ・ 設ける ・ 設けない (16.11.2)
セメント板面

スラット及びシャッターケース用鋼板 (16.11.3)
・つや有合成樹脂エマルション コンクリート面、 ・Ａ種 ※Ｂ種　鋼板の種類　　　　・JIS G3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)
　ペイント塗り(EP-G) モルタル面等　　　　　　　　　　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

木部 標準仕様書　表18.8.2　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　　・　　　

ステンレス鋼板の種類　　※SUS304、SUSJ1L又はSUS443J1　　・　　　 (16.11.3)(表16.12.1） 屋内の鉄鋼面 ・Ａ種 ※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書　表18.8.4
14 軽量シャッター 開閉形式 ・ 電動式（手動併用） ※ 手動式 (16.12.2)(表16.12.1) ・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) ・Ａ種 ※Ｂ種

(16.12.2～4) 耐風圧強度　　(　　　)pa (16.12.2)
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ・Ａ種 ※Ｂ種

電動式の場合の安全装置
・ステイン塗り ・ピグメントステイン塗り ―

安全装置 設置箇所 ・オイルステイン塗り(OS) ―

・障害物感知装置 ・木材保護塗料塗り(WP) 屋外 ・Ａ種 ※Ｂ種

スラットの材質の種類 (16.12.3)
塗料の種類等 (表18.5.1）

　・JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・　　
　クリアラッカー塗り(CL)

　・JIS G3322(塗装溶融亜鉛55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)
　　種別がＡ種の場合における、標準仕様書　表18.5.1の工程2　　・塗料の種類(　　　)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めっきの付着量　　※AZ90　　　・　　　
　耐候性塗料塗り(DP) (表18.7.2）

スラットの種類 ・ インターロッキング形 (16.12.4)
　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) (表18.10.1）・ オーバーラッピング形
　　標準仕様書　表8.10.1の工程１の着色　　・適用する

15 　オイルステイン塗り(OS)の仕様ガラス ガラスの種類、厚さの組合せ、品質等 (16.14.2) (表18.11.2）
　　・図示による(16.14.2～3) ※ 図示による ・

(16.14.2)(16.14.3)(表9.7.1)ガラス留め材
19 １ 接着剤等 接着剤のホルムアルデヒド放散量 (19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

建具の種類 材　種 (19.2.2)(19.3.2) ※ F☆☆☆☆ ・
鋼製及び鋼製軽量 ・ シーリング材 ・

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の (19.2.2)(表19.2.2)
アルミニウム製 ・ ガスケット（注） ・ シーリング材 ・

　
内
　
装
　
工
　
事

ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分　　・図示による　　　・　　　　
ステンレス製 ・ シーリング材 ・ 下地の施工 (19.2.3)
樹脂製 ・ ガスケット ・ 　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法　　・図示による　　　・　

防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。
２ ビニル床シート ・ ビニル床シート (19.2.2～3)（注）外部に面する複層ガラス、合わせガラス、網入り板ガラス、線入り板ガラスを除く

ビニル床タイル 種　　　類 記　号 色　柄 厚さ（mm） 特殊機能 工　法ガラス溝の大きさ (図16.14.1)
(19.2.2～3) ※ 発泡層のないもの ※ ＦＳ ※ プレーン ※ 2 ・ 帯電防止 ・ 突付け※ 建具の製造所の仕様による　　　・　　　

・ ・ ・ マーブル ・ 2.5 ・ 耐動荷重 ※ 熱溶接

・ 特殊柄 ・ 防滑性

・ ビニル床タイル (19.2.2)
　
カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

17 １ カーテンウォール (17.1.3)(17.2.2～6)(17.3.2～6)
記　号 色柄 厚さ（mm） 特殊機能 寸法 備考(17.1.3) ※ 建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた

・ ※ 標準柄 ・ 帯電防止 ※ 図示によるＴＴ ※ 2 ・ 3耐風圧性 風圧力に対して安全を確認したもの。
・ 特殊柄 ・ 防滑性ＦＴ・・ 正圧　　Ｎ/㎡以上、負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの

耐

震

性

ＫＴ※水平方向に対する地震力係数 ※ 1.0
4以上・ ＦＯＡ ※ 標準柄 ・ 帯電防止 ※ 図示による・鉛直方向に対する地震力係数 ※ 0.5

・ ＦＯＢ ・ 特殊柄 ・ 防滑性・ 4未満Ｓ造 ※ 1/200以上
層間変位追従性

ＲＣ、ＳＲＣ造 ※ 1/300以上
・ 特殊機能床材 (19.2.2)・ 水密性 ・ Ｗ－４ ・ Ｗ－５ ・

種　　類 厚さ（mm） 形状、寸法、性能等・ 気密性 ・ Ａ－３ ・ Ａ－４ ・
・ 視覚障害者用・ 耐火性

床タイル・ 耐温度差性

・ 遮音性 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２ ・ Ｔ－３ ・ Ｔ－４
・ ビニル幅木 (19.2.2)・ 断熱性

厚さ（mm） 高　さ（mm） 種　類 色　柄
性能の確認方法及び判定方法　　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料　　　・　　

※ 1.5以上 ・ ※ 60 ・ 75 ・ 100 ※ 軟質 ・ 硬質 ※ 標準柄その他の性能 ・ 図示による

種類 ・ メタルカーテンウォール
・ ゴム床タイル (19.2.2)

金属材料その他の材料 ※ 図示による
種　　類 厚さ（mm） 形状、寸法、性能等

・ ＰＣカーテンウォール
・ 単層品

製作所
積層品・

　
塗
　
装
　
工
　
事

18 １ 材料 (18.1.3)※ F☆☆☆☆屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ・ ３ カーペット敷き ・ タイルカーペット (19.3.2)(19.3.3)
(18.1.3) 防火材料 (19.3.2)(19.3.3) 種　別 パイル形状 寸法（mm） 総厚さ（mm） 色　柄 敷き方

・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。　
※ 一種 ※ ループパイル ※ 500×500 ※ ６．５ ・ 無地

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　）　
・ ・ カットパイル ・ ・ ・ 柄物

２ 塗装面の確認等 工事現場塗装 ※ 使用量から単位面積当たり塗付け量を推定 (18.1.7)
製造所及び製品名(18.1.7) 工場塗装 ※ 適切な測定器具により膜厚を確認

(19.3.2)(表19.3.1)・ 織じゅうたん　　　・図示による　　・　　
(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)・タフデットカーペット　　　・図示による　　　・ 

３ 種別 (18.2.2～7)(表18.2.1～18.2.7)素地ごしらえ
４ 合成樹脂塗床 ・ 厚膜型塗床材 (19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)(18.2.2～7) 下地面等 種別 (19.4.2)(19.4.3) 塗床の種類 仕上げの種類

不透明塗料塗り ※ Ａ種 ・ Ｂ種
木部 ・ 弾性ウレタン樹脂系塗床 ※ 平滑仕上げ ・ 防滑仕上げ

・透明塗料塗り Ａ種 ※ Ｂ種
・ つや消し仕上げ

ＤＰ塗り ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種
・ エポキシ樹脂系塗床 ・ 薄膜流しのべ工法 ・ 厚膜流しのべ工法 ・平滑仕上げ鉄鋼面

上記以外 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種
・ 樹脂モルタル工法 ・ ・防滑仕上げ

・ Ａ種 Ｂ種・亜鉛めっき鋼面

・モルタル面及びせっこうプラスター面 Ａ種 Ｂ種※
・ 薄膜型塗床材

・ ※コンクリート面（ＤＰ以外)及びＡＬＣパネル面 Ａ種 Ｂ種
塗床の種類 仕上げの種類

※ ・コンクリート面（ＤＰ）の場合 Ａ種 Ｂ種
※ エポキシ樹脂系塗床 ※ 平滑仕上げ

・ ※押出成形セメント板面 Ａ種 Ｂ種
※ 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド発散量

※ ・せっこうボード面 目地：継目処理工法 Ａ種 Ｂ種
※ F☆☆☆☆ ・

・ ※及びその他ボード面 目地：継目処理工法以外 Ａ種 Ｂ種

16
　
建
　
具
　
工
　
事

(14.6.2～3) ・木下地７ 金属成形板張り

(14.6.2～3) 種　　別 アルミスパンドレル（既製品） 性能項目
耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法

製　　　　　法 ・押出し形材 ・板曲げ 種　別

※ Ｓ－２ ※ Ａ－３ ※ Ｗ－３ （　　　㎜）板幅 ・ Ｄ種
寸　　　法（mm)

※ Ｓ－３ ※ Ａ－３ ※ Ｗ－３ （　　　㎜）板厚 ・ Ｅ種

耐風圧性は取付高さに適応したものとする。
形　　　　　状

表　面　処　理 表　面　処　理 ・外部 ・ Ｂ－１種 ・

Ｃ－１種伸　縮　継　手 ※設けない ・設ける（場所は図示） ・内部 ・ ・

着色の色合 ・ アンバー ・ ブロンズ ・ ブラック系 ・ステンカラー

・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

(14.7.2～3)(表14.7.1)※押出形材 ・曲げ材 ・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・８

部材の種類 ・250形　（呼称肉厚は1.6以上）(14.7.2～3)

・300形　（呼称肉厚は1.8以上） 表面処理 (16.2.4)
・350形　（呼称肉厚は2.0以上） (表14.2.1)

表面処理 種別（　　　　）種 ・
(表14.2.1)笠木等の固定金具の工法等

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法
ステンレス鋼板の種類　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　　 (16.2.3)(16.6.3)

※ 図示による ・
ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.2.4)(16.4.4)

結露水の処理方法　　※図示による　　・　　 (16.2.4)

水切り板、ぜん板　　※図示による　　・　　 (16.2.5)
15
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１ ※図示による。 (15.2.4) 木下地の内付け建具　　・適用する（建具の製造所の仕様）　　・適用しない　　 (16.2.5)
(15.2.4)

２ 材料 (15.2.5) ４ 網戸 防虫網 ・ ガラス繊維入り合成樹脂製 ※ 合成樹脂製 ・ ステンレス製 (16.2.3)
せっこうボード、せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ (16.2.3) 　線径　　　※0.25mm以上　　　・　　

(15.2.5) 　網目　　　※16～18メッシュ　　　　・　　
　せっこうラスボード　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm） 防鳥網 ・ ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜
　木質系セメント板　　　種類（　　　）　　　厚さ（　　　mm）

５ 樹脂製建具 性能及び構造 (16.3.2～16.3.4)(表16.3.1)(表16.3.2)
３ こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定　　　・なし　　　・あり (15.2.6)

(16.3.2～16.3.5)(15.2.6) 外部に面する樹脂製建具の性能等級
(15.2.7)４ 木ずり下地 材料

・コンクリート系下地及び鉄骨下地
(15.2.7) 木ずり用小幅板の材種　　　※杉（心去り材）　　　・　　

性能項目
耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法５ モルタル塗り 材料 (15.3.2)

種　別(15.3.2～5) モルタル
・ Ａ種 Ｓ－４ Ｗ－４

・現場調合材料　　　・既調合材料
Ｓ－５・ Ｂ種 Ａ－４

Ｗ－５吸水調整材の品質 ※表15.3.2による
・ Ｃ種 Ｓ－６

既製目地材 ・使用しない ・使用する
・木下地

形状、寸法 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
性能項目

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法床目地 ・設ける（工法　※押し目地　　・　　　　） ・設けない (15.3.5)
種　別

外装タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験 ・行う ・行わない
・ Ｄ種 Ｓ－２

Ａ－４ Ｗ－３ （　　　㎜）６ セルフレベリング (15.5.2)(表15.5.1)
Ｓ－３・ Ｅ種

材塗り 種　類 厚さ（mm） 施工箇所

(15.5.2) ・セメント系 ※　10 ・
・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

・せっこう系 ※　10 ・
・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・

外部に面する建具の日射熱取得性の等級 ・
７ 材料 (15.6.2.1)仕上塗材仕上げ ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　・　　 (16.3.3)

(15.6.2) 内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆　　・　　

表面色　　・標準色　・特注色　　 (16.3.4)
・ 薄付け仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1) 水切り板、ぜん板　　・図示による　　・　　 (16.3.5)(16.2.5)

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない　　 (16.3.5)(16.2.5)種　類 仕上げの形状 工　法 吸放湿性
(19.5.4)(19.5.5)・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状 ・吹付け

６ 鋼製建具 ・ 簡易気密型ドアセット 気密性、水密性の等級 ・ 標準仕様書　表16.4.1よる (16.4.2) (19.7.2)(19.9.3)
・

・ 建具表による(16.4.2～6)
・内装薄塗材Ｅ ・砂壁状じゅらく ・吹付け ・適用する

外部に面する建具の耐風圧性 ※ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ (表16.2.1)
・適用しない

・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・
・可とう形外装薄塗材Ｅ ・砂壁状 ・吹付け

・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・
・ ・ ・

・ 耐震ドアセット、面内変形追従性の等級 ※ 図示による ・

ステンレス鋼板の種類　※SUS304、SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　 (16.4.3)(16.6.3)
・厚付け仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1)

点検口の類のくつずりの材料　　・　　　　　　 (16.4.3)
種　類 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 上塗材 鋼板類の厚さ (W)以下の場合 ※ 表16.4.2による ・ (16.4.4)

・外装厚塗材Ｅ ・吹放し ・吹付け ・行う (W)を超える場合 ※ 図示による ・
・凸部処理 ・行わない (W)１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜

・内装厚塗材Ｅ ・吹放し ・吹付け ・適用する ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)
標準型鋼製建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　 (16.4.6)・凸部処理 ・適用しない

(17.2.2～6)・適用する(建具符号、形式及び寸法は建具表による。)　
・ ・ ・

(17.3.2～6)７ 鋼製軽量建具 ・ 簡易気密型ドアセット 気密性の等級 ・ Ａ－３ (16.5.2)

・ 建具表による。(16.5.2～6)
・複層仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1)

・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・
種　類 仕上げの形状 工法 上塗材

・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・
・複層塗材Ｅ ・凹凸状 ※吹付け ※水系 ※ｱｸﾘﾙ系 ※つやあり

・ 耐震ドアセット、面内変形追従性の等級 ※ 図示による ・
・複層塗材ＣＥ ・凸部処理 ・ﾛｰﾗｰ ・溶剤系 ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ・つやなし

・鋼板 鋼板（16.5.3.1.ｱ） ・ ビニル被膜鋼板 ・ カラー鋼板 ・ ステンレス鋼板 (16.5.3)
・可とう形複層塗材ＣＥ ・ゆず肌状 ・弱溶剤系 ・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系 ・ﾒﾀﾘｯｸ

召合せ、縦小口包み板、押縁 ・ (16.5.3)※ 鋼板（16.5.3.1.ｱ）
・複層塗材Ｓｉ ・ふっ素系

鋼板類の厚さ (W)以下の場合 ※ 表16.5.1による (16.5.4)・・複層塗材ＲＥ ・ｼﾘｶ系
(W)を超える場合 ※ 図示による ・・ ・ ・ ・ ・ ・

(W)１枚の戸の有効開口幅950㎜又は有効高さが2,400㎜
複層仕上塗材の耐候性 ※耐候形３種 ・ (15.6.2) (16.5.4)ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法(表16.4.5による。)　 (16.5.6)
・適用する(建具符号、形式及び寸法は建具表による。)　・軽量骨材仕上塗材 (15.6.2)(表15.6.1)

種　類 仕上げの形状 工　法
８ ステンレス製建具 耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　　　　・建具表による　　・　　 (16.6.2)・吹付用軽量塗材 ・砂壁状 ・吹付け

(16.6.2～5) 外部に面する建具の耐風圧性 ※ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ (表16.2.1)(16.6.2)・こて塗用軽量塗材 ・平たん状 ・こて塗り
・ 防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級 ※ 図示による ・

・ 断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ※ 図示による ・８ 種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 (15.7.2)
・ 耐震ドアセット、面内変形追従性の等級 ※ 図示による ・(15.7.2)

ステンレス鋼板 ※ SUS304、SUS430J1LJ1L又はSUS443J1　　・　　 (16.6.3)
※図示による９ しっくい塗り (15.10.1)(15.10.2)(15.10.3)(15.10.4)(表15.10.1～表15.10.5)

表面の仕上げ ※ ＨＬ ・ (16.6.4)(15.11.2～5)(15.11.7～8)(表15.11.9)10 こまい壁塗り ※図示による
(16.6.4)ステンレス製くつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　　 (16.4.4)

ステンレス鋼板の曲げ加工 ※ 普通曲げ　　・角出し曲げ　 (16.6.5)11 ロックウールのホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆ ・ (15.12.2)
(15.12.2) 接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆ ・ ９ 木製建具 建具材の含水率 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 （16.7.2）(表16.7.1)

仕上げ吹付け厚さ(mm) ・　図示による ・　25mm 接着材のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆　　・　　 (16.7.2)（16.7.2～4）
枠、くつずりの材料　　　　・建具表による　　・　　 (16.7.2)

（16.7.2）(表16.7.2)・フラッシュ戸　表面材の合板の種類16
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１ 防火戸の指定 ※ 図示による (16.1.3)
　・普通合板　・天然木化粧合板　・特殊加工化粧合板　　(接着の程度、板面の品質は16.7.2による)(16.1.3)
　・ＭＤＦ（表裏面の状態、曲げ強さ、接着材、難燃性による区分は図示による。）

２ 見本の製作等 建具見本の製作 ・ 製作する（図示） ※ 製作しない (16.1.4)
　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　　・　　

(16.1.4) 特殊な建具の仮組 ・ 行う（図示） 行わない※ 　表面板の厚さ　　※標準仕様書表16.7.6による　　・　　 (16.7.3)
　引戸の定規縁　　・召し合わせかまちをいんろう付きとする　　・　　建具の製作所 ※ 監督員の承諾する製作所 (16.7.4)

（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)・かまち戸　かまち樹種、鏡板樹種、見込み寸法は図示による
（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)・ふすま　種別、工法、上張り、縁仕上、見込み寸法は図示による３ アルミニウム 性能及び構造 (16.2.2～16.2.5)(表16.2.1)(表16.2.2)

（表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)
製建具 外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

・戸ぶすま　表面材の種類、品質等、見込み寸法は図示による（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4）
(16.2.2～16.2.5) ・コンクリート系下地及び鉄骨下地

(16.7.3)(表16.7.7)・紙張り障子　見込み寸法は図示による
性能項目

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法 10 建具用金物 建具表による (16.8.1～4)(表16.8.1～4)
種　別

(16.8.1～4) 見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。
・ Ａ種 ※ Ｓ－４

※ Ａ－３ ※ Ｗ－４ 70mm（注） 鍵箱 ・ 設ける（　　　個用） ・ 設けない ・ 鍵札
・ Ｂ種 ※ Ｓ－５

マスターキー ・ 製作する（　　　組） ・ 製作しない ・ 既存マスター合わせ
・ Ｃ種 ※ Ｓ－６ ※ Ａ－４ ※ Ｗ－５ （　　　㎜）

（注）引違い・片引き・上げ下げ窓で、複層ガラスを使用する場合は、100㎜とする。
煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

※ 扉にラッチ受座用切込開口補強 ・ 枠に解錠機構用切込開口補強
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下洗場・厨房・食器洗浄コーナー

無溶剤型ペースト

Ver.2404

アルミニウム製笠木

せっこうボード、

その他のボード下地

ラス系下地

マスチック塗材塗り

ロックウール吹付け

　種類・光線(反射)センサー　・熱線センサー　・音波センサー　・光電センサー　・電波センサー

　　　・車椅子使用者便房スイッチ(・大形(開・閉)押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ)

　　　・タッチスイッチ(・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ)　・押しボタンスイッチ

平場　※市松敷き・模様流し

階段　・市松敷き※模様流し

　　上塗り塗料の等級　　鉄鋼面　　(　3　)級　　　亜鉛めっき鋼面(　　　)級

福山市建設局建築部営繕課

2025年 3月

　外部に面する建具　　種別　・ BB-1種　・BB-2種

　屋内の建具　　　　　種別　・ BC-1種　・BC-2種

　　　　　　　　　　　着色　・ 標準色　・特注色

　　　　　　　　　　　着色　・ 標準色　・特注色

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建築工事　特記仕様書　№３
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５ フローリング張り ・ 単層フローリング (19.5.2～5) ８ 壁紙張り 建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの (19.8.2) 11 スクリーン 種　別 ※ ホワイトスクリーン
　
植
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工
　
事

23 １ 植栽地の確認 土壌の水素イオン濃度指数、電気伝導度等の試験・ ・行う ※ 行わない (23.1.3)
(19.5.2～5) (19.8.2) (23.1.3)種　類 工　法 樹　種 厚さ（mm） 大きさ（㎜） 仕上塗装 施工箇所 種　類（製造所） 防火性能の種別 形　式 ※ スプリング巻上（ノーショック）式 ・

・ 釘留め工法 ※ なら 15 板幅75以上 ・ 寸法（mm） 幅 （ ） 高さ （ ） ２ 植栽基盤 植栽基盤 ・ 適用する (23.2.2)

(23.2.2)（根太張り） ・ 板長さ400以上 ・ ・ 適用しない（ただし、芝及び地被類の植栽の場合は整備する。）

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ・ 釘留め工法 ※ なら ・ 12以上 板幅75以上 ・ 塗装品 ・ 12 くつふきマット 　枠 ※ ステンレス製 ・ 黄銅製

１等 （直張り） ・ ・ 板長さ400以上 ・ 無塗装品 壁紙のホルムアルデヒドの発散量 マット ※ 塩化ビニル製 ・ ゴム製 ・ アルミ合金製 ・ 鉄製 有効土層の厚さ（㎝） （表23.2.1）

・ 接着工法 ※ なら ・ 8以上 板幅75以上 ※ F☆☆☆☆ ・ 排　水 ※ 設ける（排水目皿ＶＰ50φ） ・ 設けない 樹　木

・ ・ 板長さ400以上 高　木 低　木 芝、地被類

・ 接着工法 ※ なら ・ ・ ・ 塗装品 ９ 断熱材 断熱材打込み工法 13 厨房器具 器　具　名 規格・施工箇所等 樹　高 12ｍ以上 ７～12ｍ未満 ３～７ｍ未満 ３ｍ未満(19.9.3)・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
(19.9.3～4)・ ・ 無塗装品 ・ 断熱材 ・ 流し台 市販品 有　効 ※ 100 ・ ※ 80 ・ ※ 60 ・ ※ 50 ・ ※ 20１等

材　種 種　別 厚さ 施工箇所 ・ 調理台 　〃 土　層 ・
・ 複合フローリング (19.5.2～5) ・ ビーズ法 ・ コンロ台 　〃 工法 樹木 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

種　類 工　法 樹　種 厚さ等 防湿処理 仕上塗装 ポリスチレンフォーム ・ ガステーブル 　〃 芝及び地被類 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種
・ 釘留め工法 ※ なら ・ 適用する ・ 塗装品 ※ 押出法 ・ ２種ｂ ※ 25 ・ つり戸だな 　〃 土壌改良材 ※ バーク堆肥 ・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

・ 天然木化粧 （根太張り） ・ ・ 適用しない ・ 無塗装品 ポリスチレンフォーム ・ ３種ｂ ・ 20 ・ 水切だな 　〃
複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・ 釘留め工法 ※ 図示による ３ 支柱材 支柱材 ※ 杉の焼丸太 ・ 竹・ Ａ種硬質ウレタンフォーム

（直張り） 14 ピクチャーレール タイプ ・ 天井面付け ・ 壁面付け・ 硬質ウレタンフォーム
・ 接着工法 ４ 芝 種類 ※ コウライシバ ・ ノシバ・ フェノールフォーム 安全荷重 ・ フック　耐荷重　30㎏程度　２個／ｍ

(23.4.2)※ フェノールフォーム断熱材のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆
フローリングのホルムアルデヒド放散量等

断熱材補修材 ・ 断熱材と同材 15 材質 ※ アルミニウム製
※ F☆☆☆☆、接着剤等不使用（単層フローリングに限る）、ホルムアルデヒドを放

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材 表面処理 ※ Ｃ－１ ・ Ｃ－２（色調：　　　　　）
散しない塗料等使用（単層フローリングに限る）、非ホルムアルデヒド系接着剤

溝幅×深さ（㎜）※ 図示による ・ １２０×８０ ・
使用並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料

(19.9.4)断熱材現場発泡工法
等使用とする。

材　種 種　別 厚さ 施工箇所 16 消火器ボックス ・既製品(図示による) ・

・ 吹付け硬質ウレタンフォーム ※ Ａ種１ ・
※ 製造所及び製品名（　　　　　　　　　　　　）

断熱材 ・ Ａ種１Ｈ 17 視覚障がい者用 材種 ・ 塩化ビニル製 厚さ ※ ７㎜（2+5） ※ ３００×３００

難燃性 誘導ブロック ・ コンクリート製（厚さ30mm）
接着工法の場合の不陸緩衝材 ※ 合成樹脂発泡シート ・ (19.5.5)

※ 難燃性 ・ ２級 ※ ３級 ・ 磁器質タイル製

６ 畳敷き 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種（畳床：　　　　） (19.6.2)(表19.6.1) 18 家具類 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量
(19.6.2) ・防虫処理 防虫加工紙を使用する場合は、薬事法の承認を受けたものとする。（Ａ、Ｂ、Ｃ種） 20 １ フリーアクセス (20.2.2) ※　Ｆ☆☆☆☆

　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

フロア 施工箇所 材　質 寸法・高さ 所定荷重 耐震性能

(20.2.2) 21
　
排
　
水
　
工
　
事

１ 排水管 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管 （ ※ (21.2.1)

(21.2.1) ・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

・ 遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形） １種

※ 表面仕上材 ※ 図示による ・

・ 帯電防止性能 ・ 漏えい抵抗 ２ 排水桝 ・ コンクリート現場打ち桝 (21.2.1)

(21.2.1) 種類 ※ 普通コンクリート ・ 設計基準強度 ※ 18N/m㎡ ・

７ せっこうボード ※ 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。 ２ 可動間仕切 ・ パーティション (20.2.3) スランプ ※ 15cm ・ 鉄筋種別 ※ SD295 ・

(20.2.3)その他ボード 構造形式種別 構成基材の種類 パネル表面材・仕上 遮音性能 防火性能 ・ コンクリート既製桝

及び合板張り ・ せっこうボード製品 (19.7.2)(表19.7.1～表19.7.5) ・ スタッド式 ※ アルミ ・ 不燃 ・ 樹脂製溜め桝

(19.7.2～3) 材　種・規　格 張　　り　　方 厚さ（mm）等 ・ スチール ・施工箇所

・ 下張り ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） ３ ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 (表3.2.1)(21.2.1)※ F☆☆☆☆パネルのホルムアルデヒドの放散量
(21.2.1)・ せっこうボード ・ 壁 ・ 上張り ・ 突付け ・ 12.5（不燃）

・(JIS A6901) ・ 直張り ・ 継目処理 ・ ３ 移動間仕切 ・ スライディングドア (20.2.4) ４ グレーチング （ 材質： 耐荷重： Ｔ－ ） (21.2.1)
(21.2.1) ・操作方法種別 パネル表面材・仕上 圧接装置操作方法 遮音性能 防火性能 マンホール （ ・ ＭＨＡ ・ ＭＨＢ ）(20.2.4)

・ 下張り ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） ・ 手動式 ・ ハンドル回転式 ・ 不燃 ・ 鉄板 （ ｔ＝ ㎜ ）

・ 天井 ・ 上張り ・ 突付け ・ 12.5（不燃） ・ ・ プッシュ式 ・ ・ 樹脂製 （ ）

・・ 直張り ・ 継目処理

(21.2.1)製造所 ５ 溝蓋 ・ グレーチング （ 材質： 耐荷重： Ｔ－ ）
(21.2.1)・ 化粧せっこうボード ・ 鉄板 （ ｔ＝ ㎜ ）(20.2.5)４ トイレブース

(トラバーチン模様) ・ 天井 ・ 直張り ・ 突付け ※ 9.5（準不燃） ・ 既製コンクリート板 （ ｔ＝ ㎜ ）(20.2.5) 表面材の材質（下小口共） 脚　部 ドアエッジ

(JIS A6901) ※ メラミン樹脂系化粧板 ※ 幅木 ※ ＳＵＳ ・ 標準 ・ アルミ

・ 化粧せっこうボード ・ ポリエステル樹脂系化粧板 ・ 支柱 ・ ※ Ｒ付 ・ ＳＵＳ

(プリント) ・ 天井 ・ 直張り ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） 22 １ 路床 (22.2.2)フィルター層 ※ 適用しない ・ 適用する（厚 ㎜）金物 ※ 図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）
(22.2.2～5)(JIS A6901)

　
舗
　
装
　
工
　
事

路床安定処理 ※ 適用しない ・パネルのホルムアルデヒドの放散量

※ F☆☆☆☆ ・・ 吸音用穴あきせっこう ・ 天井 ・ ・ 目透し ・ 9.5（準不燃） 路床の盛土材料 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 (表3.2.1)(22.2.3)

ボード(JIS A6301) ・ 突付け ・ 不燃性原紙裏張り ・路床の試験 ＣＢＲ試験 ・ 行わない 行う (22.2.5)(20.2.6)５ 手すり 材料の種類　　・　　　　　　　　　　　仕上　　・　　　　　
(20.2.6)・ ロックウール化粧吸音板 天井 ・ 上張り ・ 突付け ・ 9（不燃） ・路床締固め度の試験 ・ 行わない 行う

現場ＣＢＲ試験 ・ 行わない 行う(JIS A6301) ・ 直張り ・ 12（不燃） ６ 階段滑り止め ・(20.2.7)

(20.2.7)・ 15（不燃） 材　種 形状・寸法 工　法 フラットエンド 砂の粒度試験 ・ 行わない ・ 行う

・ ステンレス製 ※ タイヤ入 ※ 35㎜ ※ 接着工法 ・ 有 （ ）

・ アルミ製 ・ タイヤなし ・ 埋込工法 ・ なし ２ 路盤 路盤の構成 ・ 車路：100、歩行者用通路：100 ・ 図示による (22.3.2)

(22.3.2～5) 材料 ・ 砕石クラッシャラン ※ 再生材クラッシャラン (22.3.3)

７ 黒板及び (20.2.9) ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ 繊維強化セメント板 ホワイトボード 種　類 色 暗　線 施工箇所 締固め度の試験 ・ 行わない ※ 行う (22.3.5)

(20.2.9)種　類 施工箇所 張　　り　　方 厚さ（mm） ・ 鋼製黒板 ※ 焼付 ※ 緑 ・ 有

・ けい酸カルシウム板 ・ 目透し ・ 6（不燃） ・ ほうろう黒板 ・ 黒 ・ なし ３ アスファルト舗装 舗装厚 車路 ・ 50 ・・ (22.4.2)

(22.4.2～6)・ 普通板 ・ 壁 ・ 突付け ・ 8（不燃） ・ ホワイトボード ※ ほうろう ・ 白 ・ 有 歩行者用通路 ・ 30
タ
イ
プ
２

(JIS A5430) ・ 天井 ・ 突付けＶ目地 ・ 10（不燃） ・ なし アスファルト ・ 再生アスファルト ※ 60～80 ・ 80～100 (22.4.3)

・ 12（不燃） 枠 ・ 木製（図示による） ※ アルミ製 ・ ストレートアスファルト

・ 化粧ボード ・ 目透し 形状 ・ 平面 箇所

(JIS A5430) ・ 壁 （シーリング） ・ 平面（行事） 箇所 加熱アスファルト混合物等の種類 (22.4.4)

・ 天井 ・ 突付け ・ 表層 ※ 密粒度アスファルト混合物 (13) ・

・ ジョイナ チョークボックス ・ アルミ製 ・ ※ 細粒度度アスファルト混合物（13） ・

ピクチャーレール ・ 有（図示による） ・ 切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない (22.4.6)

アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない
・ その他ボード

８ 表示 ・ 衝 突 防 止 表 示 （ ） (20.2.11)
種　類 規　　格　　等 (20.2.11) ・ 室 名 札 （ ） ４ コンクリート舗装 舗装厚 ・ (22.5.2)車路及び駐車場

・ (22.5.2～6) 70・歩行者用通路・ ピ ク ト グ ラ フ （ ）
(JIS A5404)

コンクリート ・ (22.5.3)・ 案 内 板 （ ）
・

目地材 ・・ 視 覚 障 が い 者 案 内 板（ ）

溶接金網 ・ 使用する（150□×6φ）・ 使用しない・ 市　　　　　　　章 （ ）
・

コンクリート版の厚さの試験 ・ 行う ・ 行わない (22.5.6)・ 車 イ ス マ ー ク （ ）

・ 施 設 名 文 字・ 切抜文字 ・ ステンレス 字数 （ ）

５ カラー舗装 舗装厚及び種類 (22.6.2)・ 合板 (19.7.2～3) ・ 箱文字 ・ ステンレス 文字の大きさ（　　×　　）
(22.6.2～6) ・ 加熱系カラー舗装　　　　・図示による　　　・　　材　料 樹種名 処　理 接着の程度、厚さ（㎜）等

・ 常温系カラー舗装　　　　・図示による　　　・　　・ 普通合板 ラワン ・ 防虫 　類 ・ 5.5 ・ 12 ・ 15 ９ ブラインド (20.2.14)

(20.2.14) (22.6.6)切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わないシナ ・ 防虫 　類 ・ 4 ・ ・ 形　式 ※ 横形(JIS A4801) ・ 縦形

・ 天然木化粧合板 種　　類 ※ ギア式 ・ コード式 ※ コード方式　類防虫 ・・

スラットの幅 ※ 25mm ・ 35mm ・ ・ 100 ・ 75 ６ 透水性 舗装の構成及び厚 (22.7.2)・図示による

(22.7.6)合板のホルムアルデヒド放散量等 スラットの材種 ※ アルミニウム合金 ※ アルミニウム合金 ・ クロス アスファルト舗装 開粒度アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない
(22.7.2～6) 切り取り検査 ※ 行う （　　　箇所） ・ 行わない※ F☆☆☆☆、非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る）、 ボックス等の材種 ※ 鋼製 ※ アルミ（ヘッドレール）

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧 ７ ブロック系舗装 ・ インターロッキングブロック舗装 (22.8.2～3)

(22.8.2～3) ・ 50(20.2.16)合板に限る）並びに非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材 カーテン及び 基層 ・ アスファルト混合物10

・ 70・ コンクリート版料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。 カーテンレール きれ地の品質等（製造所） ひだの種類
・ (20.2.16) クッション材 ※ 砂 ・ 空練りモルタル

種類、形状、厚さ ・合板の張付け ・ Ａ種 ・ Ｂ種 (19.7.3)(表19.7.3)

製造所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり ※ 300以上

カーテンレール 材　種 ・ ステンレス製 ※ アルミニウム製 ８ 区画線 路面標示用塗料 ・ １種 ・ ２種 ※ ３種１号

色 ※ 白 ・

塗布幅 ※ 図示 塗布厚さ ※ １．０

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 項 特　　　記　　　事　　　項

・

硬質木片セメント板 t=18ｍｍ（増築部：屋根下地）

5.5
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藤　岡　建　築　設　計　室

1.

2.

3. 設備機器類の取付け用下地補強

1.

2. 地下室等の二重壁内の水抜き管の製作及び設置

3. S、SRC造梁貫通鋼管スリ－ブの製作、設置及び開口補強

4. RC造梁貫通スリ－ブの製作及び設置

5. 同上開口補強

6.

7. 同上開口補強

8. 各貫通穴あけ箇所の空隙充填及び補修

9. 防火区画、排煙区画床、壁貫通部処理

1.

設置及び開口補強（下地補強を含む）

2.

（下地補強を含む）

3.

4. 間仕切り壁開口部の空隙充填及び補修

5.

設置及び開口補強

6.

取付け枠の製作、設置及び開口補強

7. 床や壁の石材面の設備機器取付け用開口

8. 防火区画、排煙区画床、壁貫通部処理

9. ユニットバスの換気扇の開口（メーカー規格外の場合）

1. 床、壁及び天井の点検口の製作及び設置

2. 外壁ガラリのチャンバ－の製作及び設置

3. 内壁等に取りつく吹出口、吸込口の製作及び設置

4. 同上化粧用特殊ガラリの製作及び設置

5. 各室建具ガラリの製作及び設置

ALC版、押出し成形ｾﾒﾝﾄ板、PC版類の設備機器取付け用開口、

ﾌﾞﾛｯｸ、れんがへの設備機器取付け用開口、取付け枠の製作、

現場製作の床、間仕切り壁類、天井の補強を伴わない開口

現場製作の床、間仕切り壁類、天井の補強を伴う開口及び開口補強

工場製作の床ﾊﾟﾈﾙ、間仕切り壁類の開口、取付け枠の製作、

床や壁の貫通、半貫通部分のｽﾘｰﾌﾞ、箱等の製作及び設置

地中梁の連通管、通気管及び人通孔の製作、設置及び開口補強

鉄骨造の設備機器類吊り下げ用取付け金物の製作及び設置

設備機器類の取付け用ｲﾝｻｰﾄ及び吊りﾎﾞﾙﾄの製作及び設置

区分 区分 区分

分

類

分

類

分

類

建

築
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気

給

排
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昇
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機

建

築
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気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

項 目 項 目 項 目
1. 区分は設計図書に明記なき限り、※印のついたものを適用する。

2. 複数の区分が適用となる場合は、関連工事別に施工する。

区分 1. 防火（煙）シャッタ－及び自動閉鎖装置の製作及び設置 ※ 1. 湧水槽、蓄熱槽等のRC造躯体、断熱層、内外の防水及び仕上げ
※

1. ※
分

類

建

築

電

気

給

排

水

空

調

ガ

ス

昇

降

機

６ ９ １３

建
具
等

2. 同上用連動制御器と感知器の製作・設置及び電気配管配線工事 ※
ピ
ッ
ト
・
マ
ン
ホー

ル
・
水
槽
等

2. 同上マンホ－ル蓋及びタラップの設置 ※
昇
降
機

2. 昇降路内点検用タラップの製作及び設置 ※項 目

3. 防火戸の扉、枠の製作・設置（自動閉鎖装置用切り込み補強共）
※

3.
※

3. 出入り口三方枠取付け用下地鉄骨の設置（S造に限る） ※

※ 4. 同上用自動閉鎖装置の製作・設置 ※ 4. ※ 4. 出入り口扉三方枠、沓摺の製作及び設置 ※同上付属蓋類及びタラップの設置

１

設
備
基
礎

※ ※ ※ ※ ※ 5. 同上用連動制御器及び感知器の製作・設置 ※ 5. 同上内設備配管類の架台の製作及び設置 ※ ※ ※ ※ 5. 同上枠廻り空隙の充填及び補修 ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ 6. 同上用自動閉鎖装置、連動制御器及び感知器の電気配管配線工事 ※ 6. 屋内マンホ－ルのRC造躯体、鋳鉄蓋及び化粧蓋の設置 ※ 6.
※ ※

受金物及び設置（S造に限る）※ ※ ※ ※ ※ 7. 可動式防煙壁及び自動降下装置緩衝装置の製作・設置 ※ 7. 屋外マンホ－ルのRC造躯体、鋳鉄蓋の設置 ※ ※ ※ ※ ※

※ 8. 同上用連動制御器、感知器の製作・設置及び電気配管配線工事 ※ 8. 屋外マンホ－ルの化粧蓋の設置 ※ 7.
※

及び設置（S造を除く）9. 電動式排煙窓の開放装置の製作・設置及び二次側電気配管配線工事 ※ 9. 同上化粧蓋の仕上 ※

※ ※ ※ ※ ※ 10. 同上一次側電気配管配線工事 ※ 10. 浄化槽設備のRC造躯体、内外防水及び仕上げ ※ ※ 8. 機械室天井フックの製作及び設置（S造に限る） ※

２

設
備
機
器
類
取
付
下
地

※ ※ ※ ※ ※ ※ 11. 電動シャッタ－、自動ドアなどの制御盤及び二次側電気配管配線工事 ※ 11. 同上用マンホ－ル蓋及びタラップの設置 ※ 9. 機械室天井フックの製作（S造を除く） ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ 12. 同上一次側電気配管配線工事 ※ 12. FRP製浄化槽等の設置（RC造躯体は除く） ※ 10. 同上の設置 ※

13. 排水槽、浄化槽等の内外装置の設置 ※ 11. ※

※
14. 湧水槽、蓄熱槽等用液面電極取付け座の設置 ※ 12. 昇降路、ピット内の保守用コンセントの設置 ※

15. 同上用各種満減水警報、液面電極棒取付け ※ 13. 昇降機の制御盤及び二次側電気配管配線工事 ※1. 屋内、敷地内雨水排水工事（側溝等への放流を含む） ※

７

※ 排
水
工
事

16. 同上電気配管配線工事 ※ 14. 同上一次側電気配管配線工事 ※

３

躯
体
貫
通

※ 2. 敷地内汚水、雑排水工事 ※ 15. 昇降路内の換気設備の設置 ※

※ 3. 屋内汚水、雑排水工事 ※ ※ 16. 昇降路内の煙感知器の設置 ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ 4. 下水道本管への接続（汚水・雑排水（雨水を除く）） ※ 17. 昇降路内の換気設備及び煙感知器の電気配管配線工事 ※

※ 5. 玄関マット等の排水管 ※ 18. ※1.
１０ ※

及び油配管工事※ ※ ※ ※ ※ ※
電
気
設
備
等

19. ※

※ 2. 同上用防油堤RC造躯体及び仕上げ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ 1. 流し台、ガス台、戸棚及びフードの製作及び設置 ※ ※ 3. 自家発電設備用一次側給排水配管工事 ※

８

※ ※ ※ ※ ※ ※
便
所
・
浴
室
・
湯
沸
室
・
調
理
室
等

2. 同上給排水管及び排水金物の接続 ※ 4. 自家発電運転用給排気設備工事 ※

区分3. 同上フ－ドへのダクト接続 ※ 5. 機器類付属制御盤の設置及び二次側電気配管配線工事 ※ ※ ※ ※
分

類

建

築

別
途
工
事

4. 洗面化粧台の製作及び設置 ※ 6. 自動制御などの現場盤への電源接続 ※ 項 目

5. 同上給排水管接続 ※ 7. 設備用機器、付属制御盤への電源接続及び接地工事 ※

４
※

躯
体
以
外
の
貫
通
・
開
口

6. 同上陶製洗面器の設置（一体型を除く） ※ 1. カーテンレール、カーテンの設置 ※

１４

7. ユニットバス・ユニットシャワ－類の設置 ※
そ
の
他

2. ブラインドボックス、カーテンボックスの設置 ※

※
8. 同上給排水管接続 ※ 1. 一般換気扇（壁付型を含む）、全熱交換器の設置 ※ 3. 電動ロールスクリーン、電動カーテンの設置 ※

１１
※

※ ※ ※ ※ ※ ※ 9. 同上ダクト接続 ※
空
調
・
換
気
設
備
等

2. 同上用の取付枠の製作及び設置 ※ 4. 電動ロールスクリーン、電動カーテンのスイッチの設置 ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ 10. 同上一次側電気配管配線 ※ 3. 同上電気配管配線工事（スイッチ含む） ※ 5. ※

4. ユニットバスの換気扇の設置 ※ 6. 同上本体・スイッチとの結線 ※11. オストメイト対応トイレパック（既製品）

※
※

（汚物流し・シャワー・電気温水器・ライニング含む） 5. 同上一次側電気配管配線工事 ※ 7. 同上一次側電気配管配線工事 ※

12. 同上給排水管接続 ※ 6. 空調機器のスイッチの設置 ※ 8. 同上取付け用の開口及び補強 ※

※
13. 同上一次側電気配管配線 ※ 7. 同上二次側電気配管工事 ※ 9. ※

※ 14. 電気湯沸器、電気温水器、電磁ヒーターの設置 ※ 8. 同上二次側電気配線工事 ※ 10. ブラインドボックス等の電気配線用開口 ※

※
※ ※ ※ ※ ※ ※ 15. 同上一次側電気配管配線 ※ 9. 同上一次側電気配管配線工事 ※ 11. 消火器　　　（発電設備及び変電設備に必要な消火器は電気設備工事） ※

※ 16. 既製化粧鏡の設置 ※ 10. 防火（煙）ダンパーの製作及び設置 ※ 12. 　　　　　　　　　（発電設備及び変電設備分は電気設備工事）消火器ﾎﾞｯｸｽの設置
※

※

※ 17. 特注化粧鏡の設置 ※ 11. 同上一次側電気配管配線工事 ※

５
※

点
検
口
・
ガ
ラ
リ

※ 18. 大便器等水平区画の耐火区画の製作及び設置 ※
接続受

※ 19. 手すり ※ 1. 消火栓ボックスの設置 ※

１２

※ ※ 20. ベビーシート、ベビーチェアー、介助用ベッド ※
消
火
設
備
等

2. 同上起動押釦、表示灯、電話の設置及び電気配管配線工事 ※

※ 21. ペーパーホルダー ※ 3. ※

22. 洗濯機パン ※ 4. 同上一次側電気配管配線工事 ※

23. 同上給排水管接続 ※ 5. 排煙窓手動開放装置のリミットスイッチの設置 ※

24. 洗面器・衛生陶器の設置及び給排水管接続 ※ 6. 同上一次側電気配管配線工事 ※

※
7. ガス漏れ警報設備 ※

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ起動制御盤の設置及び二次側電気配管配線工事

自家発電設備用ｵｲﾙﾀﾝｸ、ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸの製作・設置

屋内の排水溝、配管ﾋﾟｯﾄ、配線ﾋﾟｯﾄの内外の防水及び仕上げ

軌条、中間ﾋﾞｰﾑ、ﾌﾞﾗｹｯﾄ等昇降路内の鋼製部材一式の製作

軌条、中間ﾋﾞｰﾑ、ﾌﾞﾗｹｯﾄ等昇降路内の鋼製部材一式の製作

ﾎｰﾙ押し釦、ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ、鋼索等の躯体開口の設置及び補強

遠方操作盤、警報監視盤及びｲﾝﾀｰﾎﾝの設置及び調整

昇降路外の遠方操作盤及び警報監視ｲﾝﾀｰﾎﾝ用電気配管配線工事

同上二次側電気配管配線工事（本体・ｽｲｯﾁとの結線を除く）

電動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ、電動ｶｰﾃﾝの取付け用下地補強

昇降路内ピットの防水、集水桝の製作及び設置

1. 建物内の機器類の基礎

2.

3. 建物外部の機器類の基礎

4.

5. 外灯基礎の製作及び設置

同上ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ、箱入れ、埋込み設置、架台の製作及び設置

同上ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ、箱入れ、埋込み設置、架台の製作及び設置

福 山 市 工 事 区 分 表

警報器のみ

建具付属の場合

自動制御設備のみ

電 気

ブ
ラ
イ
ン
ド

カー

テ
ン
・
　

備品

の場合

広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

2025年 3月
A-05

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

工事区分表



配置図　S=1/500

縮尺

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

1：500

付近見取り図

文

福山工高

文

文

国道２号線

至　岡山

至　広島

ＪＲ　福山駅

福山城

ふくやま美術館

文

霞小

福山市役所
◎

文

南小

文

旭小

鷹取中

芦田川

申請場所：福山市立光小学校

城南中

Ｎ

Ｓ Ｓ

残菜庫

2.80

2.80

14

建築面積

構 造

棟 名

棟 番 号

延べ面積 ３階

２階

１階

４階

ＲＣ

PH階

11 12 13

渡り廊下

0.00

60.00

ＲＣ

2 3 4 5 6 7 8 9 10

倉庫

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

南棟 屋内運動場 プール付属棟 プール機械室 倉庫 倉庫

ＲＣ Ｗ Ｗ Ｓ

50.45

593.82

593.82

31.00

31.00

31.00

14.00

14.00

14.00

屋外便所

16.00

16.00

16.00

31.00

31.00

31.00

31.00

31.00

31.00

7.00

7.00

7.00

890.82

779.40

36.78

渡り廊下

19.50

19.50

19.50

659.26

613.44

1,851.53

建築面積

構 造

棟 名

棟 番 号

延べ面積 ３階

２階

１階

４階

PH階

合計

危険物貯蔵庫 駐輪場

4.63

4.63

22.68

22.68

816.18

862.54

475.96

475.96

26.59

申請以外 合 計

50.45

593.82

630.60

475.96

77.04

1,069.78

1,493.14

申請建物

906.13

961.36 2,751.05

2,478.58

2,488.39
2,747.18 5,594.50

15

渡り廊下

22.10 1,789.69

1,572.45 +（9.81）
＝915.94

+（9.81）

1 15

北・中棟

渡り廊下

ＲＣＡＬ
ＡＬ

+（9.81）+（22.10）
＝993.27

+（9.81）+（22.10）
＝2,782.96

面 積 表

2.80合計 0.00 4.63 22.68
＝2,756.99 ＝5,604.31

2,847.32 +（9.81） +（9.81）

H1

H2

凡例

±**

最高の高さ

最高の軒の高さ

土地の高低

水勾配

　（単位：㎡）

図面No

設計

６，５００

Ｙ

Ｘ

法
第

4
2
条

第
1
項

第
1
号

の
道

路

貯蔵庫

①北・中棟

②南棟

③屋内運動場

⑤プール機械室

④プール付属棟

⑥屋外便所

⑦倉庫

⑧倉庫

⑨倉庫

遊具

グランド

遊具

遊具

遊具 遊具 遊具 遊具
遊具 遊具

遊具

道
路

境
界

線
（

5
7
.
0
0
ｍ

）

道路境界線

受水槽

昇降口

玄関

道
路

境
界

線
（

3
5
.
8
8
ｍ

）

プール

隣地境界線

隣地境界線

⑩渡り廊下

⑪
渡
り
廊
下

屋外階段

⑫危険物
⑬駐輪場

4
,
2
0
0

法第42条第1項第1号の道路

道
路

境
界

線
法

第
4
2
条

第
2
項

の
道

路

3,000

4,000

道
路

後
退

線

水
路

水
路

水
路

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

H1=16.545m
H2=15.720m

H1=12.500m
H2=11.600m

H2=2.900m
H1=3.180m

H2=2.900m
H1=3.000m

H2=2.400m
H1=2.500m

H2=2.400m
H1=2.500m

H2=2.900m
H1=3.180m

H2=1.900m
H1=2.000m

H
2
=3
.
4
00
m

H
1
=3
.
5
00
m

H1=9.890m
H2=7.500m

H1=3.500m
H2=3.400m

H1=3.500m
H2=3.300m

H1=3.550m
H2=3.450m

⑭残菜庫

H1=2.500m
H2=2.400m

植栽

既
存

ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

既存ﾌｪﾝｽ

既存ﾌｪﾝｽ

旧ひかり園
（福山市所有地）

成形鋼板仮囲いH=2,000

ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ仮囲いH=2,000

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ（H=2000）

4
,
0
0
0

成形鋼板仮囲いH=2,000

3,600

法第42条第2項の道路

防音ｼｰﾄ張り（単管足場H=5.5ｍ）

隣
地

境
界

線27,400

7
,
0
0
0

6,275

4
,
0
0
0

5,900

7,000

車両通行部は地均し復旧を行う。

②　大型車車両の出入り時には交通整理員または誘導員を配置する。

③　児童の移動が集中する時間帯（登下校時等）は重機・資材の搬入を避ける。

④　仮設計画書を事前に作成し、監督員の承諾を得ること。

仮設工事特記事項

①　工事車両出入口は原則として東側門(1箇所)のみとする。

工事用車両進入路

一般進入路（車両）

凡例

改修部分　給食棟・渡り廊下

防音シート　Ｈ＝5.5ｍ
仮囲い：成形鋼板・ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　Ｈ＝2.0ｍ

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　Ｗ＝4.0ｍ　Ｈ＝2.0ｍ

2025年 3月
A-06

RC雨水桝

1

2既設桝

1,400

5
,4

00

3,000

ＧＬ

泥溜

D10　＠200　縦横共

排水ﾊﾟｲﾌﾟ
VU125Φ

15
0

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えt=25

100 100

10
0 1
00

56
521
5

内径400角

雨水桝1､2詳細図　S=1/75

桝蓋：落し込み鎖付き（正方形桝用）

工事部分

（監督員及び学校管理者と協議のこと）

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事
工事名称

図面名称

付近見取図・配置図



土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150(防湿層敷き ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15) ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｔ＝10

C

Ｃ

モルタル金コテ磨き(一部下地共撤去)

凡　　　例

LGS

階

1

雑塗装
（家具を除く）

備　　　　考

木部 鉄部天井高 天井廻縁下地 下地仕　　　　　上

床

下地

巾　　　　木

仕　　　　　上

腰　壁　・　壁

仕　　　　　上 下地

天　　　　井

仕　　　　　上

Ｃ Ｃ Ｃ

LGS

（タイル面：下地モルタル共撤去､塗装面：既存塗装撤去、梁型共）

改修後

Ｃ Ｍ ビニール巾木　H=100 Ｃ LGS

Ｃ

Ｗ 畳敷き t=55

Ｃ Ｗ 木製 25x35

Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

LGS

LGS

Ｃ Ｃ

Ｃ LGSＰＢ

Ｃ

LGS

既存モルタル部：下地処理の上　100角タイル張り

既存モルタル部：下地処理の上　結露防止塗材塗り

LGS

LGS

Ｃ Ｃ Ｃ

内部仕上表

室　名

室　　　　名

（耐火被覆）

H=2000　以上

LGS

陶器質100角タイル張り撤去

Ｃ

化粧石膏ボード t=9.5 張り

LGS

ビニル巾木　H=100

新設土間コンクリート t=150 防湿層敷き（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ＝0.15）

モルタル 金コテ押えの上　厨房用防滑ビニル床シート t=2.0張り

エポキシ樹脂系ペースト防滑塗装仕上

撤去

塩ビ製廻縁

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 下地　結露防止塗材塗り

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 下地　結露防止塗材塗り

外部仕上表

（杉柾）底目地貼り

牛乳庫

パン庫

特　記

既存モルタル部：下地処理の上　ビニルクロス貼り

LGS ＰＢ t=12.5 の上　ビニルクロス貼り

A2：100％
A3： 71％

（既存接続部分）

Ｍ

Ｗ

Ｃ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下　防湿層敷き（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ＝0.15）２５角モザイクタイル

CH=3000

モルタル金コテ下地　カラクリート仕上げ

排水ピット：グレーチング、内部防水モルタル塗り

モルタル金コテ下地ビニール床シート貼りt=2.5（ノンスリップタイプ）

モルタル金コテ下地（防塵塗装） モルタル金コテ磨き 無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 Vｶｯﾄ突付下地ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）

モルタル金コテ下地　カラクリート仕上げ

排水ピット：グレーチング、内部防水モルタル塗り

モルタル下地100角陶器質タイル貼り　H=2000

モルタル金コテ磨き　VE塗り

LGS 石綿けい酸カルシウム板 t=6.0 下地特殊ロックウール化粧板t=12貼り

換気専用枠（ｻｯｼ組込）

モルタル金コテ下地（防塵塗装） Ｃ モルタル金コテ磨き モルタル金コテ磨き

LGS

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 Vｶｯﾄ突付下地ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）LGS CH=3300 塩ビ製廻縁

モルタル下地100角陶器質タイル貼り 無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 Vｶｯﾄ突付下地ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）LGS CH=2525

モルタル金コテ磨キ仕上げ

便所：ケイカル板ｔ＝6　パーライト吹付（浴室用）

CH=2640

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 EP-G 2回塗り

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）

CH=2690

CH=2525

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0　 EP-G　2回塗り

（300X600）

ステンレス貼り　t=0.8張り（ﾎﾞﾝﾄﾞ貼り）

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計 図面名称

工事名称

縮尺

図面No

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

LGS

LGS

2025年  3月
A-07

＊処理を行うアスベスト含有成形板の検査未調査の為、アスベストの有無未定

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

モルタル下地陶器質100角タイル張り　H=3400（下地共全て撤去）

梁型：軽鉄下地（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=4下地ｽﾃﾝﾚｽt=1.0一部ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt=4　SOP（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

陶器質100角タイル張り （下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去） （下地共全て撤去） （下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去） （下地共全て撤去）

化粧石膏ボード t=9.5張り

一部ブナ化粧プライフローリング貼りt=15

モルタルコテ磨き（ステンレス目地棒６Ｘ６）モルタル下地　磁器25角モザイクタイル張り

（下地共全て撤去） 畳寄せ

ビニール巾木　H=100 （下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ仕上　EP(A)塗り一部100角タイル張り　H=1000

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ仕上　EP(A)塗り一部100角タイル張り　H=1000 CH=2290

ﾛｯｶｰ　H=1850（6人分）、換気扇用枠（ｻｯｼ組込）

室名札、下足箱 ・天井点検口(1ケ所）

モルタル金コテ磨き　EP(A)ｰ2塗り、一部軽鉄下地ｹｲ酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6　

*）室名札：アクリル製（300X60程度）

床下点検口（ｽﾃﾝﾚｽ600×600　1ｹ所）　ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ

食
品
保
管
庫

造り付棚（木製）、脚立（ｱﾙﾐ製）H=1200、ｽﾃﾝﾚｽ換気扇枠

床下点検口（ｽﾃﾝﾚｽ）600×600（1ｹ所）、ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ

休養室

事務室
改修前

改修後事務・休養室

前室

厨
房

ホー

ル

前
室

事
務
・
休
憩
室

改
修
後

改
修
前

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
後

改
修
前

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

下
洗
場

検
収
室

改
修
前

改
修
後

改
修
後

便所

便所前室

下洗場

リフトホール 改修後

改修前

ｱﾙﾐ水切
ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ(320×620)ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付

排水ﾋﾟｯﾄ　集水桝
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(ｽﾃﾝﾚｽ網ｶｺﾞ390×390)

ｽﾃﾝﾚｽ床見切
回転釜下部ﾋﾟｯﾄ　ﾌﾗｲﾔｰ下部ﾋﾟｯﾄ
返却ｶｳﾝﾀｰ　缶取出し口付食品ｶｳﾝﾀｰ
ｶﾞﾗﾘ、ﾌｨﾙﾀｰ
天井点検口 : 3ヶ所

排水桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(ｽﾃﾝﾚｽ網ｶｺﾞ390×390) ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ(320×620)

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付、ｱﾙﾐ水切、服掛:桧100×140L=1500、ﾌｯｸ6ヶ所

天井点検口 : 2ヶ所

受渡しﾊｯﾁ　返却ｶｳﾝﾀｰ

設備 : 食器消毒保管庫(1830×950×1800)

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ : 2ヶ所

排水ﾋﾟｯﾄ、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋付、ｽﾃﾝﾚｽｶｳﾝﾀｰ、ﾌｰﾄﾞ

換気扇枠、ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ(ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付)、平面黒板

上部物干しﾊﾞｰ(L=2500)　ｶｰﾃﾝ

リ
フ
ト
ホー

ル

便
所

改
修
前

改
修
後

改
修
前

ﾊﾟﾝ庫棚：ｽﾃﾝﾚｽ４段

室名札

ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝH=2000（ﾚｰﾙ共）

ﾀﾅ(桧)2段t=25　SOP

下足入れ(外部出入口) : 1002×348×890(ｺｸﾖSX-D44F1同等品)

天井点検口 : 3ヶ所

床下点検口(既存使用) : ｽﾃﾝﾚｽ600×600　2ヶ所　ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ

天井点検口(6ヶ所）

服掛：桧100×140L=1500　ﾌｯｸ6ヶ所　黒板(ｱﾙﾐ枠9900×900)

下足入れ : 1002×348×890(ｺｸﾖSX-D44F1同等品)
エプロン掛 5人用 : 2ヶ所

天井点検口 : 1ヶ所

造り付棚（木製）、脚立（ｱﾙﾐ製）H=1200、ｽﾃﾝﾚｽ換気扇枠

床下点検口（ｽﾃﾝﾚｽ）600X600（1ヶ所）、ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ

ｴﾌﾟﾛﾝ掛 5人用 : 2ヶ所
ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ : 7ヶ所
ｽﾃﾝﾚｽ地流し

天井点検 : 2ヶ所
ｽﾃﾝﾚｽ地流し

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ : 7ヶ所
ｴﾌﾟﾛﾝ掛 5人用 : 1ヶ所
ｴﾌﾟﾛﾝ掛 3人用 : 1ヶ所

排水桝(小ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)200×200×200

【便所前室】ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ : 2ヶ所

【便所】木製面台　棚板（集成材）CL塗り

手洗面台 : 1ヶ所

床下点検口(既存使用) : ｽﾃﾝﾚｽ600×600　1ヶ所 ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ
天井点検口 : 2ヶ所　手洗面台 : 1ヶ所

ｽﾁｰﾙ製ﾛｯｶｰ : 4人用(ｺｸﾖLK-4F1同等品) : 2個
　　　　　　 2人用(ｺｸﾖLK-2F1同等品) : 1個

手洗面台 : 1ヶ所

手洗面台 : 3ヶ所

缶取出し口付食品ｶｳﾝﾀｰ

天井点検口 : 1ヶ所

床下点検口(既存使用) : ｽﾃﾝﾚｽ600×600　1ｹ所　ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ

中量ﾗｯｸ

　1850×600(ｺｸﾖMM-AW08625F1N同等品) : 2ヶ所

　1850×870(ｺｸﾖMM-AW08635F1N同等品) : 1ヶ所

　 950×600(ｺｸﾖMM-A08325F1N同等品)  : 1ヶ所

手洗面台 : 1ヶ所

天井点検口 : 1ヶ所

排水桝(小ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)200×20×200
3槽ｼﾝｸ面台(再利用)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ900×600(ｺｸﾖBB-H823WN同等品) : 1個

室名札 : 3ヶ所(前室、食品保管庫、下洗い場)

室名札 : 2ヶ所(事務室、検収室）

室名札 : 3ヶ所(受渡し口、事務室、返却ｶｳﾝﾀｰ)

C

CB コンクリートブロック下地

コンクリート下地 W

PB プラスタ－ボ－ド下地

木造下地 AB

M モルタル下地

吸音板下地 OS

OP 油性調合ペイント

オイルステン VP

AP(AE) アクリル系エナメルペイント

ビニ－ル系ペイント LGS

KB

合成樹脂調合ペイント塗SOPアクリル系エマルジョンペイント

クリアラッカ－CL

EP(AEP)軽量鉄骨下地

ケイカル板下地

LGS

CB

CM

LGS

畳寄せ

PB t=12.5 の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木張り　H=100

下地処理の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木張り　H=100 既存ﾓﾙﾀﾙ部：下地処理の上　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設壁部：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

PB t=12.5 の上　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

LGS 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 張り

面台部分：耐水PB t=12.5 の上　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

C 事務室：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えの上　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.5張り

休憩室:畳敷き t=55、板ﾀﾀﾐ部 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張りW

厨房

食品保管庫

検収室

シャワー室 改修前

改修後

改修後

改修前食品庫

改修後

改修前下洗場

改修後

改修前食品庫

改修前

改修後

改修前

ホール

改修後

改修前厨房

C 既設ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上　厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0張り M

ｹｲｶﾙ板t=6.0 の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木張り　H=100

下地処理の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木張り　H=100

LGS 新設壁：耐水PB t=12.5 無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0の上 EP-G 2回塗り

C 既存ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理の上　EP-G 2回塗り

C

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下　防湿層敷き（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ＝0.15）

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げC

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｔ＝10

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げC C

耐水PB t=12.5+ｹｲｶﾙ板 t=6.0 の上　陶器質100角タイル貼り

CB

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ張り　H=1600

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ張り　H=1600

C

既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　結露防止塗材塗りC

既存打放し面下地処理の上　結露防止塗材塗り

LGS 無石綿硅酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0貼りの上　結露防止塗材塗り（RA種） CH=2900

CH=3400

CH=2640

CH=2640

CH=2690

CH=3300

CH=3300

CH=2900

CH=2,640

CH=2600 塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

木製 25x35撤去

塩ビ製廻縁 撤去

有孔化粧石膏ボード t=9.5貼り　455X910クラフト紙裏貼り

（下地共全て撤去）
受渡しﾊｯﾁ、室名札、返却ｶｳﾝﾀｰ

床下点検口（ｽﾃﾝﾚｽ600×600　2ヶ所）　ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ

C

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｔ＝10

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下　防湿層敷き（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑｔ＝0.15）

C ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上

LGS 耐水PB t=12.5 無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0の上 EP-G 2回塗り

C

C

既存ﾓﾙﾀﾙ部：下地処理の上　結露防止塗材塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上　陶器質100角ﾀｲﾙ張り　H=1600

（一部下地共撤去）

Ｃ （下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

C 既設ﾓﾙﾀﾙ下地処理上　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.5張り M 下地処理の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100張り

C ﾓﾙﾀﾙｺﾃ仕上　ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100張り C 既存ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理の上　EP-G 2回塗り

新設壁：PBｔ＝12.5無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ＝6　EP-G 2回塗り LGS 化粧石膏ボード t=9.5 張り

既設ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

C 既存ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理の上EP-G2回塗りﾓﾙﾀﾙｺﾃ仕上　ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100張り 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5貼り　455X910 ｸﾗﾌﾄ紙裏貼りｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t=100 塩ビ製廻縁CH=2640

新設壁：PBt=12.5無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑt=6　EPｰG2回塗り

モルタル金コテ下地　ステンレス　t=1.0(ﾎﾞﾝﾄﾞ貼り)(下地共全て撤去)

C ﾓﾙﾀﾙ 金ｺﾃ押えの上　厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0張り 下地処理の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100M

LGS PB t=12.5 の上　ﾋﾞﾆﾙ巾木張り　H=100 LGS

C 既存ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理の上　EP-G 2回塗り

新設壁：PBｔ＝12.5無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ＝6　EP-G 2回塗り

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

既設土間:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えの上 無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

C ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上

C

耐水PB t=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 の上　100角タイル張り

耐水PB t=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 の上　結露防止塗材塗り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K　t=100 （増築部天井裏）

ﾀﾃ樋：ｶﾗーVP75Φ(掴み金物SUS@1100)

C 水洗い洗浄、既存犬走り撤去

C ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え 四半ｺﾃ目地切り

C ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え ｺﾃ目地切り

C

C 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ　ﾓﾙﾀﾙ塗り

建物接続部分：表面ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ ・高圧洗浄

劣化防止処理(金ｺﾃ塗り)

C 水洗い洗浄

S

S

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60　外装薄塗材E吹付

柱：100×100×3.2　DP塗り

C 水洗い洗浄 C 水洗い洗浄

軒樋：ｶﾗｰ塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂製(前高130)

タテ樋：ＶＰ50Φカラー（掴み金物：ステンレス＠1100）

軒樋：カラー塩化ビニール樹脂製 （前高130）

樋（増築部）屋　　　　根軒・軒裏壁巾　　　　木床（犬走り）

既存部

増築部 （既存ポーチ撤去） 母屋C-1000*50*20*2.3 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ＋ 耐火野地板18ｔ

溶融合金メッキ鋼板0.4ｍｍ 瓦棒葺き

屋根：ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ(山高88) ｶﾗｰ鋼板t=0.6渡り廊下

仕上表

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市建設局建築部営繕課



福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

1：1252025年 3月

S

堅樋

Ｎ

Ｃ

Ａ

ＢＤ 展開方向

A-08

A2：100％

A3： 71％

30°

60°

PBt=12.5張り

1
,
2
0
0

LGS65
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LGS65

1
,
2
0
0

2,
17
5

4,455 1
,
4
2
0

1,
95
0

1
,
1
6
5 10,640 1
,
1
6
5

雨除け屋根

Ｎ

Ｃ

Ａ

ＢＤ 展開方向

PBt=12.5張り

仮設間仕切

8
4
0

新設

8,
10

0
3,
8
90

G

H

4

5

840 795

K

15 19Q

RU

C

T

7

8

B

17 L O 16 18
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E
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N

10
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S
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D

3 1

手洗

ﾛｯｶｰ
4人用

20

315 315

540 550 795
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0

720

400

1,125

34

90

2,800

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ
5か所

WV

9 6
手洗

2

X2

140

ｱﾙﾐ製付庇
上部

ｴﾌﾟﾛﾝ掛け
(3人用)

14
0

16
5

2,
80

0

2
,6

3
5

(5人用)
ｴﾌﾟﾛﾝ掛け

ｽﾃﾝﾚｽ流し

手洗

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ
7か所

床排水桝
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ﾛｯｶｰ
4人用

90

2人用
ﾛｯｶｰ

上部:物干しﾊﾞｰ(L=2500)

1,
30

0

2
,3

00

300

下部ｽﾘｯﾊﾟ入れ

手洗
2か所

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ

手洗

2,0291,650

既設床下点検口
600X600

50

1,881

600X600
既設床下点検口 既設床下点検口

600X600

24
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4
50

片面扉
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ｽﾃﾝﾚｽ流し
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(5人用)
ｴﾌﾟﾛﾝ掛け

既設床下点検口
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ｴﾌﾟﾛﾝ掛け
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3,310
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仮設間仕切

斜線部:増築9.81㎡

3,500

検収室

下洗場

厨房

ホール 休憩室事務室

リフトホール

渡り廊下（新設）

倉庫

7,425 215

4,400 3,0004,640

4 5 6 7 8 9 10
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B

A

A'

2
,5
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壁
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6
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受渡しハッチ
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0
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22 32
40 39 38 37 9 44 6
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45 30 16 17

3541197

23242526

31

14
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12
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36
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13

床下点検口

排水ピット

排水ピット

床下点検口床下点検口 床下点検口

シ
ャ
ッ

タ
ー

EXP･J

4,400

2

食品庫

下洗場

厨房

事務室

ｼｬﾜｰ室

倉庫

家庭科準備室

廊下 廊下

渡り廊下

雨除け屋根

ﾊﾟﾝ庫

牛乳庫

休憩室

便所

ホール

平面図(改修前)　S=1/125 平面図(改修後)　S=1/125

リフト

4 5 6 7 8 9 10

C

B

A

A'

食品保管庫

福山市建設局建築部営繕課

い

い

くき

き
か

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

平面図（改修前・改修後）



ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ撤去

北棟 中棟北棟中棟

1
0
0

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

1：200

設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A2：100％

A3： 71％

ﾘﾌﾄﾎｰﾙ

2025年 3月

400

A-09

工事範囲を示す

ﾙｰﾌﾃﾞｯｷH=88撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇撤去

工事範囲を示す

工事範囲を示す

工事範囲を示す

工事範囲を示す 工事範囲を示す
ｱﾙﾐ建具撤去

東面立面図（改修前）　　１：２００ 西面立面図（改修前）　　１：２００

工事範囲を示す

工事範囲を示す

北面立面図（改修前）　　１：２００

ﾙｰﾌﾃﾞｯｷH=88撤去

中段屋根ｽﾗﾌﾞ撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

南面立面図（改修前）　　１：２００

中段屋根ｽﾗﾌﾞ撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去

給気口撤去(建築工事)

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁撤去

給気口撤去

※工事範囲の壁については全面水洗いとする

※工事範囲の壁については全面水洗いとする

※工事範囲の壁については全面水洗いとする※工事範囲の壁については全面水洗いとする

ｱﾙﾐ建具撤去

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

立面図（改修前）



CBt=120＋ﾓﾙﾀﾙ塗り
外壁薄塗材E吹付新設

北棟

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

1：200

設計 図面名称

工事名称

縮尺

図面No

2025年 3月

南面立面図（改修後）　　１：１００

東面立面図（改修後）　　１：１００

工事範囲を示す

屋根：真木無し瓦棒葺
下地ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ940＋耐火野地板t=18

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ新設

ｱﾙﾐ建具新設

CBt=120＋ﾓﾙﾀﾙ塗り
外壁薄塗材E吹付新設

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げﾓﾙﾀﾙ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ新設

増築部外壁：押出ｾﾒﾝﾄ板t=60
外壁薄塗材E吹付

屋根板：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板、軒樋・ﾀﾃ樋付
ｱﾙﾐ製付庇：D1185xW2730ﾀｲﾌﾟ

工事範囲を示す

工事範囲を示す

ｱﾙﾐ建具新設

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ新設

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げﾓﾙﾀﾙ塗り

増築部外壁：押出ｾﾒﾝﾄ板t=60
外壁薄塗材E吹付

屋根板：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板、軒樋・ﾀﾃ樋付
ｱﾙﾐ製付庇：D1185xW2730ﾀｲﾌﾟ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ新設

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（防水ﾀｲﾌﾟ）t=15　2重張り
透湿防水ｼｰﾄ
通気胴縁t=15
外装材：ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ横張りt=16（同等品）

外壁１時間耐火構造(断熱材なし)FP060NE-0251-1(1） 中棟
工事範囲を示す工事範囲を示す

中棟

A-10

A2：100％

A3： 71％

1
00

6
0
0

1,
9
0
0

40

　西面立面図（改修後）　　１：１００

工事範囲を示す

柱：DP塗り竪樋：ｶﾗｰVP75φ

軒樋：ｶﾗｰ塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂製(前高130)

屋根：ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ(山高88)ｶﾗｰ鋼板t=0.6

工事範囲を示す

工事範囲を示す

ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具新設

給気ｶﾞﾗﾘ620*320新設

北面立面図（改修後）　　１：１００

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ新設

北棟

水勾配

屋根：ルーフデッキ(山高88) カラー鋼板t=0.6

渡り廊下

竪樋：ｶﾗｰVP75φ

軒樋：ｶﾗｰ塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂製(前高130)

床：コンクリート金こて押え こて目地切り

柱、梁：DP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾁ新設

リフトホール

CBt=120＋ﾓﾙﾀﾙ塗り
外壁薄塗材E吹付新設

福山市建設局建築部営繕課

室名札(事務室)

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

立面図（改修後）
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壁

下洗場

リフトホール

リフト

受渡しハッチ
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0
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2
,
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7
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5
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5
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渡り廊下

牛乳庫

ﾊﾟﾝ庫

ホール

受渡しハッチ

厨房

事務室

ｼｬﾜｰ室 便所

休憩室

食品庫

下洗場

廊下
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,
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0

A'
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震
壁

リフト

4,400 785

倉庫

天井伏図(改修前)S=1/100

天井伏図(改修後)　S=1/100

検収室

記号 仕　　上

ＬＧＳ下地　化粧石膏ボード　t=9.5貼り

ＬＧＳ下地　無石綿珪酸カルシュウム板　t=6.0貼りの上　ステンレス板張り

ＬＧＳ下地　無石綿珪酸カルシュウム板　t=6.0貼りの上　EP-G2回塗り

ＬＧＳ下地　無石綿珪酸カルシュウム板　t=6.0貼りの上　結露防止塗材塗り

既存のまま 水洗い洗浄

記号

Ａ

仕　　上

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

１

２

３

４

５

モルタル下地　１００角磁器タイル貼り

ＬＧＳ下地　石綿珪酸カルシュウム板t=6.0、Ｖｶｯﾄ突付ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）

ＬＧＳ下地　石綿珪酸カルシュウム板t=6.0下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12、300X600

ﾓﾙﾀﾙ金コテ磨き　EP-A

木下地ラワンベニヤＴ２　ｔ＝４　ＳＯＰ

モルタル金コテ押さえ　ステンレスt=0.8　ボンド貼り

モルタル刷毛引きパーライトt=6吹付

モルタル刷毛引き仕上げ

モルタル金コテ磨き仕上げ

コンクリート打放し補修　アクリルリシン吹付

モルタル刷毛引きアクリルリシン噴付

モルタル金コテ磨き　ＭＰ吹付

天井点検口（450x450）　アルミ既製品ウラ当板ラワンベニヤＴ２　t=5.5貼り

カーテンＢＯＸ　ＳＯＰ塗装

天井点検口（450x450）　アルミ既製品ウラ当板ラワンベニヤＴ２　t=5.5貼り

Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ
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Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＬＬ

Ｍ

Ｎ

1,000

600

1
,
3
0
0

1,2001,200

ＬＧＳ下地　化粧石膏ボードｔ＝９．５、455X910

１ １ １

１ １

２ ２ ２

２
２ ２

２

３

３

４

５

５

５５

ｱﾙﾐ製付庇

６

７
ＬＧＳ下地　無石綿珪酸カルシュウム板　t=6.0貼りの上　結露防止塗材塗り　

ＬＧＳ下地　化粧石膏ボード　t=9.5貼り　天井裏：グラスウール24Ｋ　t=100

天井裏：グラスウール24Ｋ　t=100
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藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

1：100

設計 図面名称

工事名称

縮尺

図面No

A2：100％

A3： 71％

950×300 950×300 950×300 950×300 950×300 950×300

450×300 450×300 450×300

400×300

315角

315角

180角

550×300
200角

200角

便所

X2X1

Y2

Y1

（＊取付位置は現場協議に依る）

雨除け屋根（アルミ製） 雨除け屋根（アルミ製）

2025年 3月

斜線部分、下がり天井を示す　CH=2500

A-11

Ａ’

ＬＧＳ下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り

ＬＧＳ下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（下地共全て撤去）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（全面水洗い）

（全面水洗い）

（既存のまま）

（全て撤去）

（全て撤去）

’

（既存のまま）

天井点検口（アルミ製450角）　１５ヶ所

950×300

550×300

その他開口補強　6ケ所を示す

450×300

200角

315角

180角

その他開口補強　3ケ所を示す

400×300

その他開口補強　1ケ所を示す

その他開口補強　1ケ所を示す

その他開口補強　1ケ所を示す

その他開口補強　2ケ所を示す

その他開口補強　1ケ所を示す

＊　天井裏断熱材グラスウール２４Ｋ　t=100の設置場所を示す

食品保管庫

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

天井伏図（改修前・改修後）
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藤　岡　建　築　設　計　室
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設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

22

5

1

3

4

2

5

6

7
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9

10
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16

17
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21

22
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26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

40

39

41

42

43

44

設置場所No. 品 名 規 格
廃 棄 再利用(他校) 再利用(自校)

改修後の処理

光小学校給食室の厨房機器等一覧 2025.1.20

中西製作所 MCWK-40-e 下洗場

洗浄ｺｰﾅｰ

○

○

厨 房

食器消毒保管庫(20かご用)

食器消毒保管庫(40かご用)

保 管 庫 ○ホール

牛乳用保冷庫 ﾘﾌﾄﾎｰﾙ福島工業 EMT-149RA3W

厨 房真空冷却機

○

○

○冷凍冷蔵庫 洗浄ｺｰﾅｰ

裁断機作業台

ﾎｼｻﾞｷ HR-75LZ 洗浄ｺｰﾅｰ冷 蔵 庫

厨 房VC-4 三相200V野菜裁断機 ○

900×750×800mm 洗浄ｺｰﾅｰ

900×750×800mm

900×750×800mm

洗浄ｺｰﾅｰ

洗浄ｺｰﾅｰ

下洗場３ 槽 水 槽

○

○

○

○

○

○

○

1200×750×800mm 厨 房 ○

○

1200×750×800mm

厨 房

厨 房

○

○

調理室 ○

下洗場 ○

家庭用冷蔵庫 休憩室 ○

休憩室8㎏洗 濯 機 ○

○140L

140L

140L

140L

190L

2400×800×800mm

回 転 釜

回 転 釜

回 転 釜

回 転 釜

3 槽 水 槽

厨 房

厨 房

厨 房

厨 房

厨 房

洗浄ｺｰﾅｰ

○

○

○

○

○

○

回転釜(油釜)

洗浄機受け台 710×650×670～750㎜

1500×750×800mm

食器洗浄機

2 槽 水 槽 厨 房

洗浄ｺｰﾅｰ

○

○

○

洗浄ｺｰﾅｰ

調 理 台 1200×750×800mm 厨 房 ○

業務用ｶﾞｽｺﾝﾛ ○

ﾊﾟｽｽﾙｰ食器消毒保管庫 洗浄ｺｰﾅｰ ○

ﾉｰﾘﾂ CQ-C 5022WZ 屋外 ○給 湯 器

球根皮むき機 下洗場

ﾘﾌﾄﾎｰﾙﾎｼｻﾞｷ HRF-120SFT100Ⅴ冷凍冷蔵庫

MRC-S2C 5升×2段式

MRC-S2C 5升×2段式

MRC-S2C 5升×2段式

MRC-S2C 5升×2段式

㈱ｺﾒｯﾄｶﾄｳ CRAZ-150N

厨 房

厨 房

厨 房

厨 房

下洗場

2段 炊 飯 器

2段 炊 飯 器

2段 炊 飯 器

3段 炊 飯 器

パンラック

○

○

○

○

○

コ ン テ ナ ○

○

ホール

ホール保管庫(２段)

厨 房洗 米 機 ○

調理室調理台（低） ○45

１槽水槽(移動式)ドライ仕様

1槽水槽(移動式)ドライ仕様

1槽水槽(移動式)ドライ仕様

2400×750×800mm

調理台(移動式)ﾄﾞﾗｲ仕様

移動式作業台　ドライ仕様

1200×750×800mm

 900×600×800mm

移動式作業台　ドライ仕様

移動式作業台　ドライ仕様

移動ラック　４段

移動ラック　３段

 900×750×1500mm

1200×440×1500mm

 760×740×1820mm

540×530×1830mm

1500×800×1800mm

1430×1150×1660mm

1200×800×1910mm

400×600×990mm

○（取外し山手幼に運搬まで）

○（取外し西小に運搬まで）

B

A

C

6 7 8 9 105
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7
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5
0
0

倉庫

廊下

渡り廊下

ﾊﾟﾝ庫

牛乳庫

リフト

受渡しハッチ

厨房

ｼｬﾜｰ室 便所

食品庫

S

5

3,000

廊下

家庭科準備室

休憩室

事務室

ホール

4
00

堅樋

下洗場
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22 32
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9 44 6
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45 30 16 17

35
41197

23242526

31

14

28

29

11

12

5
21 20

8

4

36

3 1 43
42

27

2

33

13

床下点検口

排水ピット

排水ピット

床下点検口

床下点検口 床下点検口

シ
ャ
ッ

タ
ー

EXP･J

A2：100％

A3： 71％

2025年 3月

雨除け屋根

Ａ Ａ

A-12

厨房機器平面図(改修前)　S=1/70

厨 房

厨 房

厨 房

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

厨房機器平面図・機器リスト（改修前）
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藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No
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N
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I

P A A A K
14

10

SJM

D

13

下洗場

倉庫

厨房

検収室

返却ｶｳﾝﾀｰ

受渡しハッチ

ﾛｯｶｰ

廊下

ﾛｯｶｰ事務室ホール 休憩室

ﾛｯｶｰ便所

渡り廊下

4

片面扉

下部ｽﾘｯﾊﾟ入れ

ｽﾃﾝﾚｽ流し

G

H

2

20

リフト

リフトホール

耐
震

壁

ｽﾃﾝﾚｽ流し

床排水桝

ｽﾃﾝﾚｽ流し 上部

ｱﾙﾐ製付庇

EX
P．

J

C

前室

厨房機器平面図（改修後）　1：100

床排水桝

片面扉

21

20 760*740*1820H家庭用冷蔵庫 再利用

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

既存備品リスト（改修後）

1800*900*1800H

540*530*1830H

1500*800*1800H

1500*900*1970H

1430*1150*1660H

1200*800*1910H

860*655*990H

800*750*1900H

900*750*800H

900*750*800H

900*750*800H

2400*750*800H

1200*750*800H

900*600*800H

1200*750*800H

1200*750*800H

900*750*1500H

1200*440*1500H

食器消毒保管庫(40ｶｺﾞ用)

食器消毒保管庫(20ｶｺﾞ用)

保管庫

牛乳用保冷庫

真空冷却器

冷凍冷蔵庫

野菜裁断機

裁断機作業台

冷蔵庫

1層式水槽(移動式)ﾄﾞﾗｲ仕様

1層式水槽(移動式)ﾄﾞﾗｲ仕様

1層式水槽(移動式)ﾄﾞﾗｲ仕様

3層水槽

調理台(移動式)ﾄﾞﾗｲ仕様

移動式作業台　ﾄﾞﾗｲ仕様

移動式作業台　ﾄﾞﾗｲ仕様

移動式作業台　ﾄﾞﾗｲ仕様

移動ﾗｯｸ　4段

移動ﾗｯｸ

品 名 寸 法 撤去･再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

No.

再利用21 洗濯機 8㎏

新設厨房機器リスト（改修後）

フー

ド

パススルー食器消毒保管庫

ガス回転釜フライヤー

A

B

ガス回転釜

C パススルー冷凍冷蔵庫

D

E パススルー食器消毒保管庫

F 保管庫

保管庫G

H 食器消毒保管庫

No. 品　　　　名

服部工業　GHSL-190FUH1 容量190L　ドライ仕様　都市ガス用　外装：SUS430　蓋：430　内釜：鋳鉄（金気止め）　給水給湯カラン付

服部工業 GHSFEⅡ-190FUH1 容量190L　ドライ仕様　都市ガス用　外装：SUS430　蓋：430　内釜：鋳鉄（金気止め）　給水給湯カラン付　密閉型蓋開閉装置

ﾌｸｼﾏ　GPD-121PM

ﾎｼｻﾞｷ HRF-120CA-4D4D-CG

外装SUS430　内装SUS304（棚）　中扉：4段　自在中棚　平棚　扉：観音開き　脚部：H＝200㎜

外装SUS430　内装SUS304（棚）　中扉：4段　自在中棚　平棚　扉：観音開き　脚部：H＝200㎜

中西製作所　MCW-40-e

ﾎｼｻﾞｷ　HSB-40DPB3

参　考　品　番

1800800

1200

1300

840

1830

950

1800

1900

1500 1800800

3

1

1

1

1

1

1 1500

1 1800

1 2050

数 W D H

台 寸  法（mm）

単相100V 単相200V 三相200V

電　気 (60Hz,kW)
備        考規格・仕様

1950

30かご用　両面扉　電源：三相200V　ﾋｰﾀｰ9.0kW＋ﾌﾞﾛﾜ0.75kW
9.75

12.8

12.8
40かご用　片面扉　電源：三相200V　ﾋｰﾀｰ6.0kW×2　ﾌﾞﾛﾜ0.4kW×2

蓋中折れ式　圧電点火装置　電気式温度調節装置　温度安全装置　立消安全装置　ガス消費量46.5kW程度　電源：単相100V20W

密閉型蓋開閉装置　蓋中折れ式　中心排水ドロー　圧電点火装置　立消安全装置　火力調整機能　立消安全装置　ガス消費量46.5kW程度

40かご用　両面扉　電源：三相200V　ﾋｰﾀｰ6.0kW×2＋ﾌﾞﾛﾜ0.4kW×2

1830

備考：残菜がﾎﾟﾝﾌﾟやﾉｽﾞﾙに詰まらない方式で本体が簡単に清掃できる物　ﾌﾞﾗｼ2個（碗用1、皿用1）付

電源：三相200V-1.8kW　洗浄：強化磁気食器　食器籠230H程度　食缶300Hが洗浄可能な物　処理能力：3000～6000枚/h（直径150mmの食器）

滑り板：食器噛こみ自動停止装置付　食器押え装置(ｺﾝﾍﾞｱは取外し型でも可)　すすぎ本体内組込式（給湯・給水最終仕上げ）

ﾌﾞﾗｼ槽付　加熱装置無し　ｺﾝﾍﾞｱ有効幅600㎜以内　ｽﾋﾟｰﾄﾞ調整装置付(無段変速)　表示部：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示食器洗浄機I

食器洗浄機受け台J 福山市仕様 ﾄﾞﾗｲ仕様　材質：SUS304　水槽深さは80㎜とし、水槽内部(食器洗浄機側除く)3面に緩衝材を張り付ける。

水槽は洗浄機出口側に簡易固定可能とし、固定部は本体出口板の下部になること。

水槽内にｽﾉｺ状のﾚｰﾙ(ｽﾃﾝﾚｽ棒直径10～13㎜間隔40㎜)を洗浄機側で水槽上部より10㎜下りで下る勾配を設ける。

ｶﾊﾞｰ取付後のﾚｰﾙ直径は15㎜以内　脚部：ｱﾝｸﾞﾙ、ｱｼﾞｬｽﾀｰ付で80㎜の調整可能　排水部：ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ2000mm付

球根皮むぎ器K

L 1槽式水槽

1槽式水槽M

1槽式水槽N

2槽式水槽O

P 3槽式水槽

移動式作業台Q

移動式作業台

移動式作業台

R

S

T

U

V

W

移動ラック

パンラック

コンロ台

ｱｲﾎｰ　P-48D ﾄﾞﾗｲ仕様　能力:260kg/h　水槽･ｷｬｽﾀｰ付　電源：三相200V-0.4kW(12A)　排水50A

移動式　ﾄﾞﾗｲ仕様　水槽深さ300㎜　残菜籠(SUS)付大型排水栓(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ排水付)　ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ38φ1500㎜付

材質：SUS304　槽部：1.2ｔ以上　化粧板:0.8ｔ　脚部:ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　厚さ1.2ｔ ｷｬｽﾀｰ径100㎜(ｳﾚﾀﾝ仕様)　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付

材質：SUS304　槽部：1.2ｔ以上　化粧板:0.8ｔ　脚部:ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　厚さ1.2ｔ ｷｬｽﾀｰ径100㎜(ｳﾚﾀﾝ仕様)　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付

移動式　ﾄﾞﾗｲ仕様　水槽深さ300㎜　残菜籠(SUS)付大型排水栓(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ排水付)　ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ38φ1500㎜付

材質：SUS304　槽部：1.2ｔ以上　化粧板:0.8ｔ　脚部:ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　厚さ1.2ｔ ｷｬｽﾀｰ径100㎜(ｳﾚﾀﾝ仕様)　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付

移動式　ﾄﾞﾗｲ仕様　水槽深さ300㎜　残菜籠(SUS)付大型排水栓(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ排水付)　ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ38φ1500㎜付

ﾄﾞﾗｲ仕様　ｶﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ200H　水槽深さ300㎜　残菜籠(SUS)付大型排水栓(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ排水付)　ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ38φ1000㎜付

材質：SUS304　槽部：1.2ｔ以上　化粧板：0.8ｔ　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　厚さ1.2ｔ

材質：SUS304　槽部：1.2ｔ以上　化粧板：0.8ｔ　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　厚さ1.2ｔ

ﾄﾞﾗｲ仕様　ｶﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ200H　水槽深さ300㎜　残菜籠(SUS)付大型排水栓(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ排水付)　ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ38φ1000㎜付

ﾗｯｸ3段（1段目の高さ450㎜）　3段ともｽﾉｺ形状　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ(SUS304)　ｷｬｽﾀｰ径100㎜(ｳﾚﾀﾝ仕様)　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付

ﾗｯｸ4段　4段ともｽﾉｺ形状　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ(SUS304)　38φ

TIC－2.5CP ﾋｰﾀｰ：1口　電源：単相200V　消費電力：2.5KＷ　ｺﾝｾﾝﾄ式　揚げ物温度調整付　自動湯沸し付

甲板：SUS430 NO.4仕上1.2ｔ　足部：SUS304　38φ　

 900

1  750 1400  827

 900 750  8001

 900 750  8001

750  8001

1 1500 750  800

1 750  8002400

 900  8007601

 900  8007601

 900  8007601

1200

1800 750

750 1390

1800

1

1

750  800 750

 600 500  120

1

IHコンロ 2

ﾄﾞﾗｲ仕様　材質：ﾄｯﾌﾟSUS430　1.2ｔ以上　ｷｬｽﾀｰ100φｳﾚﾀﾝ　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　SUS304　暑さ1.2ｔ以上　ｱｼﾞｬｽﾄ：SUS304

ﾄﾞﾗｲ仕様　材質：ﾄｯﾌﾟSUS430　1.2ｔ以上　ｷｬｽﾀｰ100φｳﾚﾀﾝ　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　SUS304　暑さ1.2ｔ以上　ｱｼﾞｬｽﾄ：SUS304

ﾄﾞﾗｲ仕様　材質：ﾄｯﾌﾟSUS430　1.2ｔ以上　ｷｬｽﾀｰ100φｳﾚﾀﾝ　対角ｽﾄｯﾊﾟｰ付　脚部：ﾊﾟｲﾌﾟ径38φ以上　SUS304　暑さ1.2ｔ以上　ｱｼﾞｬｽﾄ：SUS304

0.4

THW1BX1AARH-FH 850

1  710 670

1450以上

 740～820

930

930

ﾚｰﾙの固定は洗浄機側に設けたｱﾝｸﾞﾙに引っ掛け脱着可能にする。（容易に外れない事）

ﾚｰﾙには取外し可能な(下部側が切れた物)合成樹脂ｶﾊﾞｰを設ける。

　移設（手城小より取外し運搬、再取付）

　移設（手城小より取外し運搬、再取付）

中西製作所　MCW-30-e

ﾎｼｻﾞｷ　HSB-30DPB3

中西製作所　MCW-40-e

ﾎｼｻﾞｷ　HSB-40DPB3

有効内容量:1030L以上，自動霜取り装置付　SUS製仕様　内面:ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　扉：両面開き戸　脚部：ｱｼﾞｬｽﾄ高さ80㎜～150㎜
0.379

排水部:ｼﾞｬﾊﾞﾗﾎｰｽ1.0ｍ(取付含む)　電源：単相100W　消費電力：電動機定格379W/h程度

A2：100％

A3： 71％

2025年 3月
A-13

400*600*990H

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

厨房機器平面図・機器リスト（改修後）

食品保管庫



図面No

設計 縮尺

工事名称

図面名称
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藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造
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ﾊﾟﾝ庫

牛乳庫

リフト

受渡しハッチ

厨房

ｼｬﾜｰ室 便所

食品庫

S

EXP･J

3,000

廊下

家庭科準備室

6
3
0

床下点検口

休憩室

シ
ャ

ッ
タ

ー

床下点検口

事務室

ホール床下点検口 床下点検口

4
00

堅樋

下洗場

既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

解体撤去部分

既存壁撤去（建具含む）

ｺﾝｸﾘｰﾄ及びﾓﾙﾀﾙ面は、
ｶｯﾀｰ切とする。

注記）

既存ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ撤去

壁　：既存ﾀｲﾙ撤去、既存塗膜撤去

他　：ｶｳﾝﾀｰ撤去
天井：既存ﾎﾞｰﾄﾞ撤去（下地共）

床　：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

3
0 10
0

既存土間撤去断面図 S＝1/20

1 FL

既存土間撤去断面図 S＝1/20

休憩室

壁　：既存ﾀｲﾙ撤去、既存塗膜撤去

他　：ｶｳﾝﾀｰ撤去
天井：既存ﾎﾞｰﾄﾞ撤去（下地共）

床　：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

内部：棚　撤去

床　：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去
壁　：既存ﾀｲﾙ撤去
天井：既存ﾎﾞｰﾄﾞ撤去（下地共）

天井：既存ﾎﾞｰﾄﾞ撤去（下地共）
他　：便器等撤去（設備工事）

床　：既存ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

床　：既存ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）
壁　：手洗前ﾀｲﾙ撤去
天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ撤去（下地共）

床　：既存ﾀﾀﾐ撤去（木下地共）
天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ撤去（下地共）
他　：既存木製個人ﾛｯｶｰ撤去

木製棚
撤去

木製棚
撤去
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雨除け屋根

2025年 3月

（ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえ共）

（ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえ共）

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地　ｽﾃﾝﾚｽt=1.0（ﾎﾞﾝﾄﾞ貼り）
壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ磨ｷ仕上げ
天井：ｽﾃﾝﾚｽ貼り　t=0.8張り（ﾎﾞﾝﾄﾞ貼り）

壁：ﾓﾙﾀﾙ下地EPｰG２回塗り
天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9張り

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り
床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り
壁：ﾓﾙﾀﾙ下地EP（A）塗り
天井：有孔化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9張り

天井：無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0下地ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6
壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ磨き
床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地（防塵塗装）

（沓踏みﾏｯﾄ共）

1 FL

4
9
0

1
0

A-14

平面詳細図（改修前）Ｓ＝1/70

4

ﾎﾟｰﾁ　：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

ﾎﾟｰﾁ　：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

（ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえ共）
ﾎﾟｰﾁ　：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

床  :土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち撤去

（ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえ共）
犬走り：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

中連窓下部、腰壁撤去

（ｼｬﾜｰ室・便所）

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

平面詳細図（改修前）
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排水ﾋﾟｯﾄ

FL-200

床見切

床見切

±0

既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ130
ﾓﾙﾀﾙ下地処理

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装

既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ130
ﾓﾙﾀﾙ下地処理
厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ﾓﾙﾀﾙ下地処理
無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装

新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ150

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押さえ

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

300x300

300x300

±0

±0

±0

±0

厨房

既存基礎梁天端の高さに合わせて施工する事

釜用ﾋﾟｯﾄが既存基礎梁と干渉する場合は、

新設合床t=410

新設合床t=410

新設合床t=410

新設合床t=410

±0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

±0

受渡しハッチ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打増し
+350

±0

±0

前室

±0

±0

既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ=130
ﾓﾙﾀﾙ下地処理

既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ=130

ﾓﾙﾀﾙ下地処理

厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

ﾓﾙﾀﾙ下地処理
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ=130

-30

既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ=130

点検口
既設下部ﾋﾟｯﾄ

点検口
既設下部ﾋﾟｯﾄ

点検口

既設下部ﾋﾟｯﾄ

点検口

X1 X2

Ｙ2

Ｙ1

9
6
6

床排水桝

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A2：100％

A3： 71％

2025年 3月

検収室

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

既設下部ﾋﾟｯﾄ

ﾓﾙﾀﾙ下地処理

雨除け屋根

土間伏図（改修後）　S=1/50

2,585

手洗

手洗

手洗

手洗

手洗

手洗

FL-150
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床目地切を示す
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C
6351,930

（既存柱）

ｺｰﾅｰT.PL-16x200x200 HTB 2-M20
P1

（埋込深さ≧8d）

ｺｰﾅｰB.PL-19x1200x200 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 2-M20 Wﾅｯﾄ

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

End.PL-12

※[-250端部共通

▽FL

▽設計GL5
0
0

3
40
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2
.
5

1
1
5

1
0

8
5

2
00

90

2
7
.5

（新設土間）（既存土間）

新設土間　壁端部部分　　１／３０

（厨房・食品庫）

ﾍﾞｰｽ下部面:無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填
（既存ﾋﾟｯﾄ床面の防水ﾓﾙﾀﾙt=30x300x300撤去）

（厨房・下洗場）

C

B

3,500

ｽﾀｲﾛﾎｰﾑt=20

2,650

新設土間・既存土間接続部　１／５０

18
0

1
,
02
0

5
0
0

9
0

4
1
0

65
5
0

2
00
85
1
0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=10

溶接金網 4.5Φx100x100

300

3
0

ポーチ(新設)

ポーチ(新設)

ポーチ(新設)

ポーチ(新設)

* LGS65使用間仕切り,手洗い面台部基礎立上がりW100,H=100とする

仕上げ  全て共通A-19図参照

FL 1
0
0

100

立上り部分（ｔ=100）詳細図　ﾉﾝｽｹｰﾙ

福山市建設局建築部営繕課

ﾓﾙﾀﾙ下地処理
既設ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄｔ=130

厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5

新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ130

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

土間伏図（改修後）

押えｺﾝｸﾘｰﾄ（1種）t＝80

食品保管庫
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工事名称

図面名称 縮尺

図面No

A2：100％

A3： 71％

2025年 3月 1：50
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90 90 上部
ｱﾙﾐ製付庇
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6
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90 90

315315
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上部:物干しﾊﾞｰ(L=2500)
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2,800 1,825

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ
2か所

5
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返却ｶｳﾝﾀｰ
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5
0

厨房

手洗

下洗場
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5

下部ｽﾘｯﾊﾟ入れ

手洗

廊下

床排水桝

床排水桝

1
,
1
0
7

既設床下点検口

600X600

既設床下点検口

600X600 既設床下点検口

600X600

既設床下点検口

600X600

X1 X2

Ｙ2

Ｙ1

5

50

新設　CBt=120＋ﾓﾙﾀﾙ塗り
外壁薄塗材E吹付

新設　CBt=120＋ﾓﾙﾀﾙ塗り
外壁薄塗材E吹付

5
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C
8F11 12
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T
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K

14
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S
JM

D

13

4

ｽﾃﾝﾚｽ流し

EX
P．

J

片面扉

前室

ｶｰﾃﾝ（新設）

ｽﾀｲﾛﾌｵｰﾑt=20打込み

ｽﾀｲﾛﾌｵｰﾑt=20打込み

ｽﾀｲﾛﾌｵｰﾑt=20打込み

ｽﾀｲﾛﾌｵｰﾑt=20打込み

955

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

平面詳細図（改修後）　S=1/50 ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ、SUSt=1.0

50X50X1000

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付 ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ付

30050135 300

C

B

4,400

床見切

床見切Ａ’ Ａ’

A-16

備品一覧

№ 品名 規格

室名札

個数

各室

シューズＢＯＸ

ホワイトボード

前室

休憩室

休憩室

スチール製ロッカー

スチール製ロッカー

3
,
2
0
0

500 500

アクリル製
あ

い

う

え

お

か

き

く

い

い

え

え

お

か
き

き く

事務室

う

コクヨMM-AW08635F1N同等品

コクヨMM-AW08625F1N同等品
1850×600×2400

1850×870×2400

950×600×2400
コクヨMM-A08325F1N同等品中量ラック

中量ラック

中量ラック

食品保管庫

あ

9

2

1

2

1

1

2

1

食品保管庫

食品保管庫

食品保管庫

事務室

設置場所

4人用(コクヨLK-4F1同等品)

2人用(コクヨLK-2F1同等品)

コクヨSX-D44F1同等品
1002×348×890
コクヨBB-H823WN同等品
900×600

300×60×11程度

食品ｶｳﾝﾀｰ
缶取出し口付き

ああ

あ

検収室

あ

あ

あ

畳敷き t=55

板ﾀﾀﾐ部:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

あ

あ

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

平面詳細図（改修後）

福山市建設局建築部営繕課

ｶｰﾃﾝ（新設）
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ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ　320X620ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ　320X620

ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ　320X620

ﾎﾞｲﾗｰ煙突

ｽﾃﾝﾚｽ換気ﾊﾟｲﾌﾟ50Φ

1
3
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3
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5
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500500

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付
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設計ＧＬ

ｸﾞﾚｰﾁｨﾝｸﾞ
500X500
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500X500１Ｆコン天

4
7
0

1
6
0

1
6
0

3
0

3
0

1
6
0

3
0

3
0

200

1
3
0

1
3
0

225

150

180

1,000

4
0

2
0
0

1
,
9
60

1
0
0

6
0 6
0

3
0

1
3
01
0
0

3
7
0

1
3
0

1
,
2
3
0

1
6
0

1
,
2
0
0

3
7
0

3
1
0

1
,
2
0
0

3
7
0

6
9
0

厨房コン天

設計ＧＬ

厨房コン天
１Ｆコン天

3
7
0
1
0
0

設計

図面No

A2：100％

A3： 71％

厨房 下洗場厨房厨房

2025年 3月

6 7 8 9 10

２Ｆコン天

床下ﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ

Ａ－Ａ断面詳細図(改修前)　S=1/40

A-17

床ｽﾗﾌﾞ撤去 床ｽﾗﾌﾞ撤去 床ｽﾗﾌﾞ撤去 床ｽﾗﾌﾞ撤去

排水桝撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄﾞ撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

ｽﾃﾝﾚｽﾌｰﾄ撤去ﾞ

ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ撤去

排水桝撤去

ｶｳﾝﾀｰ撤去 ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇撤去

ｱﾙﾐ建具撤去　

ｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾟｰﾁ撤去

＊　内装壁100角ﾀｲﾙ（下地ﾓﾙﾀﾙ共）全て撤去

天井：石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｭﾑ板下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12（下地共）全て撤去

天井：石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｭﾑ板下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12（下地共）全て撤去

ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ撤去

福山市建設局建築部営繕課

断面詳細図（改修前）

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

図面名称

工事名称

縮尺

1：40
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図面No

A2：100％
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,
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1
1
5

2
0
0
8
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２Ｆコン天

2
,
9
0
0

7
9
0

厨房厨房厨房 下洗場

ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具既存 ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具既存
壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

QL99-50-12（亜鉛メッキ品）

溶接金網 6Φx150x150

スタイロホームt=200

溶接金網 4.5Φx100x100

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付

ｽﾃﾝﾚｽ換気ﾊﾟｲﾌﾟ50Φ

ﾎﾞｲﾗｰ煙突

ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ　320X620
ｽﾃﾝ網付

無溶剤型エポキシ樹脂系ペースト防滑塗装仕上げ

セルフレベリングｔ＝10

ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ　320X620

ｽﾃﾝ網付

ｱﾙﾐ可動ｶﾞﾗﾘ　320X620

Ｇ７

押えコンクリート（1種）t＝85

山上ｺﾝｸﾘｰﾄ:t＝65 

床下ﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ 床下ﾋﾟｯﾄ

Ａ’－Ａ’断面詳細図(改修後)　S=1/40

A-18

外壁部分の梁成＝850

別図参照

A-19
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1
,
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6
0

ｽﾃﾝﾚｽ地流し

手洗 手洗 手洗

天井：無石綿硅酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6.0貼りの上　結露防止塗材塗り（RA種）

1
,
6
0
0

福山市建設局建築部営繕課

縮尺

工事名称

図面名称

断面詳細図（改修後） 1：40

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事



検収室増築部分断面詳細図・部分詳細図
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掴み金物：SUS市販品＠1100

軒樋： カラー塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂製 軒樋 （前高130）

屋根：溶融55%Al-Zn合金ﾒｯｷ鋼板 0.4t

真木なし瓦棒葺き

母屋：C-100×50×20×2.3＠600以内

唐草：溶融55%Al-Zn合金めっき鋼板 0.4t
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115 外壁：押出し成形ｾﾒﾝﾄ板 60t
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天井吊り金物受：
C-100×50×20×2.3
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検収室

H=1600まで：陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

C
H
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2
,
6
4
0

GL15
0

印部：弾性ｺｰｷﾝｸﾞ 15角 を示す

6035

外装薄塗材Ｅ吹付

30

外壁出隅部詳細図

GL

1
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外壁外周部納まり

外装薄塗材Ｅ吹付

壁芯

縦樋：VP 50φ ｶﾗｰ

1,185 91

3
0
7

（堅張り）

H=1600以上は、

増築部天井裏：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K　t=100敷き

400

310 90

225

10

1
3
0

3
0

天井：LJS下地無石綿けい酸カルシュウム板

t=6　結露防止材塗り

結露防止材塗り

壁：LGS65＋耐水PB12.5t＋無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ 6.0t 

床：セルフレベリング t=10

土間CON　t=150

防滑塗装仕上げ無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄt=2

150

180

1
5
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=150

砕石 t=100

3
,
8
5
0

外壁：押出し成形ｾﾒﾝﾄ板 60t（堅張り）

ﾎﾟｰﾁ床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え t=30

階段部：磁器質段鼻タイル前垂れ付貼り

900

壁芯

　壁芯

1,550

下地：ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940＋耐火野地板（硬質木片セメント板）18t
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5
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9
0
0
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,
0
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840 840
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340 500

杭施工寸法

２階ＦＬ

柱
芯

１
階

壁
芯

柱
芯

壁
芯

柱：□-150×150×6
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4
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図面No

10

C

140840 795
X1

Y2

7
5
0

5
5
0

400

埋込み L-50×50×6 (L=120) @900

LGS65

水抜きパイプφ10（SUS）

@1800～4800程度

シーリング

内水切りプレート 0.4t

外壁下端部詳細図

註：外幅木高さは、押出し成型ｾﾒﾝﾄ板60t 割付に依り決定する。

5
0
0

耐火帯押えプレート

耐火帯

既設外壁

増築部外壁

X2

柱芯 壁芯

225 1,550

165

S=1/10

１FL

1FL 50

検収室入口部断面詳細図 S=1/30

GL

外壁下端部詳細図 S=1/30

屋根、詳細寸法構造図参照の事

2025年 3月

ｽﾀｲﾛﾎｰﾑt=20

15

36 10°
67

45

92.5

1
5

28
0

6
0

65
6
5

60
2
5

15
290

220
5

25
60

60

67

45

67

45

67

4532.5 32.5

10 10

10 10 35

9
5

2

横断面図（ルーフ　Ｆ型）躯体側

縦断面図（ルーフ　Ｆ型）

D=1185 (4尺)

1201.6 (4尺)

H1
=3

01
.5

 
(4

尺
)

105 60

ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾊﾞｰ

ﾙｰﾌ縦枠

方杖ﾌﾞﾗｹｯﾄ
方杖

※     はH1寸法の基準位置を示す。

4
5
0

柱、梁 １０５Ｘ１０５

木：105X105

鉄骨柱上部、梁下部に取付

関東間 : 1.5間 (2730) 
W

木柱、梁 外壁

関東間 910 関東間 910 関東間 910

S=1/10外部取付庇取付詳細図

15

８Φｘ125六角ｺｰﾁスクリュー

２°

105角木下地

35

正面図

断面図

6
0
0

1,000

A-19

EXP.J　詳細は別図参照
Ａ－３０

L-50×50×6（通し）

スピーネ同等品とする

S=1/10外壁上端部詳細図

庇：　　　ｽﾋﾟｰﾈ　F型ﾙｰﾌﾀｲﾌﾟ同等品LIXIL

LIXIL

LIXIL スピーネ　同等品

S=1/10

福山市建設局建築部営繕課
工事名称

図面名称 縮尺

1：30　1：10

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事



天井：石綿けい酸カルシウム板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）撤去

Ｃ

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

Ｄ

下洗場

4400

Ａ

RC土間撤去

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）
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Ｃ
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6
0

Ｄ

ｶｳﾝﾀｰ撤去

Ａ

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）RC土間撤去
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Ｂ

3200

ｱﾙﾐ建具撤去
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RC壁撤去
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ｱﾙﾐ建具撤去ｱﾙﾐ建具撤去
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00
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RC壁撤去
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3
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00

1
00
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2
0
00

開口補修（建築工事）
（建築工事）

2
3
0
0

ｶｳﾝﾀｰ撤去

RC壁撤去

ｶｳﾝﾀｰ撤去

RC壁撤去

RC嵩上げ土間撤去

ｶｳﾝﾀｰ撤去

ｶｳﾝﾀｰ撤去

RC嵩上げ土間撤去

RC嵩上げ土間撤去

3670

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

1
9
60

RC嵩上げ土間撤去
RC嵩上げ土間撤去

ｶｳﾝﾀｰ撤去

1
00 1
0
0

1
00

10
0

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）
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0
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0

ｱﾙﾐ建具撤去

RC壁撤去
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3
3
5

2,755 1,645
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8
0
0

1,900

255 2,5751,825

5
0
0

1
,
1
60

8
0
0

Ｃ

6,720

3
8
50

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

換気扇撤去（設備工事）９ １０

225

Ｃ

225

１０ ９

1
,
96
0

Ｃ

90

1,920

4
0

4302,680

RC壁撤去

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

700600

550

55
0

10
0

3,
3
0
0

55
0

10
0

3,
3
0
0

3
,
40
0

RC壁撤去

3
,
40
0

給気ｶﾞﾗﾘ620ｘ320撤去

22
5

厨房

ｱﾙﾐ建具撤去 ｱﾙﾐ建具撤去
RC壁撤去 既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

RC壁撤去

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

開口補修（建築工事）

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）
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図面No

A2：100％

A3： 71％

2025年 3月

3,000430 2770（建築工事）

給気ｶﾞﾗﾘ620ｘ320撤去

RC嵩上げ土間撤去

給気ｶﾞﾗﾘ620ｘ320撤去・移設

400

A-20

フード 撤去(建築工事)

梁型：軽鉄下地（下地共全て撤去）

梁型：軽鉄下地（下地共全て撤去）

梁型：軽鉄下地（下地共全て撤去）

梁型：軽鉄下地（下地共全て撤去）

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ開口補修（建築工事）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ磨きVE塗り

天井：石綿けい酸カルシウム板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）撤去天井：石綿けい酸カルシウム板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）撤去

天井：石綿けい酸カルシウム板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）撤去

天井：石綿けい酸カルシウム板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）撤去

天井：石綿けい酸カルシウム板t=6下地特殊ﾛｯｸｳｰﾙ化粧板t=12貼り（300x600）撤去

福山市建設局建築部営繕課

展開図１　（改修前） 1：50

工事名称

図面名称 縮尺

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ Ｃ Ｄ

シャワー室

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｃ Ｄ

Ａ

床ﾓﾙﾀﾙ撤去

Ｂ

事務・休憩室

便所

4400

柱、受枠撤去跡 ﾓﾙﾀﾙ補修

木製棚撤去

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾀﾀﾐ･木床組撤去

RC壁撤去

ﾋﾞﾆﾙ巾木撤去

4400 255 1380 1120

170 2500 85

2
10
0

ｱﾙﾐ建具撤去

ﾀﾀﾐ･木床組撤去

15
0
0

4
0

3800

RC壁撤去 RC壁撤去

820

85

ﾛｯｶｰ撤去
木製見切り撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

1
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RC壁撤去
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ｱﾙﾐ建具撤去
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6
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5
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0

255 4400

RC壁撤去
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2
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3
0
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0

1
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1380

RC壁撤去

RC壁撤去

620

1080
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0

1
86
0

RC壁撤去

1080 150 1645

620

1080

1
0
0

1645 150 1080

1
8
60

サンダーケレンひび割れ部分

ひび割れ部シール

エポキシ樹脂注入

セメント系下地調整材鏝塗り（1.5ｍｍ+0.5ｍｍ）-

Ｂ

＜凡例＞

800

1
8
60

3000

820

3000

18
6
0

手洗い撤去
（設備工事）

ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

1800

ﾀﾀﾐ･木床組撤去

3670

換気扇撤去（設備工事）

床ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

物干しバー撤去

木製棚撤去

木製棚撤去

換気扇撤去（設備工事）

木製棚撤去
柱、受枠撤去跡 ﾓﾙﾀﾙ補修

ｱﾙﾐ建具撤去

木製棚撤去

木製棚撤去

RC壁撤去

ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

木製棚撤去

木製棚撤去

室名札撤去

ｱﾙﾐ建具撤去

4,6552,500

2,415

ｱﾙﾐ建具撤去

ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共） ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共） ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

木製棚撤去

2
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,
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RC壁撤去
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１０ ９
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ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

4
2
0

4
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1
,
5
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Ｂ

ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

８ Ｂ ８ Ｂ

2
,
5
2
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4
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1
,
5
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4
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1
,
5
40

4
2
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867.5195 3,592.5

食品庫

867.5

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ撤去ｱﾙﾐ建具撤去
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図面No

設計

A2：100％

A3： 71％

下部ｽﾘｯﾊﾟ入れ撤去

ｽﾘｯﾊﾟ入れ撤去 ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押さえＶＥ撤去

3201,400

RC壁撤去

2025年 3月
A-21

福山市教育委員会事務局管理部施設課

天井：ＬＧＳ下地化粧石膏ボードｔ＝９．５（455X910）撤去

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ開口補修（建築工事）

ｱﾙﾐ建具撤去

天井：ＬＧＳ下地化粧石膏ボードｔ＝９．５（455X910）撤去

ｱﾙﾐ建具撤去 ｱﾙﾐ建具撤去

Ｂ

天井：LGS下地石綿けい酸カルシウム板t=6.0、Ｖｶｯﾄ突付ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）撤去 天井：LGS下地石綿けい酸カルシウム板t=6.0、Ｖｶｯﾄ突付ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）撤去

天井：LGS下地石綿けい酸カルシウム板t=6.0、Ｖｶｯﾄ突付ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）撤去 天井：LGS下地石綿けい酸カルシウム板t=6.0、Ｖｶｯﾄ突付ﾊﾟｰﾗｲﾄ吹付t=6（浴室用）撤去

工事名称

図面名称 縮尺

1：50展開図２　（改修前）

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事
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既存仕上げ材及び脆弱層サンダーケレンモルタル表面
2（表面劣化） （150～200㎏/ｃｍ）高圧水洗浄

セメント系下地調整材鏝塗り（1.5ｍｍ+0.5ｍｍ）--

Ａ

＜凡例＞

サンダーケレンひび割れ部分

ひび割れ部シール

エポキシ樹脂注入

セメント系下地調整材鏝塗り（1.5ｍｍ+0.5ｍｍ）-

Ｂ

アルミ建具撤去
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室名札撤去
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図面No

A2：100％

A3： 71％

2025年 3月

RC壁撤去

返却ｶｳﾝﾀｰ撤去

RC壁撤去 RC壁撤去

RC壁撤去

A-22

渡り廊下

天井：LGS下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り撤去 天井：LGS下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り撤去

天井：LGS下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り撤去

天井：LGS下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り 天井：LGS下地　有孔化粧石膏ボードt=9.5　455X910ｸﾗｯﾄ紙裏貼り

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

展開図３　（改修前） 1：50
図面名称

工事名称
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ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具既存

ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具既存

結露防止塗材塗り（RA種）

結露防止塗材塗り（RA種）

結露防止塗材塗り（RA種）

結露防止塗材塗り（RA種）

換気扇撤去（設備工事）
結露防止塗材塗り 結露防止塗材塗り 結露防止塗材塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り
柱・壁：既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り
H=1600

陶器質100角ﾀｲﾙ貼り　H=1600

結露防止塗材塗り
ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り

壁：既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り
H=1600

返却ｶｳﾝﾀｰ
　（SUS304）t=1.0HL　　　

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り
柱：既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

H=1600
柱：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り
壁：既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

H=1600
柱・壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

柱・壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り

壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り
H=1600

壁：耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

陶器質100角ﾀｲﾙ貼り　H=1600

H=1600

柱：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り

柱：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

柱：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ張り
H=1600

柱上部：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上

結露防止塗材塗り
面台：SUSt=1.0　HL

ｽﾃﾝﾚｽ流し

面台：SUSt=1.0　HL

陶器質100角ﾀｲﾙ貼り　H=1600

柱上部：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上
結露防止塗材塗り

柱：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ張り
H=1600

面台：SUSt=1.0　HL

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ　2ｹ所

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ　5ｹ所

ｴﾌﾟﾛﾝ掛（5人用） ｴﾌﾟﾛﾝ掛（5人用）

開口補修（建築工事）（建築工事）
（新設）給気ｶﾞﾗﾘ620ｘ320

既存位置から移設

（建築工事）
（新設）給気ｶﾞﾗﾘ620ｘ320
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図面No

A2：100％

A3： 71％
6
5
0

2
,
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0

3
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430 2,770

365

2025年 3月

既存ﾀﾞｸﾄ

A-23

厨房

50
0

3
5
0

8
5
0

下洗場

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ開口補修（建築工事）

CBt=120＋ﾓﾙﾀﾙ塗り下地100角ﾀｲﾙ貼り

1,
8
0
0

面台：SUSt=1.0　HL

巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ 巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ 巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

陶器質100角ﾀｲﾙ貼り　H=1600

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上
結露防止塗材塗り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上
結露防止塗材塗り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

結露防止塗材塗り

Ｃ９１０Ｃ９

９ ８ ７ ６

Ｃ

巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ 巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上げ

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

結露防止塗材塗り
壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

結露防止塗材塗り
壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上
結露防止塗材塗り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上
陶器質100角ﾀｲﾙ貼り　H=1600

壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上結露防止材塗り

天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地
天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地

天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地
天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地

天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地 天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6下地

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+ｹｲｶﾙ板t=6下地処理の上
陶器質100角ﾀｲﾙ貼り　H=1600

壁：ﾓﾙﾀﾙ塗りの上陶器質100角ﾀｲﾙ貼り
H=1600

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

展開図１（改修後） 1：50

工事名称

図面名称 縮尺

福山市建設局建築部営繕課
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ｶｰﾃﾝ（新設）

ﾛｯｶｰ（新設）

梁：ﾓﾙﾀﾙ面、下地処理の上EP－G　２回塗り

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

梁：ﾓﾙﾀﾙ面、下地処理の上EP－G　２回塗り

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100 ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

AC建具新設

PB12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100
ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

内部壁：穴あき合板t-5.5

1
,
4
40

1
,
44
0
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図面No

A2：100％

A3： 71％
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下部ｽﾘｯﾊﾟ入れ

PB12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

木建具新設 木建具新設

A-24

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張りｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ開口補修（建築工事） 天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り 天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

1
,
8
00

1
,
00
0

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り 天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

鏡取付

4
0
0

2
,
2
90

ﾀﾀﾐ敷き込み（木床組）

木製見切り縁

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

900X600

新設

物干しバー

食品保管庫

木製面台t=25 CL塗り

棚板t=25 CL塗り

木製面台t=25 CL塗り

棚板t=25 CL塗り棚板t=25 CL塗り

中量ﾗｯｸ(か)中量ﾗｯｸ(き) 中量ﾗｯｸ(き)中量ﾗｯｸ(く)

新設壁：耐水PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　EP-G2回塗り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G２回塗り

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

EP-G2回塗り
新設壁：耐水PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　

新設壁：耐水PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上

EP-G2回塗り

新設壁：水PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　EP-G2回塗り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G２回塗り

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

面台：SUSt=1.0　HL

LGS下地 PB12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

LGS下地 PB12.5下地ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設壁：CB　t=120、8段積み
ﾓﾙﾀﾙ塗り下地 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

新設壁：CB　t=120、8段積み
ﾓﾙﾀﾙ塗り下地 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

LGS下地 耐水PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上100ﾀｲﾙ貼り

天井：LGS下地　無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0貼りの上　EP-G2回塗り 天井：LGS下地　無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0貼りの上　EP-G2回塗り 天井：LGS下地　無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0貼りの上　EP-G2回塗り 天井：LGS下地　無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0貼りの上　EP-G2回塗り

福山市建設局建築部営繕課

展開図２（改修後）
図面名称 縮尺

工事名称

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事
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天井裏、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100

面台：SUSt=1.0　HL

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G２回塗り

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100

壁・柱：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G２回塗り

床：既設ﾓﾙﾀﾙ下地処理の上　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

壁：PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　EP-G2回塗り

壁：PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　EP-G2回塗り

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100
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図面No

設計

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

A2：100％

A3： 71％

ｱﾙﾐ建具新設

柱：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G２回塗り

365 720

2025年 3月

Ａ

EXP．J（室内天井用：ｱﾙﾐ）

EXP．J（内壁用：ｽﾃﾝﾚｽ）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り 天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

3,890 3,890

2
,
64
0

Ａ’ Ａ’

A-25

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5貼り

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5貼り

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5貼り

天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

1,
8
0
0

天井裏、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100
天井：LGS下地　化粧石膏ボード　t=9.5張り

室名札(返却ｶｳﾝﾀｰ)

室名札(受渡し口)

室名札(事務室)

壁・柱：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G2回塗り

柱：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G2回塗り

壁：PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　EP-G2回塗り

壁：PB12.5＋ｹｲｶﾙ板t=6の上　EP-G2回塗り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G2回塗り

壁：既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上　EP-G2回塗り

福山市建設局建築部営繕課

展開図３（改修後） 1：50
縮尺図面名称

工事名称

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事



陶器質100角ﾀｲﾙ貼り
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既存ﾓﾙﾀﾙ面下地処理の上EP-G2回塗り

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100
巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H=100
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巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ紡滑塗装仕上げ
H=100

天井裏、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100
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ｴﾌﾟﾛﾝ掛（3人用）

天井裏、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100
下地処理後結露防止塗材塗り

ｴﾌﾟﾛﾝ掛（5人用）
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壁：LGS下地耐水PBt=12.5+

下地処理後陶器質100角ﾀｲﾙ張り

巾木：ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾍﾟｰｽﾄ紡滑塗装仕上げ
H=100

ｽﾃﾝﾚｽ地流し

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

図面No

A2：100％

A3： 71％

X1 X2 Y2 Y1 X1X2 Y1 Y2

ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具新設

ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具新設ｱﾙﾐ建具新設 ｱﾙﾐ建具新設

2025年 3月
A-26

8
5
0

50
0

35
0

1,
8
0
0

下地処理後結露防止塗材塗り

面台：SUSt=1.0　HL 面台：SUSt=1.0　HL

面台：SUSt=1.0　HL面台：SUSt=1.0　HL

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=100
ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ

室名札(下洗場)室名札(食品保管庫)室名札(前室)

室名札(事務室)

下地処理後EP-G2回塗り

室名札(検収室)

壁：LGS下地PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り 　　
壁：LGS下地PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
　　下地処理の上EP-G　2回塗り

天井：LGS下地　無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0張りの上　EP-G2回塗り

壁：LGS下地PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張りの上
下地処理後EP-G2回塗り

天井：LGS下地　無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0張りの上　EP-G2回塗り

壁：LGS下地PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後EP-G　2回塗り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6の上

天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り

天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り

LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後結露防止塗材塗り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後結露防止塗材塗り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後陶器質100角ﾀｲﾙ張り

LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り

下地処理後陶器質100角ﾀｲﾙ張り

LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後結露防止塗材塗り

LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後陶器質ﾀｲﾙ張り

天井裏、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100
下地処理後結露防止塗材塗り

天井：LGS下地無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り

壁：LGS下地耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り
下地処理後結露防止塗材塗り

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6張り

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

展開図４（改修後） 1：50
縮尺

工事名称

図面名称



検収室

陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

新設ＬＧＳ壁詳細
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陶器質100角ﾀｲﾙ貼り
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1
0
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前室

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=10ﾓﾙﾀﾙ金こて押え

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100
LGS65形

LGS65形

返却　カウンター詳細

18.5

51

1-D13

D13@200

5-D13

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100

1-D13

PBt=12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

12.5

ﾓﾙﾀﾙ金こて押え

前室

EP-G 2回塗り

18.5

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=10

EP-G 2回塗り

耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6の上
耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6の上

既設ﾓﾙﾀﾙ金こて押え処理後

PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6の上

EP-G 2回塗り

耐水PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6の上 PBt=12.5+無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6の上

返却カウンター詳細　S=1/10
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ﾓﾙﾀﾙ下地陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

ステンレス(SUS304) t=1.0 HL(ｴｯｼﾞ付)

6-D13

D13@200
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缶類・食品　カウンター詳細

缶類・食品　カウンター詳細　S=1/10

シーリング
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ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100

1
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ﾓﾙﾀﾙ金こて押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上EP-G　2回塗り

ﾓﾙﾀﾙ下地陶器質100角ﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ金こて押え下地処理の上EP-G 2回塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上EP-G　2回塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上EP-G　2回塗り ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上EP-G　2回塗り

ステンレス（SUS304）t=1.0 HL

カウンター・缶類取出口詳細図　　S=1/20

缶類取出口 食品カウンター
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手洗面台部詳細図　　S=1/20

構造用合板　ｔ＝12.5壁下地補強手洗い部分

シーリング シーリング
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無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=10 ﾓﾙﾀﾙ金こて押え

エプロン掛け詳細
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エプロン掛詳細図　S=1/50

（寸法は設置場所により調整すること）
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差し筋ｱﾝｶｰ D13@200
差し筋ｱﾝｶｰ D13@200

45 51

65

差し筋ｱﾝｶｰ D13@200

D13@200

120

差し筋ｱﾝｶｰ D13@200

1,000

120

10
0

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ　t=10

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

ﾍﾟｰｽﾄ防滑塗装仕上

ﾓﾙﾀﾙ金こて押え下地処理の上EP-G 2回塗り

D13@200

差し筋ｱﾝｶｰ D13@200

70

LGS65形下地

（検収室）
（リフトホール・前室）

厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り
厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り 厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り

シーリング

ﾋﾞﾆﾙ巾木H=100
1-D13

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り D13@200

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

シーリング

1
0
0

10
0

　t=10

・厨房用防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0張り
・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

S=1/20

50
0

35
0

8
50

50
0

25

100

15
0

70

10

1
7
00

800

600

1,050

7-D13

ﾎｰﾙ 厨房

・下洗い場）

厨房 食品庫

食品庫・検収室間仕切り部　S=1/10

食品庫

ﾎｰﾙ

厨房

厨房

厨房・前室間仕切り部　S=1/10

厨房・ﾎｰﾙ間仕切り部　S=1/10

事務・休憩室

事務・休憩室　前室間仕切り部　S=1/10

1

700下洗場

厨房

厨房

5人用

検収室

厨房　X2 前室　X2

（ 厨 房
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A2：100％

A3： 71％

1：10、1：20、1：50
設計

図面No

3人用

2025年 3月
A-27

1
5
0

SUS t=1.0 HL

＊）寸法は設置場所により調整すること
壁下地補強

構造用合板　ｔ＝12.5

ｴﾌﾟﾛﾝガード
SUS φ10　 HL

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ2連 

50 175 175 175 175 50

800

155 640 155

950

700

　700

（5人用）

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

部分詳細図　１
縮尺図面名称

工事名称



受け渡しハッチ詳細

□-75×75×2.3

CT-75×75×7

ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0

ｹｲｶﾙ板 t=6

□-40×20×1.6

ｽﾃﾝﾚｽR付

CT-75×75×7

CT-75×75×7
□-75×75×2.3

57

断面図　S=1/10

断面詳細図　S=1/10

□-40×20×1.6
100

□-90×45×2.3

10001
5
0

20 20

840

ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設金ｺﾃ押さえの上ｹｲｶﾙ板ｔ＝6下地

SUS板t=1.0張り

CT-75×75×7 CT-75×75×7

中柱部取付□-75×75×2.3
ｶﾊﾞｰSUS t=1.0

1
5
0

□-75×75×2.3
□-75×75×2.3

□-40×20×1.6

ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0

8
00

2
50
0

1
2
00

3
5
0

6
0
0

6
0
0

1
20
0

3
5
0

受け渡しﾊｯﾁ

□-50x50x2.3 □-50x50x2.3

CT-75x75x5x7

CT-75x75x5x7

平面図　　S=1/30

1
0
0
0

□-50x50x2.3 □-50x50x2.3
ｹｲｶﾙ板t=6下地
SUS板t=1.0張り床天端

□-50x50x2.3 □-50x50x2.3ｹｲｶﾙ板t=6下地
SUS板t=1.0張り

□-75x75x2.3□-40x20x1.6
棚天端

5
4

6
0
0

CT-75x75x5x7

棚天端
□-40x20x1.6 □-75x75x2.3

SUS板t=1.0張り
ｹｲｶﾙ板t=6下地 □-50x50x2.3□-50x50x2.3

SUS板t=1.0張り
ｹｲｶﾙ板t=6下地 □-50x50x2.3□-50x50x2.3

5
4

□-50x50x2.3□-50x50x2.3
□-75x75x2.3

□-75x75x2.3

21
5
0

7
5
0

330 330 330330 330 325 330330 330330 330325

CT-75x75x5x7

1501850 1850

ｸﾚｾﾝﾄを示すｸ

ｸ ｸ ｸ ｸ

ｸ ｸ ｸ ｸ

1
50

8
0
0

12
0
0

3
5
0

8
0
0

3
50

断面図　　S=1/30

立面図　　S=1/30

軽天19形

SUS板t=1.0張り
ｹｲｶﾙ板t=6下地

SUS板t=1.0張り
ｹｲｶﾙ板t=6下地

既存塗膜ケレンの上

下地処理後

結露防止材塗り

既存ﾀｲﾙ撤去（下地ﾓﾙﾀﾙ共）

ﾓﾙﾀﾙ塗りの上

結露防止材塗り

軽鉄間仕切　W=65

耐水PBｔ＝12.5

ｹｲｶﾙ板 t=6 

下地処理後結露防止材塗り

下地処理後

EP-G2回塗り

57

80 80

ｹｲｶﾙ板 t=6 

EP-G2回塗り

PBｔ＝12.5

軽鉄間仕切　W=65

軽鉄下地（片壁用）

4100

厨房

ホール

4100

75 75

1
,
3
50
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A2：100％

A3： 71％

設計

図面No

2025年 3月
A-28

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

部分詳細図　２ 1：10、1：30
縮尺

工事名称

図面名称



3
0

１９０リットル

1,895
（1,945）

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

図面No

2025年 3月
A-29

1
0
0

120

3
5
0 20

0
3
0

12
0

転倒防止ストッパー取付け

SUSグレーチングノンスリップタイプ

120

D13@200（タテ・ヨコ共）

無溶剤型エポキシ樹脂系防滑塗装仕上げ

1,750

1,990

防水ﾓﾙﾀﾙの上，無溶剤型エポキシ樹脂系防滑塗装仕上げ

洗浄コーナーピット断面詳細図　　S=1/30

3
5
0

40

40

2
50

SUS曲げ加工
1000

3
0

3
0

40

3
6
0

※　排水金物との取合いを設備施工業者と協議。

・

1
0
0

3
5
0 20

0
3
0

12
0

D13@200（タテ・ヨコ共）

土間コンクリートt=150金鏝押えの上

無溶剤型エポキシ樹脂系防滑塗装仕上げ

防水ﾓﾙﾀﾙの上，無溶剤型エポキシ樹脂系防滑塗装仕上げ

300

3
0
0

※洗浄機の大きさを確認すること

転倒防止ストッパー取付け

SUSグレーチングノンスリップタイプ

SUS L-25x25x3周囲：

1000

回転釜床断面詳細図　　S=1/30

200

20

200 400385

659 659

1318

400

１４０リットル

8
0
0

400

30

200 200 335 310

608 601

1209

（１９０リットル）

（1318）

（659）（659）

（360）（385）50

FL±０

FL±０

FL-20

FL±０

FL-40

200

回転釜ピット躯体図　　S=1/30

400

FL±０

FL-220

FL-20

FL-20

FL-150

FL-20
FL-20

FL±０

FL-250

FL-60

400

600

FL±０FL±０

FL-130

FL-100

250 200

15050

17
0

75
0

1
5
0

2
7
0

50

335

485

310

（535） （1325）

（385） （360）

回転釜用ピット

200

回転釜ピット平面詳細図 S=1/30

SUSグレーチング細目ノンスリップタイプ

200

655

１９０リットル

9
4
0

4
3
0

385

回転釜

1095400

665

250 200

12
0

75
0

2
50

2
50

650

1045

1235

回転釜

（1145）

（700）

（1285）

１４０リットル

（１９０リットル）

※回転釜の大きさを確認すること

防水ﾓﾙﾀﾙの上，

無溶剤型

エポキシ樹脂系防滑塗装仕上げ

回転釜用ピット・洗浄コーナーピット詳細
※（　）は190ﾘｯﾄﾙ配置時の寸法を示す

2
8
0

SUS曲げ加工
810

5
25

3
0

4
6
5

30

40

検収室（各1ｹ所）

3
5
0

40 40

810

2
50

※　排水金物との取合いを設備施工業者と協議。

リフトホール（1ｹ所）

ステンレス地流し詳細図　S=1/30

ステンレス地流し詳細図　S=1/30

25

7
0
0

7
5
0

2
5

2
5

ズレ防止ストッパー取付け

25

70
0

75
0

2
5

25

ズレ防止ストッパー取付け
SUS L-25x25x3

480 480

1,750

土間コンクリートt=150金鏝押えの上

ピット断面詳細図　　S=1/30

検収室・下洗場（各1ｹ所）

厨房

4
2
0

40

A2：100％

A3： 71％

50

＊設置寸法は、平面詳細図（改修後ｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙ図）

参照の事

回転釜用ピット

200 200

655

１９０リットル

200

9
4
0

4
3
0

385

回転釜

1095400

1235

（1285）

洗浄ｺｰﾅｰﾋﾟｯﾄ平面図

洗浄ｺｰﾅｰﾋﾟｯﾄ断面図

240

福山市建設局建築部営繕課

部分詳細図　３

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事
工事名称

縮尺図面名称

1：20

D13@200（タテ・ヨコ共）

FL±０

200

FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

FL±０

FL±０

FL-250

FL-220

FL-60

400

600 210

385

1295

FL±０

FL±０

FL-20

FL±０

FL-40

200 400

1275

（1325）

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
7
0

10
7
0 FL±０

200

FL-20

FL-20

FL-20

FL-20

FL±０

FL±０

FL-250

FL-220

FL-60

400

600

FL±０

1
0
0

1
0
0

10
0

1
7
0

10
7
0

310

210

385360

360 200 400 200 385 400 360

１９０リットル

659 659

1318

2
8
0

丸型フライヤー専用床断面詳細図　S=1/30

3
030

255 400

2
80

255 200

20

防水ﾓﾙﾀﾙの上，無溶剤型エポキシ樹脂系防滑塗装仕上げ

SUSグレーチング細目ノンスリップタイプ

150 300

598 598

1196

1,460

FL-120

FL-250

FL-150 FL-150

FL-220

FL±０

FL±０

400 255 200

ピット

FL-120

丸型フライヤーピット躯体図　S=1/30

255

FL±０

150
50

660

250

1
0
2
0

5
10

5
10

FL-120

FL-250

FL-150 FL-150

FL-220

FL±０

FL±０

51
0

51
0

1
02
0ピット

SUSグレーチング細目ノンスリップタイプ

FL±０

FL±０

660 310250

3
00

2
5
0

7
50

390

丸型フライヤーピット平面詳細図　S=1/30

※丸型フライヤーの大きさを確認すること

＊設置寸法は、平面詳細図（改修後ｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙ図）参照の事

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150金鏝押えの上

無溶剤型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

防滑塗装仕上げ



断面詳細図　　S=1/20

5
5

5
0

1
2

上り框 120x90 集成材 CL塗装

シナベニヤ t=5.5 SOP

ビニル巾木 H=100

ホールインアンカー D13@900

スタイロ畳 t=55

コンパネ t=12

根太 50x40@303 米松

大引き：90x90@900 米松
束：90x90@900 米松

50x30@303 米松

50x30 米松

※　床下地：防腐材塗布

ホールインアンカー D10@900

スリッパ入れ部

上り框 120x90 集成材 CL塗装

1
2

5
0
5
5

270

穴あき合板 t=5.5

45x120　米松 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15

（ﾌﾞﾅﾌﾗｲﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ化粧）表層2㎜

610

550

木棚板詳細図　　S=1/20

事務室

2
,
3
0
0

400

4
0
0

300

1
,3
0
0

2
0
0

90 90上部:物干しﾊﾞｰ(L=2500)

休憩室

下部ｽﾘｯﾊﾟ入れ

50
0

700 1,125

2,8002,029 1,825

4,400

315 315

225

4
30

50
0

7
3
5

7
3
5

2,
8
0
0

新設LGS－65間仕切

根太受：90X45　米松

大引：90X90　@900　米松

床束：90X90　@900　米松

根太受：90X45　米松

9009003
0
0

上部：木製棚板

9 10

B

木組床伏図　S=1/50

2
,
3
0
0

50
0

事務・休憩室木組床詳細図　　　　

900

3
0
0

2
5

4
0
0

4
0
0
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A2：100％

A3： 71％

設計

図面No

550 550

200

1
5
0

BPL-6 200x150
ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ 2-M12

化粧ﾌﾟﾚｰﾄ 60φ

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ24.25φ HL

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ HL

天井面

物干し詳細　S=1/30
ﾀﾀﾐ面

1,400

2,500

60

1
,
7
60

53
0

1,
0
0
0

1
2

1

2

160

12

160

1
2

55 50 55

55 50 55

30

30

80 80

80 80

4
0

3
5

13.6

106.6

93

65

5
0

2
6
.
2

50
耐火帯押えプレート

30 耐火帯

1
20

コーキング

100 100

1
00

1
6.
2

26
2
0

5
0
.
6

49
.
4

25

11
1
.
2

1
5

3
7

1
5

84

50-BCE

50

250

(別途)

C-100X50X20X2.3

屋根と外壁詳細図　　　S=1/5

既設外壁

増築部外壁

50-RCEｰ250（耐火仕様）　組合わせ 50-ECE（耐火仕様）

外壁コーナー詳細図　　　S=1/5

50-IE

50-IE

内壁と内壁　詳細図　　　S=1/5

天井と天井　詳細図　　　S=1/5

9

Y1

ｱﾙﾐ製EXP．J詳細図

2025年 3月
A-30

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

部分詳細図　４ 1：10 1：20 1：30 1：50
縮尺

工事名称

図面名称



付属金物一式
丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、戸当

、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

型板強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

姿　　　図

数　　　量

符号・取付位置

仕上・見込

ガ　ラ　ス

1

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

符号・取付位置

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

1

姿　　　図

数　　　量

符号・取付位置

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

１ＦＬ

金　　　物

備　　　考

強化透明5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

厨房

付属金物一式可動ｽﾃﾝﾃｽ網戸

１ＦＬ

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 100

付属金物一式

型板強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

1

強化透明5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

付属金物一式

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

ｱｸﾘﾙ5mm（ｸﾘｱ-）　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ4mm

1

SCP-5（同等品）、ｱﾙﾐ額縁、押板

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

70

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

建具工事特記事項

・アルミ建具の取付は新設・移設共、溶接留めの上、モルタルトロ詰めとする。

・アルミ建具は全て現場確認し、監督員と協議の上、寸法等決定すること。

・サッシの調整は、既設・移設・新設を問わず、全てのサッシについて行う。

ｻ ｻﾑﾀｰﾝ錠 ｼ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

・ドアチェックのストップは監督員と協議の上決定する。

・防虫網張及び可動網戸の網はステンレス製とする。

・既存サッシ共ガラス面のクリーニングを行う。

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

図面No

2025年 3月

強化透明5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

A-31

＊　ｱﾙﾐ建具、木建具：撤去の部分は立面図（改修前）、展開図（改修前）参照の事

B

A

C

6 7 8 9 105

A'

4,400 4,400 4,400 4,400 4,400

3
,
8
9
0

8
,
1
0
0

2
,
8
0
0

1
0
,
0
0
0

6
,
7
0
0

5
0
0

倉庫

廊下

渡り廊下

ﾊﾟﾝ庫

牛乳庫

リフト

受渡しハッチ

厨房

ｼｬﾜｰ室 便所

食品庫

3,000

廊下

家庭科準備室

休憩室

事務室

ホール

シ
ャ
ッ
タ
ー

EXP･J

下洗場

4

AWD
１

１
AD

AD

AD

2

3

AD

AD

4

6

AD
5

AD
7

AD
7

19

18

16

AW

AW

AW

AW
21

AW
22

AW
13

AW
20

AW

AW

AW

AW

AW

AW

9

9

10

1011

11

AW
12

＊　この建具配置図、建具表は撤去部分専用の建具図面とします

ＡＷＤ－１　撤去

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、

１ＦＬ

ＡＤ－１　撤去

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

可動ｽﾃﾝﾃｽ網戸 付属金物一式

ＡＤ－２　撤去 ＡＤ－３　撤去

事務室

食品庫 下洗場

ＡＤ－４　撤去 事務室 ＡＤ－５　撤去 事務室 ＡＤ－６　撤去 食品庫 便所、シャワー室ＡＤ－７　撤去

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、 ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、

付属金物一式

2

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

平面図(改修前)　S=1/125平面図(改修前)　S=1/125
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福山市建設局建築部営繕課

縮尺

工事名称

図面名称

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建具配置図、建具表１（改修前） 1：50



符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

A2：100％
A3： 71％

１ＦＬ

１ＦＬ

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

2

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70 ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

１

1 1

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 100

ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式

70

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

図面No

2025年 3月
A-32

ＡＷ－９　撤去

2 2

ＡＷ－１１　撤去ＡＷ－１０　撤去 ＡＷ－１２　撤去 ＡＷ－１３　撤去牛乳庫、パン庫 牛乳庫、パン庫 牛乳庫、パン庫 中棟廊下 便所 ＡＷ－１６　撤去 休憩室

ＡＷ－１８　撤去 厨房 ＡＷ－１９　撤去 厨房 ＡＷ－２０　撤去 返却カウンター

1

ＡＷ－２１　撤去

ＡＷ－２２　撤去

受渡しハッチ

受渡しハッチ

104 104

網入型板6.8mm　

ｼﾘﾝﾀﾞｰ鎌錠、内部ｻﾑﾀｰﾝ ｽﾃﾝﾚｽ下枠t=2.0

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ5mm　

ｽﾃﾝﾚｽ下枠t=2.0、ｱﾙﾐ膳板

ｸﾚｾﾝﾄ、付属金物一式

ｸﾚｾﾝﾄ、付属金物一式

ｱﾙﾐ膳板

透明t=3 透明t=3

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ,ｱﾙﾐ水切,ｱﾙﾐ膳板

70

型板4mm

ｱｰﾑｽﾄｯﾌﾟ,ﾗｯﾁ,ｱﾙﾐ水切,ｱﾙﾐ膳板,ｽﾃﾝﾚｽ固定網戸

1,
9
6
0

1
0
0

70
0

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式

透明３ｍｍ

型板4mm

ｱﾙﾐ水切、ｱﾙﾐ膳板、可動式ｽﾃﾝﾚｽ網戸、踏摺ｽﾃﾝﾚｽt=2.0

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

透明３ｍｍ

ｱﾙﾐ水切、ｱﾙﾐ膳板、可動式ｽﾃﾝﾚｽ網戸、踏摺ｽﾃﾝﾚｽt=2.0

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ5mm　

ｸﾚｾﾝﾄ、ﾊﾞﾗﾝｻｰ

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ5mm　

ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式
ｱﾙﾐ額縁、敷居：ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ加工t=2.0

5540

12
0
0

1
2
5

70

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ5mm　

ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式
ｱﾙﾐ額縁、敷居：ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ加工t=2.0

3,347

1
5
0

1
,
50
0

1
5
0

1
,
50
0

3,347 3,347
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0

1
,
9
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1
,
1
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0
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5
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1
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3
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7
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7
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70 1,8001,800 701,800 1,800

7
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2
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0
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1,
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8
0
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3,670
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2
,
3
35

1
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3
5

1
2
5

3,670 70 1,800

2,240

福山市建設局建築部営繕課

図面名称

工事名称

縮尺

1：50建具表２（改修前）

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事



6 7 8 9 10
4,400 4,400 4,400 4,400

5
4,400

ホール

厨房

倉庫

事務室

廊下

食品庫

休憩室

下洗場

リフトホール

返却ｶｳﾝﾀｰ
受渡しハッチ

リフト

900 225

検収室

便所

A

B

C

8
,
1
0
0

1
0
,
0
0
0

2
,
8
0
0

6
,
7
0
0

5
0
0

3
,
8
9
0

A'

4

耐
震

壁

渡り廊下新設

4,400

1,550

1
,
0
3
5

1,775

6
,
3
3
0

1
,
0
0
0

1
,
6
7
0

3
,
6
6
0

1
1
5

1
1
5

1
,
3
8
0

2
,
3
6
0

2
,
3
6
01
,
3
2
0

1
,
0
4
0

1151,435
ＡＷ ＡＷＡＷ

ＡＷ

ＡＷＡＷ

ＡＷ

ＡＷＡＷ

ＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ

AWD
１ ２ ３

ＡＤ
５

ＡＤ
１

ＡＤ

７

６

４

ＡＤ

５
ＡＤ

２６７８

ＡＤ

４

ＡＤ

３

９

AWD

ＡＤ
１２

ＳＳ
２

１０
ＡＤ
１０ １１

１２

ＡＤ

ＡＣ

ＷＤ

９
１

１

ＡＤ

ＡＤ
８

８

１３

１
新設 既存 新設 既存

新設

新設

新設

新設

既存
新設

既存既存既存

新設

新設

既存

既存既存 新設 新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

前室

採風勝手口ドア

付属金物一式

パンチングメタルE型

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、戸当

、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

型板強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

姿　　　図

数　　　量

符号・取付位置

仕上・見込

ガ　ラ　ス

1

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

符号・取付位置

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

1,800

1

１ＦＬ

姿　　　図

数　　　量

符号・取付位置

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ＡＤ－６　新設

１ＦＬ

金　　　物

備　　　考

強化透明5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

ＡＷＤ－１　新設 厨房

付属金物一式

両開戸

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、ﾌﾗﾝｽ落し

可動ｽﾃﾝﾃｽ網戸

廊下

3,670

1,800

１ＦＬ

701,800

3,670

2,
6
0
0

1
,
1
00

1
,
5
00

1
,9
0
0

１ＦＬ

ＡＤ－１　新設 検収室 ＡＤ－２　新設

ＡＤ－３　新設 廊下 ＡＤ－４　新設 リフトホール ＡＤ－５　新設 下洗場 前室

1,000

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

プッシュプル錠、ｽﾃﾝﾚｽ網戸

2
,0
0
0

1,000

2
,0
0
0

事務室

パンチングメタル

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 100

付属金物一式

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、水切り

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ網戸、戸当、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

型板強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

1,800

1,
9
0
0

10
0

6
0
0

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

1

強化透明5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

付属金物一式

両開戸

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、ﾌﾗﾝｽ落し

可動ｽﾃﾝﾃｽ網戸

1,800

1,
9
0
0

10
0

下枠なし

下部ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ

2
,
00
0

1,000

8
0
0

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

ｱｸﾘﾙ5mm（ｸﾘｱ-）　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ4mm

1

SCP-5（同等品）、ｱﾙﾐ額縁、押板

20
0
0

700

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

70

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、戸当

プッシュプル錠

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

１

建具工事特記事項

・アルミ建具の取付は新設・移設共、溶接留めの上、モルタルトロ詰めとする。

・アルミ建具は全て現場確認し、監督員と協議の上、寸法等決定すること。

・サッシの調整は、既設・移設・新設を問わず、全てのサッシについて行う。

ｻ ｻﾑﾀｰﾝ錠 ｼ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

・ドアチェックのストップは監督員と協議の上決定する。

・防虫網張及び可動網戸の網はステンレス製とする。

・既存サッシ共ガラス面のクリーニングを行う。

建具配置図　　　S=1/100

１１

１
ＳＳ

既存

ＡＤ

新設

既存

10
0

6
0
0

ｻ

ｼ

ｼ

ｻ

ｻ

ｼ

ｼ
ｻ

ｼ

ｻ

ｼｻ

ｼ

ｻ

新設

ＡＷ
１４

6
0
0

２

既存

ＡＷＤ－２　既存
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藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

図面No

X1 X2

Y1

Y2

2025年 3月

ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え
ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式

付属金物一式

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、ｱﾙﾐ額縁、引手、可動ｽﾃﾝﾚｽ網戸

SUS戸車

強化透明5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

＊　ｱﾙﾐ建具、木建具：撤去の部分は立面図（改修前）、展開図（改修前）参照の事

ｻ

ｼ

A-33
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縮尺図面名称

工事名称

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建具配置図、建具表１（改修後） 1：50



設計

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

A2：100％
A3： 71％

70

1
5
00

1
1
00

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18）ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

70

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ塞ぎ

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ塞ぎ

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 下地処理後 SOP塗り

建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替え

建具金物調整

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ一時撤去再取付

１ＦＬ

１ＦＬ

１ＦＬ

ＡＤ－７　新設 食品庫 ＡＤ－８　新設 前室 ＡＤ－９　新設 事務室 ＡＤ－１０　新設 厨房 ＡＤ－１１　新設 リフトホール ＡＤ－１２　既存 ホール

ＳＳ－１　　既存 リフトホール ＳＳ－２　既存 ホール ＡＷ－１　新設 厨房 ＡＷ－２　既存 厨房 ＡＷ－３　既存 下洗場

休憩室 ＡＷ－５　既存 休憩室 ＡＷ－６　既存 便所 ＡＷ－７　既存 ホール ＡＷ－８　既存 ホール

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

1,800701,800

3,670

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

1,
1
4
0

7
20

1
,
8
60

１

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18）ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替え建具金物調整

1

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

900

20
0
0

ｱﾙﾐ額縁、引手棒L=300、ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ（ｽﾃﾝﾚｽ網付）、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

斜め加工（ホコリだめを防ぐため）

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式
ｽﾃﾝﾚｽ下枠、ｱﾙﾐ額縁、引手棒L=300

2

沓摺り

915

2
0
0
0

、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠（事務-前室のみ）

ハンガー吊り戸

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

斜め加工（ホコリだめを防ぐため）

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

70

プッシュプル錠

800

2
0
0
0

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、戸当

、ｽﾃﾝﾚｽ下枠

型板強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

70

丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、戸当

プッシュプル錠

2
0
00

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

700

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

2
00
0

ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

１

3,280

2
,
60
5

特定防火シャツター 防火シャツター

2
,
60
5

2,270

1 1

ｽﾁｰﾙ ｽﾗｯﾄ　PL-1.6 ｽﾁｰﾙ ｽﾗｯﾄ　PL-0.8

標準金物一式　　巻上ﾎﾞｯｸｽ（ニ重扉錠付） 標準金物一式　　巻上ﾎﾞｯｸｽ（ニ重扉錠付）

FIX

701,800 1,800

3,670

1,300 50 450 70 1,800

3,670

1,
1
4
0

9
0
0

1
0
0

7
2
0

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

1

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18）ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

1
50
0

1
10
0 1800

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 下地処理後 SOP塗り

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：取外し・再取付け

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18） 建具金物調整

網戸張替え 建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替えｶﾞﾗｽｼ-ﾙ：打替え

1,540 450 1,540 1
,
5
40

4
20

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

ｱﾙﾐ額縁取替

建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替え

ｽﾃﾝﾚｽ固定網戸取替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18）

建具金物調整

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18）

1
5
00

11
0
0

建具金物調整

ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

70

建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替え

1800 1800

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 70

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18）

1
5
00

11
0
0

建具金物調整

ｶﾞﾗｽｼｰﾙ打替え

70

建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替え

1

1,530 1,530

1,730

FIX FIX

100

透明強化5mm　腰：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ3mm

ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ下枠　SUS戸車

上部OPEN

2
00
0

FIXFIX

1
0
0

50
0

2,310

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 100

ｸﾚｾﾝﾄ　付属金物一式

70

740740

1,
1
4
0

7
20

1
,
8
60

1
00

7
0
0

80
0

強化透明5mm　

ｱﾙﾐ額縁、引手、可動ｽﾃﾝﾚｽ網戸

付属金物一式

ＡＷ－４　既存撤去

520

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

図面No

2025年 3月

建具金物調整ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ塞ぎ建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替え

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ塞ぎ
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福山市建設局建築部営繕課

縮尺図面名称

工事名称

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建具表２（改修後） 1：50



符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

符号・取付位置

姿　　　図

数　　　量

仕上・見込

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

A2：100％
A3： 71％

1

ｱｸﾘﾙﾗｲﾄ5mm

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

付属金物一式

丁番、表示錠（非常開錠付）
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｶﾞﾗﾘ、戸当りﾌｯｸ

650

2
00
0

１ＦＬ

１ＦＬ

１ＦＬ

リフトホール ＡＷ－１０　新設 厨房 ＡＷ－１１　新設 ホール ＡＷ－１２　新設 厨房 ＡＷ－１３　新設 食品庫

ＡＣ－１　　新設 便所前室 ＷＤ－１　新設 便所

1,690 70 1,690 70 1,690 70 1,690

6,970

1
,
1
00

1
,5
0
0

1

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

ｽﾃﾝﾚｽ網戸張替（ｽﾃﾝﾚｽ網 ﾒｯｼｭ18） 建具金物調整

網戸張替え 建具周囲ｺｰｷﾝｸﾞ打ち替えｶﾞﾗｽｼ-ﾙ：打替え

80
0

1
1
50

70

下枠なし

Fix Fix

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

ｱｸﾘﾙﾗｲﾄ5mm

付属金物一式
ﾊﾞﾗﾝｻｰ装置、引手（両側）ｽﾄｯﾌﾟ付

70

715 715

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

ｱｸﾘﾙﾗｲﾄ5mm

ＳＵＳｔ＝1.5

1
2
0
0

3
50

1850 1850

150

70

付属金物一式ｽﾃﾝﾚｽ戸車

ｽﾃﾝﾚｽ下枠（ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ）、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ引手、ｸﾚｾﾝﾄ（受け渡しﾊｯﾁ側）

3
5
0

1
50

1
20
0

8
0
0

1850 1850

150

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

付属金物一式

ｱｸﾘﾙﾗｲﾄ5mm

ＳＵＳｔ＝1.5

70

1
20
0

60
0

70

620 600

1
60
0

2
00下枠なし

Fix Fix

1

70ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

ｱｸﾘﾙﾗｲﾄ5mm

付属金物一式

ｱﾙﾐ額縁、ﾊﾞﾗﾝｻｰ装置、引手（両側）ｽﾄｯﾌﾟ付

ｸﾚｾﾝﾄ（食品保管庫側に取付）

ｽﾃﾝﾚｽ下枠（ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ）、ｱﾙﾐ額縁、ｽﾃﾝﾚｽ引手、ｸﾚｾﾝﾄ（厨房側）、ｽﾃﾝﾚｽ戸車

1

塩ビ（防炎品）

ﾚｰﾙ　ｶﾏﾁ　（ｱﾙﾐ押出し形材）

取手　ﾏｸﾞﾈｯﾄ　ｷｬｯﾁ　ｸｯｼｮﾝｺﾞﾑ

36

2
0
0
0

700

ＡＷ－１４　新設 リフトホール

1,690

1
,5
0
0

1

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

強化透明5mm　

ｱﾙﾐ額縁、引手、可動ｽﾃﾝﾚｽ網戸

付属金物一式

70

1
,
1
00

ＡＷ－９　既存（網戸改修）

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計

図面No

2025年 3月

ｱﾙﾐ額縁、厨房側ｸﾚｾﾝﾄ

A-35

福山市建設局建築部営繕課

1：50

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建具表３（改修後）
縮尺図面名称

工事名称



福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

A2：100％

A3： 71％

設計

図面No

リフト

リフトホール

手洗

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ
2か所

リフト

牛乳庫

ﾊﾟﾝ庫

渡り廊下

廊下

壁ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

撤去

撤去

EXP．J

建具撤去

建具撤去

建具撤去

建具撤去

EXP．J

8,
1
0
01
2
5
1
2
5

1,050

255 795

6

3
9
0

32
5
5
0 76
5

3
,5
9
8

3
,
5
3
7

20
0

76
5

12
6

3
,
34
7

3,
3
4
7

2
65

6

1,
6
9
0

1
65

1
,
80
0

20
0

1
,1
4
0

7
,
3
35

2,
3
4
0

105
20

30050300

15
0

1
,
90
0

1
5
0

BB

1,050

255 795

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打設の上
床：嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ撤去　t=150

新設ｱﾙﾐ建具　ＡＤ４

新設ｱﾙﾐ建具　ＡＷ１４

外壁１時間耐火構造（断熱材なし）
FP060NE-0251-1(1）

1,200

250

4,400 795

5,195

1
50

4
0

1
,
50
0

3
0
0

65
0

牛乳庫

渡り廊下

4,400

3,900

1,200

250

795

5,195

1
50

1,810

4,400

3,900

4,400

ﾘﾌﾄﾎｰﾙ

2
,
49
0

1-D13
D13-@200

庇撤去
壁ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

既存天井撤去
建具撤去

中段ｽﾗﾌﾞ撤去

建具撤去 建具撤去

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押さえ

1,200

250

795

5,195

1
50

1,810

4,400

3,900

4,400

ﾘﾌﾄﾎｰﾙ

2
,
49
0

100 61
（15+15+15+16）

軽量形鋼
C-100*50*20*2.3

砕石厚100

1-D13
D13-@200

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押さえ

2
,6
4
0

2
,6
4
0

1,
9
0
0

10
0

6
0
0

4
0

7
5

135 300 300
砕石厚100

10
0

50

10
0 1
501
5
0
2
0
0

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ=9.5張り天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ=9.5張り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24k　t=100

新設ｱﾙﾐ建具　ＡＤ４

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（防水ﾀｲﾌﾟ）t=15　2重張り

透湿防水ｼｰﾄ
通気胴縁

内壁：PB12.5＋無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｩﾑ板t=6　
EP-G　２回塗り

6 66

＠607以下

外装材：ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ横張り（同等品）

外壁１時間耐火構造（断熱材なし）
FP060NE-0251-1(1）

既設車止めﾌﾞﾛｯｸ

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.5張り

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

平面詳細図（改修前）　１／５０ 平面詳細図（改修後）　１／５０

断面詳細図（改修後）　１／５０

雨除け屋根

2025年 3月

断面詳細図（改修後）　１／５０

断面詳細図（改修前）　１／５０

ｽﾀｲﾛﾎｰﾑt=20

ｽﾀｲﾛﾎｰﾑt=20

A A

76
5

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

A-36

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

渡り廊下詳細図（内部改修） 1：50
縮尺図面名称

工事名称



2
,
8
0
0

廊下

リフト

S

EXP･J

耐震壁

廊下

堅樋

Ａ

リフトホール

手洗

ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ
2か所

既存桝

既存桝

既存消火栓BOX
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雨水桝詳細図　　S=1/50

排水ﾊﾟｲﾌﾟ

＊現地、勾配等再調査の事

鉄部：ＤＰ塗り

排水管VU125Φ、L=1000（新設）

排水管VU125Φ、L=2500（新設）

排水管VU125Φ、L=1000（新設）

VUP125Φ

A-37

福山市建設局建築部営繕課 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

渡り廊下詳細図（外部新設） 1：50

工事名称

図面名称 縮尺
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 : 既存防滑ｼｰﾄ撤去後、Pタイル300×300張り(4㎡程度)
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既存手洗い移設(設備工事)

2,820

 : 防滑ｼｰﾄ取付(3.2㎡程度)

廊 下

手洗い上部タイル張り(2.4㎡程度)
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１１１１１１１ 基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎 ※※※※※※※ 直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎 （（（（（（（ ・・・・・・・ 地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（地盤改良（ ・・・・・・・ 表層改良表層改良表層改良表層改良表層改良表層改良表層改良 ・・・・・・・ 柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良柱状改良 ））））））） ））））））） ５５５５５５５ 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する ７７７７７７７ ６６６６６６６ ターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックル 胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類胴の種類 ※※※※※※※ 割枠式割枠式割枠式割枠式割枠式割枠式割枠式 ・・・・・・・コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料コンクリートの材料

設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力設計地耐力 KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡KN／㎡ 杭地業杭地業杭地業杭地業杭地業杭地業杭地業 寸法等寸法等寸法等寸法等寸法等寸法等寸法等 セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類 使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位使　用　部　位 ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類ボルトの種類 ※※※※※※※ 羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト ・・・・・・・セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

杭長杭長杭長杭長杭長杭長杭長拡底径拡底径拡底径拡底径拡底径拡底径拡底径・・・・・・・ 杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎 軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径 長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力長期設計支持力 ※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント※普通ポルトランドセメント

セット数セット数セット数セット数セット数セット数セット数符号符号符号符号符号符号符号 (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) （ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本）（ｋN／本） 備考備考備考備考備考備考備考 ・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種・高炉セメントＡ種 ７７７７７７７ デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

２２２２２２２ 試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書試験及び報告書 試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 位置、本数及び寸法位置、本数及び寸法位置、本数及び寸法位置、本数及び寸法位置、本数及び寸法位置、本数及び寸法位置、本数及び寸法 ・・・・・・・ 最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本最初の１本 ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による 試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 ・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種・シリカセメントＡ種 材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法材質・形状・寸法

杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験杭の載荷試験 ※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種・フライアッシュセメントＡ種 ・構造床・構造床・構造床・構造床・構造床・構造床・構造床

地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験 ※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による 本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭 ・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種 ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ

・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種 ・・・・・・・

材料材料材料材料材料材料材料

３３３３３３３ 既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別 混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料 ※※※※※※※ ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204） ８８８８８８８ 柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル 材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料 ・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル ・・・・・・・ 無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）

地業地業地業地業地業地業地業 種類種類種類種類種類種類種類 ・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種 ※※※※※※※ フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種 工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法 ※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭） ・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による ※※※※※※※ 高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭） コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度 ※※※※※※※ シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202） ９９９９９９９ 溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭） （　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上 　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない

　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　 　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値 ８８８８８８８ 工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造 ※※※※※※※ レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。

評定等評定等評定等評定等評定等評定等評定等　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定

寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等 　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種 節節節節節節節 ※全て※全て※全て※全て※全て※全て※全て

符号符号符号符号符号符号符号 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径 杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ） 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 継手数継手数継手数継手数継手数継手数継手数 本数本数本数本数本数本数本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支 備考備考備考備考備考備考備考 　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値 構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2） 検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準 ※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準９９９９９９９ 強度強度強度強度強度強度強度

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） 及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類 (mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） (N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡） 持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本） 　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　 適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による 工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　 ※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月 11月11月11月11月11月11月11月 12月12月12月12月12月12月12月 １月１月１月１月１月１月１月 ２月２月２月２月２月２月２月 ３月３月３月３月３月３月３月

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下
全て全て全て全て全て全て全て

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない） セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント 地域地域地域地域地域地域地域 10101010101010 錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装 鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面 ・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674 工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り 現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法 普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド ・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552
市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域 3.03.03.03.03.03.03.0 6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない） セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント 亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面 ※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による

併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法 早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド 北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域 耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面3.03.03.03.03.03.03.0 6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　） セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント その他その他その他その他その他その他その他 ・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う ・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない3.03.03.03.03.03.03.0 6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　 ・・・・・・・ 北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域 ：：：：：：： 新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域

先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形 孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ：：：：：：： 上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域 11111111111111 耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆 種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能

なお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする 　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器 性能性能性能性能性能性能性能 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所
材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法種別種別種別種別種別種別種別

ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策 　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所 （耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間） （部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）10101010101010 暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート ※※※※※※※ 日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合

　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による） 　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない ・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け ・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2） 6.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜2

杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による 鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強 ・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール

　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による 　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による ・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール11111111111111 寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート 適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間 （（（（（（（ ）））））））

　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの） 　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　 ・　・　・　・　・　・　・　

　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う 鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　 ・　・　・　・　・　・　・　12121212121212 コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの ※※※※※※※ （表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による

　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による 鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による ・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り ・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験

杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する 杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度 ・　・　・　・　・　・　・　

　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む） 　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　 ・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け ・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール13131313131313 外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する ※※※※※※※ 打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ （（（（（（（ ）））））））

　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による 　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　 ・　・　・　・　・　・　・　コンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放し

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          ) ・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料 ・　・　・　・　・　・　・　仕上仕上仕上仕上仕上仕上仕上

施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法 ６６６６６６６ 砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm） ※※※※※※※ 60606060606060 ・・・・・・・ ・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―

　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法 材料材料材料材料材料材料材料 ・・・・・・・ 直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎 ※※※※※※※ 切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石 材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする14141414141414 型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板 ※※※※※※※ 合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm） ・・・・・・・ 合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）

　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度 ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ※※※※※※※ 再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン ・・・・・・・ 床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）

　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上 12121212121212 種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 ※※※※※※※ Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）・・・・・・・ メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠 （（（（（（（ ）））））））

　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法 ７７７７７７７ 捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm） ※※※※※※※ 50505050505050 ・・・・・・・ ・・・・・・・ 断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法 ・・・・・・・ ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法 ８８８８８８８ 床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層 ・・・・・・・ ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚 ※※※※※※※ 0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上 ・・・・・・・ 13131313131313 溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき 摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による

　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法 高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合 ・・・・・・・ リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理 ※※※※※※※ ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理15151515151515 マスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリート セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類 （（（（（（（ ）））））））

　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない ９９９９９９９ 断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材 ※※※※※※※ 19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による 混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料 （（（（（（（ ）））））））

杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 （（（（（（（ ）））））））

５５５５５５５　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　
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１１１１１１１ 鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　 類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別 種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別 径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm) 16161616161616 水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート 水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt） スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm） 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

・・・・・・・ ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295 ※50※50※50※50※50※50※50 ・・・・・・・ ※15※15※15※15※15※15※15 ・・・・・・・

※※※※※※※ ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112 ・・・・・・・ ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345

４４４４４４４ 鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する 17171717171717 打継部打継部打継部打継部打継部打継部打継部 止水板止水板止水板止水板止水板止水板止水板 止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所 （（（（（（（ ）））））））

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 （（（（（（（ ）））））））

寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等 ２２２２２２２ 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm） 打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※ ・・・・・・・ 幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上

符号符号符号符号符号符号符号 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径 杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ） 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 継手数継手数継手数継手数継手数継手数継手数 本数本数本数本数本数本数本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支 備考備考備考備考備考備考備考 打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置 ※※※※※※※ 標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による ・・・・・・・

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） 及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類 (mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） (N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡） 持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）

３３３３３３３上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手 ・・・・・・・ ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可） ・・・・・・・ 重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　） 18181818181818 無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 ※※※※※※※ 6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による ・・・・・・・

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 ・・・・・・・ 機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手 ・・・・・・・ 粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置 ※※※※※※※ 鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ※※※※※※※ 25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 ４４４４４４４ 梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強 ※※※※※※※ 鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による ・・・・・・・ 各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1 ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 ５５５５５５５ 圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査 検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法 ※※※※※※※ 超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験 Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2） （cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）

・・・・・・・・・・・・・・ 引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 18181818181818 15151515151515 ・・・・・・・ 18181818181818 ・・・・・・・ 捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

６６６６６６６ 柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋 ・・・・・・・ 組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。 ・・・・・・・

施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法 19191919191919 ・・・・・・・ 適用適用適用適用適用適用適用 （（（（（（（ ）））））））

　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法 ６６６６６６６
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１１１１１１１ コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度 ※※※※※※※ 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート １１１１１１１ 鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び 鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ 施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者 ・・・・・・・ 次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場 ・・・・・・・ 監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場
適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法 Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2） （cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）

18181818181818杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度 ※　21※　21※　21※　21※　21※　21※　21 製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の

15151515151515※　21※　21※　21※　21※　21※　21※　21　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　 加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手 ※※※※※※※ 軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート 施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者 ※※※※※※※ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する ・・・・・・・ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ
種類種類種類種類種類種類種類 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2） （cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm） ２２２２２２２ 鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材

　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの） ・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種 材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質 規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格 使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う ・・・・・・・ ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400 ※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による ・・・・・・・ ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400 ※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない ※※※※※※※ 屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。 ・・・・・・・ ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400 ※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外※※※※※※※

　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による ２２２２２２２ ※※※※※※※ Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類 ・・・・・・・ Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類 ・・・・・・・

・・・・・・・

３３３３３３３杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合） ・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）・（　） 水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比 ・・・・・・・ ・・・・・・・ 　　％　　％　　％　　％　　％　　％　　％ ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合 ※※※※※※※ 試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う ・・・・・・・ 試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない

４４４４４４４ コンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中の ※※※※※※※ 0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下 ３３３３３３３ 高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト ・・・・・・・ トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト （セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類 ※※※※※※※ ２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ） ・・・・・・・ ）））））））

塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量 ・・・・・・・ ＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルト （セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類 ※※※※※※※ ２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ） ・・・・・・・ ）））））））

・・・・・・・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト （セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類 ※※※※※※※ １種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当） ・・・・・・・ ）））））））

５５５５５５５ コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの ・・・・・・・ アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アル ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量 カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。

４４４４４４４ 普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等 ※※※※※※※ 表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による
６６６６６６６ コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの 打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別 ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り ※※※※※※※ 合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類 表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所 ５５５５５５５ アンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトの
・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種 ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品） 表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4 ※※※※※※※ 図示図示図示図示図示図示図示 ・・・・・・・ 材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置 材質材質材質材質材質材質材質 構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト ・・・・・・・ ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400 ・・・・・・・ ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490 ・・・・・・・ ＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳ
※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種 ＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－Ｃ 表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4 ・・・・・・・ 建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト ・・・・・・・ ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400 ・・・・・・・

・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種 ＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－Ｃ 表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4 ・・・・・・・ 構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ・・・・・・・

(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2) (7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)

（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7) (6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)

(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)

(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)

(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)

(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)

(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2) (7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)

（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8) (表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)

(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)

(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)

(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)

(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)

(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)

(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)

(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)

(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)

(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)

(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)

(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)

(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)

(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2) (6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)

(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)

(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4) 表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2

(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5) (7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)

(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)

(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)

(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)

（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)

(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)

(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4) (6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)

(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2) (6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)

(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)

(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)

(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)

(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)

(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)

(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)

(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)

(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)

(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)

(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)

(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)

(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)

(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)

(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)

(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)

(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)

(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)

Ｄ16以上Ｄ16以上Ｄ16以上Ｄ16以上Ｄ16以上Ｄ16以上Ｄ16以上

Ｄ10　Ｄ13Ｄ10　Ｄ13Ｄ10　Ｄ13Ｄ10　Ｄ13Ｄ10　Ｄ13Ｄ10　Ｄ13Ｄ10　Ｄ13

コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別

　65％　65％　65％　65％　65％　65％　65％

※　18※　18※　18※　18※　18※　18※　18 15151515151515

立上り壁・下り壁・カウンター・基礎立上り壁・下り壁・カウンター・基礎立上り壁・下り壁・カウンター・基礎立上り壁・下り壁・カウンター・基礎立上り壁・下り壁・カウンター・基礎立上り壁・下り壁・カウンター・基礎立上り壁・下り壁・カウンター・基礎

土間土間土間土間土間土間土間

犬走り犬走り犬走り犬走り犬走り犬走り犬走り

流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート

７７７７７７７
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ＳＴＫＲ400ＳＴＫＲ400ＳＴＫＲ400ＳＴＫＲ400ＳＴＫＲ400ＳＴＫＲ400ＳＴＫＲ400 柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁

鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板

工場　１回塗り工場　１回塗り工場　１回塗り工場　１回塗り工場　１回塗り工場　１回塗り工場　１回塗り

１時間１時間１時間１時間１時間１時間１時間 増築部、柱・梁増築部、柱・梁増築部、柱・梁増築部、柱・梁増築部、柱・梁増築部、柱・梁増築部、柱・梁

溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７ 2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月
S-01S-01S-01S-01S-01S-01S-01

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称
図面No図面No図面No図面No図面No図面No図面No

種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・ＳＴＫ４００

・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ・ 150×150×6φ、100×100×4.5φ

施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）施工場所　　（　　厨房・下洗い場　　）

 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2 QL99-50(JIS G 3352)　t=1.2

現場　２回塗り現場　２回塗り現場　２回塗り現場　２回塗り現場　２回塗り現場　２回塗り現場　２回塗り

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係

福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課



Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

１．梁の出隅及び下端の両側１．梁の出隅及び下端の両側１．梁の出隅及び下端の両側１．梁の出隅及び下端の両側１．梁の出隅及び下端の両側１．梁の出隅及び下端の両側１．梁の出隅及び下端の両側≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d 余長余長余長余長余長余長余長

　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2余長余長余長余長余長余長余長 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1ddddddd 　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2G.LG.LG.LG.LG.LG.LG.L ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。(a)全長は、ｱ）の直線定着の長さ以上とする。 ２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手

はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋 Ｌ1
Ｌ1Ｌ1Ｌ1
Ｌ
1

Ｌ
1Ｌ1（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ） Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1(b)余長は、8d以上とする。(b)余長は、8d以上とする。(b)余長は、8d以上とする。(b)余長は、8d以上とする。(b)余長は、8d以上とする。(b)余長は、8d以上とする。(b)余長は、8d以上とする。 　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

ＡＡＡＡＡＡＡ(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。(c)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa 及びＬb は、下図に示す長さとする。 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が
最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 15d15d15d15d15d15d15d　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。 　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、

0000000基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋
Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが0000000 /2/2/2/2/2/2/2/4/4/4/4/4/4/4 0000000 0000000/4/4/4/4/4/4/4腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法 全長全長全長全長全長全長全長 全長全長全長全長全長全長全長 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ 　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上）Ｌa（ただし、柱せいの3/4倍以上） ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋 Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ） ４．破線は、柱内定着の場合を４．破線は、柱内定着の場合を４．破線は、柱内定着の場合を４．破線は、柱内定着の場合を４．破線は、柱内定着の場合を４．破線は、柱内定着の場合を４．破線は、柱内定着の場合を（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。 余長余長余長余長余長余長余長連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋
余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長 　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度 折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図 SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345 SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

余長余長余長余長余長余長余長連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋 ※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下 D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38 D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38D19～D38
　　柱せいの3/4倍以上とする。　　柱せいの3/4倍以上とする。　　柱せいの3/4倍以上とする。　　柱せいの3/4倍以上とする。　　柱せいの3/4倍以上とする。　　柱せいの3/4倍以上とする。　　柱せいの3/4倍以上とする。Ｌ
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Ｌ
1Ｌ
1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の 小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の 基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d ＬＬＬＬＬＬＬ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ 梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さddddddd 独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋 連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
DDDDDDD 一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階180°180°180°180°180°180°180° 折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法

ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6dP
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P
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4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 ddddddd

P＠P
＠

P＠P＠ P
＠P＠ P＠投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ P＠P

＠
P＠P＠ P
＠P＠ P＠ddddddd （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

DDDDDDD Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2135°135°135°135°135°135°135° 鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の
≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 Ｌ aＬ aＬ aＬ aＬ aＬ aＬ a Ｌ bＬ bＬ bＬ bＬ bＬ bＬ b １．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6dＤＤＤＤＤＤＤ種類種類種類種類種類種類種類 3-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ16Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2） ＤＤＤＤＤＤＤ ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d　　　　 投影定着長さ　　　　 投影定着長さ　　　　 投影定着長さ　　　　 投影定着長さ　　　　 投影定着長さ　　　　 投影定着長さ　　　　 投影定着長さ
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Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上 4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上 18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 3-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ16　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持

ddddddd dddddddＬ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2h
※Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ221212121212121 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

DDDDDDD 　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295
24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋90°90°90°90°90°90°90° ２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁
30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔 （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ　　　　 内折曲げ定着の投影定着長さ8
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20d20d20d20d20d20d20d18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d
あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形　　　　（片持小梁及び片持スラブを　　　　（片持小梁及び片持スラブを　　　　（片持小梁及び片持スラブを　　　　（片持小梁及び片持スラブを　　　　（片持小梁及び片持スラブを　　　　（片持小梁及び片持スラブを　　　　（片持小梁及び片持スラブを20d20d20d20d20d20d20d21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345ddddddd ddddddd 　　　　　除く。）　　　　　除く。）　　　　　除く。）　　　　　除く。）　　　　　除く。）　　　　　除く。）　　　　　除く。）24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d (1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅135°135°135°135°135°135°135°
DDDDDDDDDDDDDD 30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d ３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の    （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。及び及び及び及び及び及び及び

21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。 (2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、
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90°90°90°90°90°90°90°
SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d    Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。   Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。   Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。   Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。   Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。   Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。   Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、床版の付く側を90°折曲げとする。0＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦200 200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000
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上
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上
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上
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上
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上
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上
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30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋
折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）

※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※Ｌ2hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。
折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度 折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図 SD295、SD345、SD390SD295、SD345、SD390SD295、SD345、SD390SD295、SD345、SD390SD295、SD345、SD390SD295、SD345、SD390SD295、SD345、SD390

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下 D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25 D25～D38D25～D38D25～D38D25～D38D25～D38D25～D38D25～D38 （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） ＤＤＤＤＤＤＤ1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠ １．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置ddddddd
１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔DDDDDDD 　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。90°未満90°未満90°未満90°未満90°未満90°未満90°未満 4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上 8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上
　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に　　を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、その柱に ≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋 ２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記されＰ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置 　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。 ≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠上下の柱断面寸法が異なる上下の柱断面寸法が異なる上下の柱断面寸法が異なる上下の柱断面寸法が異なる上下の柱断面寸法が異なる上下の柱断面寸法が異なる上下の柱断面寸法が異なる 　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。
P2＠P2＠P2＠P2＠P2＠P2＠P2＠ 　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を　　なお、P1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック 場合、帯筋は、一般の帯筋場合、帯筋は、一般の帯筋場合、帯筋は、一般の帯筋場合、帯筋は、一般の帯筋場合、帯筋は、一般の帯筋場合、帯筋は、一般の帯筋場合、帯筋は、一般の帯筋Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）

　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。　　示す。より１サイズ太い鉄筋又はより１サイズ太い鉄筋又はより１サイズ太い鉄筋又はより１サイズ太い鉄筋又はより１サイズ太い鉄筋又はより１サイズ太い鉄筋又はより１サイズ太い鉄筋又は　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。　　を用いる場合には、余長は4d以上とする。
Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hフックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり 同径のものを２本重ねたも同径のものを２本重ねたも同径のものを２本重ねたも同径のものを２本重ねたも同径のものを２本重ねたも同径のものを２本重ねたも同径のものを２本重ねたも

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合
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のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。のとする。
Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hａａａａａａａａａａａａａａ Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

ａ≧0.5Ｌ1hａ≧0.5Ｌ1hａ≧0.5Ｌ1hａ≧0.5Ｌ1hａ≧0.5Ｌ1hａ≧0.5Ｌ1hａ≧0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1hａ=0.5Ｌ1h ＤＤＤＤＤＤＤ １．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。柱柱柱柱柱柱柱
フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 ２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠
の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合 梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁ａａａａａａａＬ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1ａａａａａａａ

ａ=0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1ａ=0.5Ｌ1 ａ≧0.5Ｌ1ａ≧0.5Ｌ1ａ≧0.5Ｌ1ａ≧0.5Ｌ1ａ≧0.5Ｌ1ａ≧0.5Ｌ1ａ≧0.5Ｌ1 P1＠P1＠P1＠P1＠P1＠P1＠P1＠PPPPPPP あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）
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圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手

梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａａａａａａａ
1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠ １．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置
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１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項0000000カップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラー 　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。ＤＤＤＤＤＤＤ
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2/4/4/4/4/4/4/40000000/4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/200000000000000 　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。 ２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、bbbbbbb 帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※ Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び 　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間
Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠ Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ 　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。ａａａａａａａ 　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長 ≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠

３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。
0000000 /4/4/4/4/4/4/4 0000000 /4/4/4/4/4/4/4余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ

0000000（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）（ａ） （ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）
≧100≧100≧100≧100≧100≧100≧100 　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※ Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、 あばら筋の割付け（その3）あばら筋の割付け（その3）あばら筋の割付け（その3）あばら筋の割付け（その3）あばら筋の割付け（その3）あばら筋の割付け（その3）あばら筋の割付け（その3）Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下
同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

2222222 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下ＬＬＬＬＬＬＬ Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ21節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ 1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ1節半以上かつ 主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）
150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上 150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下

ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａａａａａａａ鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分打ち増し部分

300300300300300300300 300300300300300300300 300300300300300300300300300300300300300300 300300300300300300300Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3 Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1
以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2 Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1 ＤＤＤＤＤＤＤ 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項0000000

2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し 二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増しＬ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2/4/4/4/4/4/4/40000000/4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/200000000000000 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合 壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合 柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長） 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※ Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋溶接金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着
　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。 (1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長
３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。 600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,500

余長余長余長余長余長余長余長 (2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはＬ2とする。余長余長余長余長余長余長余長
※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ 腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋dddddddddddddd ddddddd≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d (3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※ Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さＬ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ220d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長） １．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d 20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）
２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。5
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ddddddd 主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 Ｌ 1 (フックなし）Ｌ 1 (フックなし）Ｌ 1 (フックなし）Ｌ 1 (フックなし）Ｌ 1 (フックなし）Ｌ 1 (フックなし）Ｌ 1 (フックなし） Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1h (フックなし）Ｌ 1h (フックなし）
種類種類種類種類種類種類種類 Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2） 50d50d50d50d50d50d50d1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き 打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

18181818181818 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d １．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項0000000 腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋ａａａａａａａあばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の/4/4/4/4/4/4/40000000/4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/200000000000000 　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。 同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295
項による。項による。項による。項による。項による。項による。項による。Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 220d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長） 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※ Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2
Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2余長余長余長余長余長余長余長30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。

余長余長余長余長余長余長余長 ａａａａａａａ18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2ａ2３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 余長余長余長余長余長余長余長21212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 30d30d30d30d30d30d30d ａａａａａａａｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂ Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せ※　Ｌaの数値は、原則として、柱せSD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345 ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1ａ1 ｂｂｂｂｂｂｂ末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部 中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d 打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。　　いの3/4倍以上とする。Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し 上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し 側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し ニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増し継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長） 梁梁梁梁梁梁梁（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手） Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 梁梁梁梁梁梁梁30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d
梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋スパイラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d 主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d 柱柱柱柱柱柱柱 １．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ1、ａ2）が70㎜以上の場合の補強を示す。
30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着
（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） １．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ１．Ｌ1、Ｌ1h：重ね継手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ     定着長さはＬ2とする。    定着長さはＬ2とする。    定着長さはＬ2とする。    定着長さはＬ2とする。    定着長さはＬ2とする。    定着長さはＬ2とする。    定着長さはＬ2とする。

２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。２．Ｌ1hは、下図に示すようにフック部分に　を含まない。

３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

ddddddd

鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜） ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d

Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h 構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別 最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜） Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
0000000 0000000/4/4/4/4/4/4/4 /4/4/4/4/4/4/40000000 /2/2/2/2/2/2/2/4/4/4/4/4/4/4 0000000 0000000/2/2/2/2/2/2/2 /4/4/4/4/4/4/40000000フックありの重ね継手の長さフックありの重ね継手の長さフックありの重ね継手の長さフックありの重ね継手の長さフックありの重ね継手の長さフックありの重ね継手の長さフックありの重ね継手の長さ 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2（定着）（定着）（定着）（定着）（定着）（定着）（定着）15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)外端外端外端外端外端外端外端スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁 仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 20202020202020 Ｌ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1hＬ1h ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端余長余長余長余長余長余長余長

吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁 仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030
１サイズ太い鉄筋又は同径のもの１サイズ太い鉄筋又は同径のもの１サイズ太い鉄筋又は同径のもの１サイズ太い鉄筋又は同径のもの１サイズ太い鉄筋又は同径のもの１サイズ太い鉄筋又は同径のもの１サイズ太い鉄筋又は同径のもの仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内 を２本重ねたものとする。を２本重ねたものとする。を２本重ねたものとする。を２本重ねたものとする。を２本重ねたものとする。を２本重ねたものとする。を２本重ねたものとする。土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し 梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁柱柱柱柱柱柱柱 仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※

/2/2/2/2/2/2/20000000 0000000/12/12/12/12/12/12/12 00000007777777あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置 /4/4/4/4/4/4/4/6/6/6/6/6/6/6 0000000 00000000000000 /4/4/4/4/4/4/4 /4/4/4/4/4/4/4ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分 梁梁梁梁梁梁梁
0000000 0000000Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの 直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ フックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さ 耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁 屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外 柱柱柱柱柱柱柱鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の 小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その1）仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 40404040404040設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1 Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2 Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3Ｌ 3 Ｌ 1hＬ 1hＬ 1hＬ 1hＬ 1hＬ 1hＬ 1h Ｌ 2hＬ 2hＬ 2hＬ 2hＬ 2hＬ 2hＬ 2h Ｌ 3hＬ 3hＬ 3hＬ 3hＬ 3hＬ 3hＬ 3h

種類種類種類種類種類種類種類 段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁
Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2）Fc(Ｎ/mm2） 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ 40404040404040

18181818181818 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d
柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁 40404040404040 0000000/4/4/4/4/4/4/4 0000000/4/4/4/4/4/4/4Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2/2/2/2/2/2/2/20000000土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す

21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d10d10d10d10d10d10d10d ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬb15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)ＬbＬbＬbＬbＬbＬbＬbSD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分 基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ 60606060606060かつかつかつかつかつかつかつ 端部端部端部端部端部端部端部かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ 端部端部端部端部端部端部端部24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)20d20d20d20d20d20d20d 余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜ 煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分 60606060606060 余長余長余長余長余長余長余長30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
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Ｌ
2

Ｌ
2

以上以上以上以上以上以上以上 余長余長余長余長余長余長余長 （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合１．柱の四隅にある主筋で、重ね接手の場合（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） 1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける1．普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。また、塩害を受ける １．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ221212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 10d10d10d10d10d10d10d －－－－－－－ 　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック　　及び最上階の柱頭にある場合には、フック 余長余長余長余長余長余長余長 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 　おそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。 0000000 /3/3/3/3/3/3/32222222SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345 /6/6/6/6/6/6/6 /6/6/6/6/6/6/60000000 0000000　　上端筋：中央　o/２以内　　上端筋：中央　o/２以内　　上端筋：中央　o/２以内　　上端筋：中央　o/２以内　　上端筋：中央　o/２以内　　上端筋：中央　o/２以内　　上端筋：中央　o/２以内 Ｌ 3h

※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※

Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※Ｌ 3h
※

24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 　　を付ける。　　を付ける。　　を付ける。　　を付ける。　　を付ける。　　を付ける。　　を付ける。 0000000(片持(片持(片持(片持(片持(片持(片持 (片持(片持(片持(片持(片持(片持(片持 Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効 h 0h
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　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せいＬa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

30、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d /2/2/2/2/2/2/20000000 0000000/4/4/4/4/4/4/40000000 /4/4/4/4/4/4/4Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の２．隣り合う継手の位置は、「隣り合う継手の Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。 　　（Ｄ）以上離し、　o/４　　（Ｄ）以上離し、　o/４　　（Ｄ）以上離し、　o/４　　（Ｄ）以上離し、　o/４　　（Ｄ）以上離し、　o/４　　（Ｄ）以上離し、　o/４　　（Ｄ）以上離し、　o/４ 小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）ののののののの ののののののの ≦
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21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 　　位置」による。　　位置」による。　　位置」による。　　位置」による。　　位置」による。　　位置」による。　　位置」による。3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリ場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は 50
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　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24、2724、2724、2724、2724、2724、2724、27 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d ３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、３．柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋25d)25d)25d)25d)25d)25d)25d) 25d)25d)25d)25d)25d)25d)25d) 　　ートの厚さを含まない。　　ートの厚さを含まない。　　ートの厚さを含まない。　　ートの厚さを含まない。　　ートの厚さを含まない。　　ートの厚さを含まない。　　ートの厚さを含まない。 （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） １．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　２．梁の出隅及び下端の両側２．梁の出隅及び下端の両側２．梁の出隅及び下端の両側２．梁の出隅及び下端の両側２．梁の出隅及び下端の両側２．梁の出隅及び下端の両側２．梁の出隅及び下端の両側Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ230、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、3630、33、36 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 　　構造計算等により必要長さの確認を行う　　構造計算等により必要長さの確認を行う　　構造計算等により必要長さの確認を行う　　構造計算等により必要長さの確認を行う　　構造計算等により必要長さの確認を行う　　構造計算等により必要長さの確認を行う　　構造計算等により必要長さの確認を行うが多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) ２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は、斜めにしてもよい。　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手　　にある柱主筋が重ね接手

1
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5d

1
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1
5d 1
5d

1
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1
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Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。　　ものとする。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） 1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．Ｌ1、Ｌ1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ ３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。余長余長余長余長余長余長余長 　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。　　の場合、フックを付ける。間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔
４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取 余長余長余長余長余長余長余長2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ2．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ ※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※　Ｌ3hを確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手余長余長余長余長余長余長余長

h 0h
0

h
0

h
0 h 0h 0h 0 ＤＤＤＤＤＤＤ　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保　　合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け3．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受け 　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。

余長余長余長余長余長余長余長　　する。　　する。　　する。　　する。　　する。　　する。　　する。　　　　る小梁は除く。　　　　る小梁は除く。　　　　る小梁は除く。　　　　る小梁は除く。　　　　る小梁は除く。　　　　る小梁は除く。　　　　る小梁は除く。 ≦
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４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合
Ｌa

※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ1
5d1
5d

1
5d

1
5d 1
5d

1
5d

1
5d

Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※Ｌa
※4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。 　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。ＤＤＤＤＤＤＤ あきあきあきあきあきあきあき ＤＤＤＤＤＤＤ 下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。5．フックありの定着の場合は、下図に示すようにフック部分　を含まない。 Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径 Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、※　Ｌaの数値は、原則として、が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合
　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。 鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき 　　柱せいの3/4以上とする。　　柱せいの3/4以上とする。　　柱せいの3/4以上とする。　　柱せいの3/4以上とする。　　柱せいの3/4以上とする。　　柱せいの3/4以上とする。　　柱せいの3/4以上とする。15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)
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6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点 定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点 h
0h
0

h
0

h
0 h 0h 0h
0

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3Ｌ1、Ｌ2又はＬ3Ｌ1、Ｌ2又はＬ3Ｌ1、Ｌ2又はＬ3Ｌ1、Ｌ2又はＬ3Ｌ1、Ｌ2又はＬ3Ｌ1、Ｌ2又はＬ3 Ｌ1h、Ｌ2h又はＬ3hＬ1h、Ｌ2h又はＬ3hＬ1h、Ｌ2h又はＬ3hＬ1h、Ｌ2h又はＬ3hＬ1h、Ｌ2h又はＬ3hＬ1h、Ｌ2h又はＬ3hＬ1h、Ｌ2h又はＬ3h
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20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)
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直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ フックありの定着の長さフックありの定着の長さフックありの定着の長さフックありの定着の長さフックありの定着の長さフックありの定着の長さフックありの定着の長さ ９φ９φ９φ９φ９φ９φ９φ 13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ 16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ 19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ 22φ22φ22φ22φ22φ22φ22φ 25φ25φ25φ25φ25φ25φ25φ 28φ28φ28φ28φ28φ28φ28φ 32φ32φ32φ32φ32φ32φ32φ丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼

直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ 異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋 Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10 Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13 Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16 Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19 Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22Ｄ22 Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25Ｄ25 Ｄ28Ｄ28Ｄ28Ｄ28Ｄ28Ｄ28Ｄ28 Ｄ32Ｄ32Ｄ32Ｄ32Ｄ32Ｄ32Ｄ32 ≧150≧150≧150≧150≧150≧150≧150 ≧150≧150≧150≧150≧150≧150≧150

継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着 下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋
ＤＤＤＤＤＤＤ0000000/4/4/4/4/4/4/4記　　号記　　号記　　号記　　号記　　号記　　号記　　号 柱主筋の継手、定着及び余長柱主筋の継手、定着及び余長柱主筋の継手、定着及び余長柱主筋の継手、定着及び余長柱主筋の継手、定着及び余長柱主筋の継手、定着及び余長柱主筋の継手、定着及び余長

0000000

大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長

ｲ）定着の方法ｲ）定着の方法ｲ）定着の方法ｲ）定着の方法ｲ）定着の方法ｲ）定着の方法ｲ）定着の方法 ２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋 3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１
仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを ①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形

１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋
確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下図に　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築

(１)独立基礎(１)独立基礎(１)独立基礎(１)独立基礎(１)独立基礎(１)独立基礎(１)独立基礎 (２)連続基礎(２)連続基礎(２)連続基礎(２)連続基礎(２)連続基礎(２)連続基礎(２)連続基礎より、下記の条件を全て満足するものとする。より、下記の条件を全て満足するものとする。より、下記の条件を全て満足するものとする。より、下記の条件を全て満足するものとする。より、下記の条件を全て満足するものとする。より、下記の条件を全て満足するものとする。より、下記の条件を全て満足するものとする。工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和４年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき

場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。

鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準 ②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形

③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋） ④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形

２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ

２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等

1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置

(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。

(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。

(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は5d以上、片面重ね

   アーク溶接の場合は10d以上とする。   アーク溶接の場合は10d以上とする。   アーク溶接の場合は10d以上とする。   アーク溶接の場合は10d以上とする。   アーク溶接の場合は10d以上とする。   アーク溶接の場合は10d以上とする。   アーク溶接の場合は10d以上とする。

(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。
2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置

(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合(ｱ)間隔が一様で、ハンチのない場合
隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の場合 基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋
及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、

１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。
1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項

(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(ｱ)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ

　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、　 ない場合は、柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、

　 下図による。　 下図による。　 下図による。　 下図による。　 下図による。　 下図による。　 下図による。 (ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合(ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合(ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合(ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合(ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合(ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合(ｲ)間隔が一様で、ハンチのある場合異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック
(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。(ｲ)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（ｲ）による。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。

ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｱ）柱の四隅にある主筋の重ね接手（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）ｲ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）ｳ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く。）
　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）　（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）

ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）ｴ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）
(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合(ｳ)梁の端部で間隔の異なる場合ｵ）杭基礎のベース筋ｵ）杭基礎のベース筋ｵ）杭基礎のベース筋ｵ）杭基礎のベース筋ｵ）杭基礎のベース筋ｵ）杭基礎のベース筋ｵ）杭基礎のベース筋

2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋ｶ）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強

５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着

Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。Ｌ1 は１．ｲ）、Ｌ2 及びＬ3 は2．ｱ）による。

鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着
3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋

１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手 3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長 (1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁
鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。  　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。 　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。 　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。 　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。 　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。 　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。 　ただし、耐圧スラブがつく場合は４）による。
原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継ぎ手を用いない。

なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。ｱ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。

　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね接手の長さは、40d（軽量コンクリートの
６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね接手の長さのうちいずれか大きい値とする。

ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。ｲ）ｱ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。

梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋

２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長
１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで(ｱ)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことがで

   きない場合は、柱内に定着することができる。   きない場合は、柱内に定着することができる。   きない場合は、柱内に定着することができる。   きない場合は、柱内に定着することができる。   きない場合は、柱内に定着することができる。   きない場合は、柱内に定着することができる。   きない場合は、柱内に定着することができる。

   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。

２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔
あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。

１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋（溶接金網含む）の最小かぶり厚さ（㎜）
ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合 (ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(ｲ)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の 小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。 　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。
1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　上端筋：曲げ降ろす。　　　上端筋：曲げ降ろす。
１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長

　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　下端筋：原則として曲げ上げる。　　　下端筋：原則として曲げ上げる。
１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合

(ｳ)段違い梁は、下図による。(ｳ)段違い梁は、下図による。(ｳ)段違い梁は、下図による。(ｳ)段違い梁は、下図による。(ｳ)段違い梁は、下図による。(ｳ)段違い梁は、下図による。(ｳ)段違い梁は、下図による。

２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着

ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。ｱ）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。

柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋
２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合

２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長

２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき

1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。

(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍(ｱ）粗骨材の最大寸法の1.25倍

(ｲ)25㎜(ｲ)25㎜(ｲ)25㎜(ｲ)25㎜(ｲ)25㎜(ｲ)25㎜(ｲ)25㎜

(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍(ｳ)隣り合う鉄筋の径の平均の1.5倍

2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨

   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。

3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

設計設計設計設計設計設計設計

図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．

福山市福山市福山市福山市福山市福山市福山市

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室 ２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月

　鉄筋工事仕様書　No.１　鉄筋工事仕様書　No.１　鉄筋工事仕様書　No.１　鉄筋工事仕様書　No.１　鉄筋工事仕様書　No.１　鉄筋工事仕様書　No.１　鉄筋工事仕様書　No.１

S-02S-02S-02S-02S-02S-02S-02

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課



縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋 余長余長余長余長余長余長余長
かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＤＤＤＤＤＤＤ 貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径

かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網
片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋 余長余長余長余長余長余長余長2222222ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径ＬＬＬＬＬＬＬ1111111 開口開口開口開口開口開口開口 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d2222222 /3/3/3/3/3/3/3 2222222 /3/3/3/3/3/3/3※※※※※※※1111111

及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ 突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出しリング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋1111111 D/2D/2D/2D/2D/2D/2D/21
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リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋
2222222 2222222 突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し 余長余長余長余長余長余長余長※※※※※※※ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ※※※※※※※ 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

3333333 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ D13D13D13D13D13D13D133333333 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ

1111111余長余長余長余長余長余長余長 D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 先
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突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠ D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋
配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図
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壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形
ＬＬＬＬＬＬＬD10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠ 1111111一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階 最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階 D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） ＬＬＬＬＬＬＬ1111111ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

ＬＬＬＬＬＬＬ 1111111ＬＬＬＬＬＬＬ1111111１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４
３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。

垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合
aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。※1．　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。 ＬＬＬＬＬＬＬD10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠ D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠ ＬＬＬＬＬＬＬ 1111111先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋 11111113h3h3h3h3h3h3hＬＬＬＬＬＬＬ※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。※2．　を確保できない場合は、鉄筋の継手及び定着の項によることができる。

ｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔ
D13D13D13D13D13D13D13 D13D13D13D13D13D13D13配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

ｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔ
貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合D13D13D13D13D13D13D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す

2222222 補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さＬＬＬＬＬＬＬ

Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋
ａａａａａａａ先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁） 配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋
打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋 上下筋上下筋上下筋上下筋上下筋上下筋上下筋 配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図

種別種別種別種別種別種別種別
壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁 ＬＬＬＬＬＬＬ11111112222222ＬＬＬＬＬＬＬ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１ な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋 片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ 折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13
2222222 本本本本本本本nnnnnnn 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２ 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋 １．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部 3333333ＬＬＬＬＬＬＬ2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

D13D13D13D13D13D13D132222222ＬＬＬＬＬＬＬ 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面 垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面 　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。
2222222 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

1111111

２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦におろす。

ＬＬＬＬＬＬＬ（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

1111111 Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３ 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D132222222nnnnnnn（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本 ３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。 22222222222222 ＬＬＬＬＬＬＬパラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋
1111111nnnnnnn（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D133333333　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。2222222 ＬＬＬＬＬＬＬ

1111111nnnnnnn 本本本本本本本３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４ 4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋

片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着
Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５ 4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６ 4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 3-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D13二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋 短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋） 配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋 短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋） 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域） 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域） Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７ 4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22
種別種別種別種別種別種別種別 全域全域全域全域全域全域全域 全域全域全域全域全域全域全域 種別種別種別種別種別種別種別 全域全域全域全域全域全域全域 全域全域全域全域全域全域全域

壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋 5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500) ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠ ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠
（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１ D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠ D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠ Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８ D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠ D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠

ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠ ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋 断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)
Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２ 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠ Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９ 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠ ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠
Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３ 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠ Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10 D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠ D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠ Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋120120120120120120120Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12 D10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングル ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ D13、D16-150＠D13、D16-150＠D13、D16-150＠D13、D16-150＠D13、D16-150＠D13、D16-150＠D13、D16-150＠

5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４ D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠ D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠ Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠
配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図0000000 種別種別種別種別種別種別種別Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５ 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠ Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠Ｗ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15Ａ D10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングル ＬＬＬＬＬＬＬ2222222 ｔｔｔｔｔｔｔ150150150150150150150
Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６ 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠ Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13 D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ bbbbbbb D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ＬＬＬＬＬＬＬＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15Ｂ D10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングル

D13D13D13D13D13D13D13 Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１ 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13
Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７ D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠ D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠ Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14 同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上 D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠ 補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。

Ｗ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18Ａ D10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブル
180180180180180180180 な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。 3333333ＬＬＬＬＬＬＬ出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋

余長余長余長余長余長余長余長 150150150150150150150Ｗ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18Ｂ D10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブル 短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向
Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２ 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13D10D10D10D10D10D10D10

ｔｔｔｔｔｔｔＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20Ａ D10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブル 柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁 出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部200200200200200200200 D10D10D10D10D10D10D10
1111111 ＬＬＬＬＬＬＬ1111111 1111111/2/2/2/2/2/2/2 /2/2/2/2/2/2/2Ｗ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20Ｂ D10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブル D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋 D10D10D10D10D10D10D10ＬＬＬＬＬＬＬ2222222長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋） D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠3333333ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３ 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。 短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋） bbbbbbbD13D13D13D13D13D13D13 ＬＬＬＬＬＬＬ22 22 22 222 22 22 2
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11 11 11 1 余長余長余長余長余長余長余長 Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４ 6-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D13
出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ 出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋

柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱 の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋
ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

階段の階段の階段の階段の階段の階段の階段の スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋 （注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋 断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

1111111 1111111補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着
二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル ２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。1111111ＬＬＬＬＬＬＬＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1

ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1 180180180180180180180 ＬＬＬＬＬＬＬ2222222 ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋1111111１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） 2222222 （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3 00000001111111１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。2222222D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠
bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬ横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋 ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル 配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋1501501501501501501501111111２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図

種別種別種別種別種別種別種別受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋 出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2
ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2 200200200200200200200 ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4 ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しD10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ 片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋 余長余長余長余長余長余長余長3333333ＬＬＬＬＬＬＬダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル 3333333ＬＬＬＬＬＬＬ受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13
（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。

ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ D10D10D10D10D10D10D10
D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠ｔｔｔｔｔｔｔ ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132222222ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）
柱柱柱柱柱柱柱 D10D10D10D10D10D10D102222222ＬＬＬＬＬＬＬ

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋 ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠ａａａａａａａａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬbbbbbbb梁梁梁梁梁梁梁 （D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）ＬＬＬＬＬＬＬ1111111 D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

3333333ＬＬＬＬＬＬＬ主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ 4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋余長余長余長余長余長余長余長 スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬ3333333ＬＬＬＬＬＬＬ bbbbbbb bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋 余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 3333333ＬＬＬＬＬＬＬ（D16）（D16）（D16）（D16）（D16）（D16）（D16）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ 4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。
3333333ＬＬＬＬＬＬＬ余長余長余長余長余長余長余長

3333333ＬＬＬＬＬＬＬ 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 端　部端　部端　部端　部端　部端　部端　部
4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋
ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ 4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置2222222ＬＬＬＬＬＬＬ （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁と土間スラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
梁梁梁梁梁梁梁 一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合 耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置 （注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置
≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋
土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。 片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋

２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。2222222ＬＬＬＬＬＬＬ1111111ＬＬＬＬＬＬＬ 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋 ａａａａａａａ ａａａａａａａ
D13D13D13D13D13D13D13 D13D13D13D13D13D13D13３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－1,000＠程度とする。 0000000 コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

上上上上上上上 D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠ 上上上上上上上 D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1 ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２） D10D10D10D10D10D10D10下下下下下下下 D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠ 下下下下下下下 D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠ 土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及
上上上上上上上 D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠ 上上上上上上上 D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠ tttttttび間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2 ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6
下下下下下下下 D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠ 下下下下下下下

D16D16D16D16D16D16D162222222ＬＬＬＬＬＬＬ D13D13D13D13D13D13D13
中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 端　部端　部端　部端　部端　部端　部端　部1111111 2222222 上上上上上上上 D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠D10、D13-150＠ 上上上上上上上 D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ継手　 継手　 継手　 継手　 継手　 継手　 継手　 

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3 ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋
下下下下下下下 D10、D13-300＠D10、D13-300＠D10、D13-300＠D10、D13-300＠D10、D13-300＠D10、D13-300＠D10、D13-300＠ 下下下下下下下

控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）上上上上上上上 D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠D10、D13-200＠
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4 １．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 下下下下下下下 D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して

　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D132222222ＬＬＬＬＬＬＬ
D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 ２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000) コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面） （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠ＬＬＬＬＬＬＬ D10D10D10D10D10D10D10１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D132222222ＬＬＬＬＬＬＬ 8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上
先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。
2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 コンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さ

10d以上10d以上10d以上10d以上10d以上10d以上10d以上
２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き D13D13D13D13D13D13D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 ＨＨＨＨＨＨＨ 800800800800800800800　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。 ＨＨＨＨＨＨＨ

壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）
D13D13D13D13D13D13D13

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13

22222222222222 ＬＬＬＬＬＬＬ 22222222222222 ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ
5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ 350㎜350㎜350㎜350㎜350㎜350㎜350㎜主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面） 受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13
配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合 70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面） （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

ＬＬＬＬＬＬＬ
１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより 段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋
　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。
２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き 上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋 上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋≦600≦600≦600≦600≦600≦600≦600 あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。

壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形） 壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形） 片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7） 縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋
縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋 補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋

壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別 壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別
縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め 縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋
下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋
下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20 4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形

階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２
１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段

２．片持梁主筋の定着及び余長２．片持梁主筋の定着及び余長２．片持梁主筋の定着及び余長２．片持梁主筋の定着及び余長２．片持梁主筋の定着及び余長２．片持梁主筋の定着及び余長２．片持梁主筋の定着及び余長
片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、

1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合
特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。

3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部

　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合
５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）

1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め
11111111111111 ２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。

2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋

スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋

６．出隅部及び入隅部の補強６．出隅部及び入隅部の補強６．出隅部及び入隅部の補強６．出隅部及び入隅部の補強６．出隅部及び入隅部の補強６．出隅部及び入隅部の補強６．出隅部及び入隅部の補強１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋
1）屋根スラブの出隅部及び入隅部1）屋根スラブの出隅部及び入隅部1）屋根スラブの出隅部及び入隅部1）屋根スラブの出隅部及び入隅部1）屋根スラブの出隅部及び入隅部1）屋根スラブの出隅部及び入隅部1）屋根スラブの出隅部及び入隅部 ２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋

１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋

1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。

2）片持スラブの出隅部2）片持スラブの出隅部2）片持スラブの出隅部2）片持スラブの出隅部2）片持スラブの出隅部2）片持スラブの出隅部2）片持スラブの出隅部

2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。

２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋

７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等

1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着

2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋
（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋

１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋

３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い

1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋

３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。 梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋

１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋

１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。

２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より３）孔の上下方向の位置は、梁せいの中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より
2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。

４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。

　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。
８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強

６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。

８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げ

　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで　　ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することがで

　　きる。　　きる。　　きる。　　きる。　　きる。　　きる。　　きる。

９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の11）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の

　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強

1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 　鉄筋工事仕様書　No.２　鉄筋工事仕様書　No.２　鉄筋工事仕様書　No.２　鉄筋工事仕様書　No.２　鉄筋工事仕様書　No.２　鉄筋工事仕様書　No.２　鉄筋工事仕様書　No.２

設計設計設計設計設計設計設計

図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．

福山市福山市福山市福山市福山市福山市福山市

２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月

S-03S-03S-03S-03S-03S-03S-03

藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課



　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法

   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合

　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。

   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合

　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。

(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥

　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模

   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。

　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。

　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。

　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範

　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。

　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。

率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困

床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。

　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。

　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付

　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。

　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。

(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。

   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等

   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等

   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。

   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい

　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。

　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径 ３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立 (3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１
(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を

   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書
(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。 ９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。
(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。 (1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。
(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で 　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。

   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。 (2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験１．材料１．材料１．材料１．材料１．材料１．材料１．材料
   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。

材料名材料名材料名材料名材料名材料名材料名

　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。

2222222 2222222(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶 　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。

   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。

４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工

(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現 　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。

   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア

   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを

   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。

(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の

※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合    承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。 ５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接
　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）

　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。 １．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。

５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ ２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り

(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。 (1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。

(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。 (2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。

(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。 (3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。

(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。 (4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。

   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ ３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工

   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。 (1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下

(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状    向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。

　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5 (2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。

　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。 (3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、

　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、    スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。

　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。 (4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験

     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方    等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。

　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。 ４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）

(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査

   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。

６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理    (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。

(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。       ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接

　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。       される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。

　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された (2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験

(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。    (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数

(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ       とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。

(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。    ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。 ５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接

７．組立７．組立７．組立７．組立７．組立７．組立７．組立 ５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度 (1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込

(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発    み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若

   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。

(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。 (2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。    (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と

(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。       なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。

８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け    (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。       における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。

(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。

(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。 ６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱 ６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装
22222222222222 22222222222222２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意 (4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。 (1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以

   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。 １．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,
１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺

(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。 見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。
(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。

(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ） ２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲
(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差

2222222 2222222 2222222

   を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜ (1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。
  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。

   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜    (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分
２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき

   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。    (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面2222222490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た
(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。 (4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確    (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面

だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。
(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。    実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。    (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分

３．切断３．切断３．切断３．切断３．切断３．切断３．切断
(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。 (5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。    (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分

(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の
   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。 (6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす (2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接

   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ
   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。    る。   る。   る。   る。   る。   る。   る。    に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。

 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。
(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件 (7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱 (3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範

(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。
   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に    囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。

４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径
９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認    応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。 ３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装

(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。
(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。 (8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。 (1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗

　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト (9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。    装する。   装する。   装する。   装する。   装する。   装する。   装する。

　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。 (2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。

(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。
(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。

(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。               ７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図

標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲
　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト １．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。

 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 ２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。
難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。 ３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重

　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで） 　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。
６．その他６．その他６．その他６．その他６．その他６．その他６．その他

４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群
施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。

　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。 　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。
設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加

 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 ５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全
工する。工する。工する。工する。工する。工する。工する。

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。 　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。

　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト ６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト
７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要

１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔 　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追 　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。

(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ ８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。

　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。 ９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。

(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜ (2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。

   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。 10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器 ７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認 ８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき
(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。 次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。

(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル (1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前 １．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。

　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。    隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃 ２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。

11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合 ３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。

(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。 (2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中 ４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。

２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔 　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接    溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の 　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）

(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３    スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等

   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。 (3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後

(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。    外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接

３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔 ８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合
(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組

１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者    織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。

溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410

（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。

２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工

開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。 (2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）
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ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ Ａ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢ 1111111 2222222 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 ＢＢＢＢＢＢＢ 1111111 2222222 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 ＢＢＢＢＢＢＢ 3333333 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 （単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

45454545454545 25252525252525 12121212121212 100100100100100100100 56565656565656 16161616161616 50505050505050 30303030303030 12121212121212 板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚 手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所 自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所
50505050505050 28282828282828 16161616161616 125125125125125125125 75757575757575 16161616161616 65656565656565 35353535353535 20202020202020 ６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　 30303030303030 50505050505050
60606060606060 35353535353535 16161616161616 150150150150150150150 90909090909090 22222222222222 70707070707070 40404040404040 20202020202020 ６を超える６を超える６を超える６を超える６を超える６を超える６を超える 40404040404040 70707070707070

○○○○○○○ 構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材 ・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材） ※SS400※SS400※SS400※SS400※SS400※SS400※SS400 ・SS490・SS490・SS490・SS490・SS490・SS490・SS490 ・SS540・SS540・SS540・SS540・SS540・SS540・SS540 65656565656565 35353535353535 20202020202020 175175175175175175175 105105105105105105105 22222222222222 75757575757575 40404040404040 22222222222222 （注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。
・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106 （溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材） ・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A ・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B ・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C 70707070707070 40404040404040 20202020202020 200200200200200200200 120120120120120120120 24242424242424 80808080808080 45454545454545 22222222222222

・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A ・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B ・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C 75757575757575 40404040404040 22222222222222 250250250250250250250 150150150150150150150 24242424242424 90909090909090 50505050505050 24242424242424
(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1(注)1

・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA ・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB 80808080808080 45454545454545 22222222222222 300300300300300300300 150150150150150150150 40404040404040 24242424242424 100100100100100100100 55555555555555 24242424242424

・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B ・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C 90909090909090 50505050505050 24242424242424 350350350350350350350 140140140140140140140 70707070707070 24242424242424

・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114 （溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP ・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP ・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP 100100100100100100100 55555555555555 24242424242424 400400400400400400400 140140140140140140140 90909090909090 24242424242424

・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP ・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP ・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP 125125125125125125125 50505050505050 35353535353535 24242424242424 　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合
・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136 （建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材） ・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A ・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B ・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C 130130130130130130130 50505050505050 40404040404040 24242424242424

・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B ・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C 150150150150150150150 55555555555555 55555555555555 24242424242424

・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138 （建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼） ・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A ・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B ・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B 175175175175175175175 60606060606060 70707070707070 24242424242424

・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350 （一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼） ※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400 200200200200200200200 60606060606060 90909090909090 24242424242424

・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353 （一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼） ・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400

・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管） ※STK400※STK400※STK400※STK400※STK400※STK400※STK400 ・STK490・STK490・STK490・STK490・STK490・STK490・STK490

・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管） ※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400 ・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490 （単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475 （建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管） ・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W ・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B ・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B 溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法 長さ長さ長さ長さ長さ長さ長さ
・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352 （デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート） ・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T ・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2 ・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3 手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接 30以上30以上30以上30以上30以上30以上30以上

・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG ・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G 半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接 30以上30以上30以上30以上30以上30以上30以上

自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接 70以上70以上70以上70以上70以上70以上70以上
○○○○○○○ ボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナット ・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材） 建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材 ・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220 （構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット） 構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト

・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186 （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット） ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12 Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16 Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20 Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22 Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24

・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T） ※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T） ・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T） JIS形JIS形JIS形JIS形JIS形JIS形JIS形 25252525252525 30303030303030 35353535353535 40404040404040 45454545454545

・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09 （構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット） トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形 25252525252525 30303030303030 35353535353535 40404040404040

・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180 （六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト） ※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中 ねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6g 強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6

・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181 （六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット） ※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中 ねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6H 強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T
ボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さ

加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256 （平座金）（平座金）（平座金）（平座金）（平座金）（平座金）（平座金） ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ
施工前施工前施工前施工前施工前施工前施工前締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ 加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ

①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部
○○○○○○○ ターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックル ・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540 （建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）

③③③③③③③ ②②②②②②②①①①①①①①
②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541 （建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴） ※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式

③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部

施工後施工後施工後施工後施工後施工後施工後

名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称 規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格
余長余長余長余長余長余長余長ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ○○○○○○○ 溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料 座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ

JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒） JIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルト トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒
JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 （耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）
1111111

2.52.52.52.52.52.52.5ガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアーク JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315 （耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）
③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工 ②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛

JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320 （耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを
セルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアー

JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ） 　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。ク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤ

JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）
サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶

JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）
接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料 鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使用区分

JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352 （サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）
溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件 適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。

エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶 入熱入熱入熱入熱入熱入熱入熱 パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度
JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353 （軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス） 400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級 490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級 520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級

接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料 （kJ/cm）（kJ/cm）（kJ/cm）（kJ/cm）（kJ/cm）（kJ/cm）（kJ/cm） （℃）（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）

15～3015～3015～3015～3015～3015～3015～30 ≦250≦250≦250≦250≦250≦250≦250 ＹＧＷ11、15ＹＧＷ11、15ＹＧＷ11、15ＹＧＷ11、15ＹＧＷ11、15ＹＧＷ11、15ＹＧＷ11、15 ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19
スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料 JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198 （頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）

15～3015～3015～3015～3015～3015～3015～30 ≦450≦450≦450≦450≦450≦450≦450 ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19

－－－－－－－ 上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料 15～4015～4015～4015～4015～4015～4015～40 ≦350≦350≦350≦350≦350≦350≦350 ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19ＹＧＷ11、15、18、19 ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19ＹＧＷ18、19

※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。

（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び 一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク

Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12  50程度 50程度 50程度 50程度 50程度 50程度 50程度

Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16 100程度100程度100程度100程度100程度100程度100程度

Ｍ20、Ｍ22Ｍ20、Ｍ22Ｍ20、Ｍ22Ｍ20、Ｍ22Ｍ20、Ｍ22Ｍ20、Ｍ22Ｍ20、Ｍ22 150程度150程度150程度150程度150程度150程度150程度

Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24 200程度200程度200程度200程度200程度200程度200程度

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名 D10D10D10D10D10D10D10 D13D13D13D13D13D13D13 D16D16D16D16D16D16D16 D19D19D19D19D19D19D19 D22D22D22D22D22D22D22 D25D25D25D25D25D25D25 D29D29D29D29D29D29D29 D32D32D32D32D32D32D32

鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径 21212121212121 24242424242424 28282828282828 31313131313131 35353535353535 38383838383838 43434343434343 46464646464646
余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準

板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）

鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種 溶接法溶接法溶接法溶接法溶接法溶接法溶接法 25≦t25≦t25≦t25≦t25≦t25≦t25≦t 32≦t32≦t32≦t32≦t32≦t32≦t32≦t 40≦t40≦t40≦t40≦t40≦t40≦t40≦t 50＜t50＜t50＜t50＜t50＜t50＜t50＜t 75＜t75＜t75＜t75＜t75＜t75＜t75＜t
t＜25t＜25t＜25t＜25t＜25t＜25t＜25

＜32＜32＜32＜32＜32＜32＜32 ＜40＜40＜40＜40＜40＜40＜40 ≦50≦50≦50≦50≦50≦50≦50 ≦75≦75≦75≦75≦75≦75≦75 ≦100≦100≦100≦100≦100≦100≦100

SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃
（注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　

（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4 （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接 （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接

（注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　 80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  
SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  

（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接 （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  SM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 Y 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ （注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  

低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 80℃80℃80℃80℃80℃80℃80℃ 80℃80℃80℃80℃80℃80℃80℃ 100℃100℃100℃100℃100℃100℃100℃ 120℃120℃120℃120℃120℃120℃120℃

（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接
予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 80℃80℃80℃80℃80℃80℃80℃ 100℃100℃100℃100℃100℃100℃100℃（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） １．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。１．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。１．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。１．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。１．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。１．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。１．鋼種SM 400、SN 400の場合に適用し、鋼種SS 400は別途検討すること。

２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。

３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。

４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによるCO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆

　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 孔　径孔　径孔　径孔　径孔　径孔　径孔　径 ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ddddddd 1111111

高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.01111111 d ＜27d ＜27d ＜27d ＜27d ＜27d ＜27d ＜271111111

1111111普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.51111111

1111111アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.01111111

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び 縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ） ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22 40404040404040 60606060606060

Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24 45454545454545 70707070707070

ｐｐｐｐｐｐｐ ｐｐｐｐｐｐｐ ｅｅｅｅｅｅｅ

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）
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工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 　鉄骨工事仕様書　No.１　鉄骨工事仕様書　No.１　鉄骨工事仕様書　No.１　鉄骨工事仕様書　No.１　鉄骨工事仕様書　No.１　鉄骨工事仕様書　No.１　鉄骨工事仕様書　No.１

設計設計設計設計設計設計設計

図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．図 面 Ｎ Ｏ ．

福山市福山市福山市福山市福山市福山市福山市

２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月２０２５年３月

広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室

S-04S-04S-04S-04S-04S-04S-04

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課建設局建築部営繕課



(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2

９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法

10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立

(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準

２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場

２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接

(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準

13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準
(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト １．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接

(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準

14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度

１．製品１．製品１．製品１．製品１．製品１．製品１．製品

12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接

(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛 0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S 0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ
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BBBBBBB BBBBBBB(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接 B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜） B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm） 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

   突合せ継手の余   突合せ継手の余   突合せ継手の余   突合せ継手の余   突合せ継手の余   突合せ継手の余   突合せ継手の余 0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜ 0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ
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BBBBBBB BBBBBBB(4)完全溶込み溶接(4)完全溶込み溶接(4)完全溶込み溶接(4)完全溶込み溶接(4)完全溶込み溶接(4)完全溶込み溶接(4)完全溶込み溶接 B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm） B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm） 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

   角継手の余盛の   角継手の余盛の   角継手の余盛の   角継手の余盛の   角継手の余盛の   角継手の余盛の   角継手の余盛の 0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜0≦△h≦3㎜ 0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜0≦△h≦5㎜ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ
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　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ 15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm） 15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）

△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ 0≦△h≦4㎜0≦△h≦4㎜0≦△h≦4㎜0≦△h≦4㎜0≦△h≦4㎜0≦△h≦4㎜0≦△h≦4㎜ 0≦△h≦6㎜0≦△h≦6㎜0≦△h≦6㎜0≦△h≦6㎜0≦△h≦6㎜0≦△h≦6㎜0≦△h≦6㎜

25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm） 25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）25㎜≦B（h=0mm）

0≦△h≦4B/25㎜0≦△h≦4B/25㎜0≦△h≦4B/25㎜0≦△h≦4B/25㎜0≦△h≦4B/25㎜0≦△h≦4B/25㎜0≦△h≦4B/25㎜ 0≦△h≦6B/25㎜0≦△h≦6B/25㎜0≦△h≦6B/25㎜0≦△h≦6B/25㎜0≦△h≦6B/25㎜0≦△h≦6B/25㎜0≦△h≦6B/25㎜

(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接
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t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm) （h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)

hh hh hh h   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て

tt tt tt t 0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ
名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 図図図図図図図 管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差 限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差 測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具    金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛

t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm) t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)
　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ

0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm 0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mme≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間 e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ
△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈee ee ee e(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接) 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接 （h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)11 11 11 1△
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ｅｅｅｅｅｅｅ hh hh hh hhh hh hh h DD DD DD D

   Ｔ継手(裏はつり)   Ｔ継手(裏はつり)   Ｔ継手(裏はつり)   Ｔ継手(裏はつり)   Ｔ継手(裏はつり)   Ｔ継手(裏はつり)   Ｔ継手(裏はつり) DD DD DD D 0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージtt tt tt ttt tt tt tee ee ee e RR RR RR R(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜ e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

22 22 22 2hh hh hh h hh hh hh hRR RR RR R   の余盛の高さ   の余盛の高さ   の余盛の高さ   の余盛の高さ   の余盛の高さ   の余盛の高さ   の余盛の高さ t＞40㎜ （h=5mm）t＞40㎜ （h=5mm）t＞40㎜ （h=5mm）t＞40㎜ （h=5mm）t＞40㎜ （h=5mm）t＞40㎜ （h=5mm）t＞40㎜ （h=5mm） t＞40㎜　(h=5mm)t＞40㎜　(h=5mm)t＞40㎜　(h=5mm)t＞40㎜　(h=5mm)t＞40㎜　(h=5mm)t＞40㎜　(h=5mm)t＞40㎜　(h=5mm)DD DD DD D   間   間   間   間   間   間   間 ｅｅｅｅｅｅｅ 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺
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△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ 0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm 0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm

ee ee ee e(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜ t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜ 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺

22 22 22 211 11 11 1 tt tt tt ttt tt tt t   食違い   食違い   食違い   食違い   食違い   食違い   食違い e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜ 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺
(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット 完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接 e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜ 完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接 e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜ アンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカット

tt tt tt tｅｅｅｅｅｅｅ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ ee ee ee eee ee ee e

22 22 22 2 ｅｅｅｅｅｅｅ 前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接 e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜ 前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接 e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜ ゲージゲージゲージゲージゲージゲージゲージ11 11 11 1 tt tt tt t e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜ e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージtt tt tt t

側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接 e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜ 側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接 e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜  対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片
1111111 2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t ) ttttttt ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7 ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1

(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜ 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ ㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当 ㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当eeeeeee
（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり) サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接 り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所 り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所

ａａａａａａａ 0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜ 0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜ の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。 の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。aaaaaaa
ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、 ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、

ee ee ee eセルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺22 22 22 2(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜11 11 11 1 tt tt tt ttt tt tt taaaaaaa 0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜ 0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜ 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜　 食違い　 食違い　 食違い　 食違い　 食違い　 食違い　 食違い

ee ee ee e(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ 22 22 22 2 テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

11 11 11 1 e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜ｅｅｅｅｅｅｅ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜
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(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり) △ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°） △ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°） テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージe≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜

△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、 ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、 1111111 2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t ) 測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具

3333333セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 ttttttt(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス3333333 3333333
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梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、 被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面 コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス
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　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり △ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜ 　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり △ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜

サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接
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θ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θ
1111111(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度 △θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°） △θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°） 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ ttttttt

1111111 2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )△θ△θ△θ△θ△θ△θ△θ △θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°） △θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）

aa aa aa a 1111111 1111111(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ
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ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。 ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。 ルールルールルールルールルールルールルール
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150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ3333333 3333333ビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さ ビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さ
22222222222222△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°） △θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）2222222θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ 2222222θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ 

150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。 150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。1111111 22222223333333e =B -Be =B -Be =B -Be =B -Be =B -Be =B -Be =B -B
22222222222222△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°） △θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°） aa aa aa a 11 11 11 125㎜25㎜25㎜25㎜25㎜25㎜25㎜

ee ee ee e

11 11 11 1b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面

ee ee ee e

bb bb bb b(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ 開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下 開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下 対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片

自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下 自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下
1111111BBBBBBB

2222222BBBBBBB 2
5㎜2
5㎜

2
5㎜

2
5㎜ 2
5㎜

2
5㎜
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(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ 開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜ 開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ aaaaaaa aaaaaaa
    深さ    深さ    深さ    深さ    深さ    深さ    深さ 自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜ 自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜ bb bb bb b

3333333e =e =e =e =e =e =e = 1111111B -BB -BB -BB -BB -BB -BB -B 2222222
ｄｄｄｄｄｄｄ

2222222eeeeeee

a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面
(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度 t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜ t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜ 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺eeeeeee

(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット 溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た 溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た ルーペルーペルーペルーペルーペルーペルーペt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつ t＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

tt tt tt t だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜ だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージe≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜
以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし 以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規
て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。 て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。

3333333ttttttt 3333333 3333333(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスt≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　 t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　

1111111 ルールルールルールルールルールルールルールe≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mm e≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mmｅｅｅｅｅｅｅ 柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ
(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。スチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナ (溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)3333333 3333333 テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージt＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜t t＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜t

クレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れ22 22 22 2 ee ee ee e 測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具e≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mm e≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mmtt tt tt t

11 11 11 1 tt tt tt t 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺
－－－－－－－－－－－－－－梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ

横割れ横割れ横割れ横割れ横割れ横割れ横割れ 縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ

2222222ttttttt
ダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラム

スチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナ
(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)

33 33 33 3 (13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ 著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。tt tt tt t

－－－－－－－ －－－－－－－
柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ eeeeeee

1111111ttttttt
－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm1111111 (14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t ) θθθθθθθ

の仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージe≦2mme≦2mme≦2mme≦2mme≦2mme≦2mme≦2mm e≦3mme≦3mme≦3mme≦3mme≦3mme≦3mme≦3mm 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材
コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスθ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3° θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°と傾きと傾きと傾きと傾きと傾きと傾きと傾き

直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい L+
△

L
L+

△
L

L+
△

L
L+

△
L

L+
△

L
L+

△
L

L+
△

L

ルールルールルールルールルールルールルール△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ
コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスｅｅｅｅｅｅｅ

eeeeeee eeeeeee ルールルールルールルールルールルールルール

金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 図図図図図図図 管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差 限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差 測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具

e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス
設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心

ｅｅｅｅｅｅｅ ルールルールルールルールルールルールルール

金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺
eeeeeee
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スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

耐火仕様②
溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。支持梁:鉄骨梁

　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上耐　火　仕　様
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート○共通事項設　　　　　　計 外

周
部

大
梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り【ＱＬ９９－５０】
［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]
Ｃ

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm) デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)
外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ] 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)
連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上)□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0 Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

端部加工 開口部補強案
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　 □認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)] 溶接金網又は異形鉄筋 壁□ＱＬ９９-５０

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋□ｴﾝｸﾛ有り １）開口がφ150mm程度の場合壁*1*2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P) コンクリート クローサー□ＱＬ９９-７５ ＱＬデッキ コンクリート□無し 又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6 ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)
*2□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

※1□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド材料／コンクリート ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０ 種  　　　     類  □普通コンクリート

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う材料／溶接金網・異形鉄筋 フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　） 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

間隔1,000以下□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 200 mm 以下※1※1□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　） ＱＬデッキ【ＱＬ９９－７５】 ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上

*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)] すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ接　　　合

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２ ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部□頭付きスタッド 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下（各長さ・ピッチは特記による　） ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
□打込み鋲 接合箇所は特記による 現場切断（QLデッキ）

デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱□その他
ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下

(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)] ※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材耐　　　火
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６ ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３QL99-50 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１ 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
コンクリート厚さ３

０

QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点
ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

ｆt×ｊ
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン ３）ｗ＞600mmの場合特　　　記 小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接支 保 工 有 無  その他：

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
 □ 無    □ 有 注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部柱廻りの補強例[2]施工上の留意点注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

補強筋(D13)焼抜き栓溶接     1)水セメント比を小さくする。アクセサリー
3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下デッキプレート幅方向 フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m

m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８
Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ

１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40

d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）デッキプレートスパン方向

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D 施

　
　

　
　

工

３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】鉄骨梁の場合墨　出　しＱa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 □事前検査

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。7,350(SPW) 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接大梁Ｑa (Ｎ) 4,000 4,900 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、6,860(APW) アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接Ａw ＝（　　　　）mm （注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡ QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領

１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。
QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ２）打込み鋲単位（ｍ） １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 □溶接後の外観検査QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。コンクリート厚(mm) 80 85 90 95 100 ３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無板厚(mm) 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 （３）標準溶接条件：下表

棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、単純 2.42 2.64 2.39 2.61 2.37 2.59 2.35 2.57 2.33 2.54 3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き2.28 2.26 2.24 2.22 2.20 QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）（内法） (2.42) (2.64) (2.39) (2.61) (2.37) (2.59) (2.35) (2.57) (2.33) (2.54) 径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
□不良部の補修3.24 3.54 3.21 3.51 3.18 3.47 3.15 3.44 3.12 3.41 ひび割れ防止筋敷込み ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ちQL50 2連続 3.06 3.03 3.01 2.98 2.95 梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を(3.24) (3.54) (3.20) (3.51) (3.15) (3.47) (3.11) (3.44) (3.07) (3.41) １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)支 2.99 3.26 2.96 3.23 2.93 3.20 2.91 3.17 2.88 3.15 なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。3連続 2.82 2.80 2.77 2.75 2.72 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり

持 (2.99) (3.26) (2.96) (3.23) (2.93) (3.20) (2.91) (3.17) (2.88) (3.15) ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格検　　査条 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。単純 3.18 3.48 3.15 3.45 3.13 3.42 3.10 3.39 3.07 3.37 溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ3.01 2.98 2.96 2.93 2.91 整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者件 ９ｍｍ以上（内法） (3.18) (3.48) (3.15) (3.45) (3.13) (3.42) (3.10) (3.39) (3.07) (3.37) ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】3.91 4.18 3.88 4.15 3.83 4.13 3.78 4.10 3.73 4.07
QL75 2連続 3.58 3.54 3.49 3.44 3.40 （５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装(3.67) (4.18) (3.62) (4.15) (3.58) (4.13) (3.53) (4.10) (3.49) (4.07) 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度コンクリート打設 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上3.68 3.93 3.65 3.91 3.63 3.88 3.60 3.86 3.58 3.83
3連続 3.50 3.47 3.44 3.41 3.38

(3.68) (3.93) (3.65) (3.91) (3.63) (3.88) (3.60) (3.86) (3.58) (3.83)
注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン
その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。
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　α値 α=３００

１．一般事項

【国土交通大臣認定】

（１２）　施工機械

施工に使用する機械は鋼管を鉛直に設置し、且つ所定の回転力を確保するために施工場所の環

境条件に適合するものを用いる。

施工機械は杭打ち機本体(クローラー機、ラフタークレーン)、リーダー(一部無い機械もある)、

（１）　施工業者

①本工法は、本「設計施工標準仕様書」による。

②杭仕様は杭材を記載した部材標準寸法を基準とし、その他は本「設計施工標準仕様書」による。

本工法の施工は、「アルファフォースパイル工法技術協会」が認定する指定施工会社が行う。

施工に先立ち設計者、元請業者と協議の上、施工計画書を作成しこれに基づき工事を実施する。

（２）　施工計画書

施工計画書には次項を記載する。

①工事概要(工事場所・施主・工期・杭仕様・設計支持力・数量)、②現場案内図、③工程表、　

④ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法概要、⑤施工手順、⑥施工管理項目、⑦地盤調査結果、⑧杭伏図、

【ALPHA FORCE PILE】

７．アルファフォースパイルの杭長【寸法記入】
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６．アルファフォースパイルの杭心間隔と基礎のへりあき

（１）　杭心間隔と基礎のへりあき

（２）　フーチング寸法例 D0：杭軸部径 , Dw：杭先端翼径

基礎のへりあき B = 杭軸部径(D0)x1.25倍。

杭芯間隔　     A = 杭先端翼径(Dw)x2.0倍。

へ
り

あ
き

B

（１１）　施工記録と施工報告書

①工事名、②施工場所、③施工年月日、④杭仕様・数量、⑤施工会社名、⑥施工機械、

施工した全ての杭について施工状況を記録して、下記の項目に関する施工報告書を作成する。

⑦調査データ、⑧施工記録表、⑨油圧抵抗値又は、回転トルク値(数値又はｸﾞﾗﾌ)、⑩施工写真。

回転駆動装置(油圧モータ)、回転機(回転チャック、回転ロッド等)で構成される。

⑨施工記録表、⑩施工機械、⑪安全管理基準、⑫作業員名簿、⑬指定施工会社認定証。

（４）　試験杭

※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-10～11)を参照。

※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-25～26)を参照。

※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-29)を参照。

※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-29)を参照。

※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-47)を参照。
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D0：杭軸部径 , Dw：杭先端翼径
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４．アルファフォースパイルの支持力

（１）　長期許容支持力の算定手順(フロー図) （２）　許容支持力の算定式

【A】地盤から求まる許容支持力(Ra1)。

1)地盤から求まる長期許容支持力(kN)。

2)地盤から求まる短期許容支持力(kN)。

Ra1=　 {α･N･Ap+(β･Ns･Ls+γ･qu･Lc)ψ}
3
1

sRa1=　 {α･N･Ap+(β･Ns･Ls+γ･qu･Lc)ψ}
3
2
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※ 材質は軸鋼管と同等以上の機械的性質を有す

　 るものとする。

５．アルファフォースパイルの施工

アルファフォースパイル工法を施工する会社は、事前に施工現場及び周辺の状況を調査し、工

事を安全かつ円滑に進めるために必要な処置を行う。次に、設計図書や現場状況などに基づき

施工機械を選定し、アルファフォースパイルを指定工場に発注する。なお、施工機は現場搬入

前に整備・点検と試運転を行う。主な準備工事の項目を以下に示す。

（３）　準備工事

① 機械の搬入に支障が無い様に、道路及び交通状況、法的規定など調査し搬入計画を検討する。

② 近隣住民に対する環境保全のための調査を行い、対策を検討する。

③ 電線などの地上障害物、ガス管、地下ケーブルなどの地中埋設物の障害がある場合は事前に

　 所轄の管理者と打合わせを行い、撤去、移設等の処置を行う。

④ 貫入場所の表土に障害物がある場合は、杭施工前に撤去する。

⑤ 搬入された杭材の材質、杭軸部径､杭軸部厚、杭長、先端翼部径､先端翼部厚を施工計画書と

⑥ 杭は製品検査に合格したものを運搬する。杭の輸送と荷降し時に損傷が生じない様に注意を

　 する。搬入された杭の保管は、作業に支障がない様に仮置きする。仮置きは３段以下の積み

　 重ねとし、荷崩れなどにより杭の損傷が生じない様に注意をする。

⑦ 施工現場が軟弱な地盤や雨水により軟弱化する恐れのある地盤では、施工機械と地耐力を

　 検討し、敷鉄板などによる地盤補強対策を行う。

⑧ 杭芯は管理者立ち会いのもとで位置の確認を行い、杭施工前に逃げ杭(鉄筋棒)を打っておく。

（５）　杭の建て込み

① 杭芯に杭をセットし、ズレ確認をする。

② 杭の吊り込みは、杭先端翼部が損傷あるいは変形をしない様に留意して行う。

（６）　杭の回転貫入

① 杭芯に杭をセットした後に回転貫入を開始する。杭の回転貫入中は、杭体の垂直度に注意し、

　 直角２方向から水平器等によって確認する。

② 油圧記録計又は回転トルク計によって、油圧抵抗値又は回転トルクの計測、記録を行う。

 ＊中間層が貫入不能の場合、また地中内障害物等で必要と判断した場合には、先行掘削を行う。

（７）　打止め管理

① 試験杭は、最初に施工する杭を試験杭とし，油圧抵抗値又は回転トルクを計測しながら設計

　 深度まで回転貫入する。油圧抵抗値又は回転トルクを地盤柱状図と比較し、支持層への貫入

　 が確認出来たら、計測結果に基づいて打止め管理値(油圧抵抗値又は回転トルク)を設定する。

② 本杭は、油圧抵抗値又は回転トルクを計測しながら設計深度まで回転貫入し、油圧抵抗値又

　 は回転トルクが試験杭により設定した打止め管理値以上で打止めとする。

　 支持層の確認が出来ない場合は、設計者と協議を行う。設計深度に到達する前に貫入不能と

　 なり、支持層への貫入確認が出来ない場合も設計者と協議を行う。

 杭芯ずれ
 直角二方向の逃げ芯の設置等に

 より確認

 打ち止め時の油圧記録計又は、

 回転トルク計により確認

 油圧抵抗値、又は

 回転トルク

 レベル等により確認 設置深さ

 溶接工  資格証の確認

 溶接状態  目視確認

 水平器等により直角二方向から

 確認

 油圧抵抗値、又は

 回転トルク

 回転貫入時の油圧記録計又は、

 回転トルク計により確認
 杭の回
 転貫入

 水平器等により直角二方向から

 確認

 杭芯ずれ
 直角二方向の逃げ芯の設置等に

 より確認 杭の建
 て込み

 先行掘削長  レベル等により確認
 先行掘
 削(※)

－－－
 施工機確認

 据え付け地盤の補強

 施工機の搬入

 据え付け地盤

 杭径・杭長・杭の許容ねじり強

 さ・先端翼部の寸法・数量及び

 材質等を施工計画書と照合

 納品書確認、施工計画書確認、

 試験杭の寸法確認
 杭材の
 受入れ

 杭の仕様

工　程 管理項目 管理方法 管理基準及び管理値

※ 先行掘削は必要な場合のみ行う。

（８）　継手の施工

2）鋼管の継手溶接

　 継手の溶接方法は、JISA5525-1994(鋼管杭)、JISA7201(遠心力コンクリート杭の施工標準)

　 に準じた溶接継手を原則とする。

① 溶接作業可能な位置で貫入を止め、裏当て金具を介して接続する側の杭の鉛直性と密着具合

Dw

H

L H

L

H：高い

L：低い

 杭の垂直度

 継ぎ杭の垂直度

先端翼部径
Dw

 準備
 　工事

 打ち
 　止め

 継手の
 　施工

　 照合する。また、杭軸部と先端翼については変形が生じていない事を確認する。

を照合して施工データと土層構成の関係を把握する。また、施工管理装置で所定深度の油圧抵

抗値又は回転トルクを把握し、本杭の打止め管理値を設定する。

なお、試験杭の本数は杭径、施工機械種毎に少なくとも１本ずつ実施する。

　 設計深度に到達する前に貫入不能となった場合、油圧抵抗値又は回転トルクが打止め管理値

　 に満たない場合は、設計者と協議を行う。

1）継杭の垂直度

　 下杭の頭部を清掃して裏当て金物を取り付ける。上杭を下杭にセットした後、垂直度は水平

　 器等により直角２方向から確認する。
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③載荷試験を行う場合は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)平成22年度版:4-2-3」による。

④上記による他は、施工計画書による。

２．アルファフォースパイルの適用範囲

（１）  国土交通大臣認定工法と適用範囲  (表 1)

項　　目 国土交通大臣認定工法

　　認定番号
 国住指第1284-1号 平成18年10月26日

 ＴＡＣＰ－０２４１

　認定をした構造
　方法等の名称

　地盤の種類
　適用する

　基礎杭の先端地盤：

　　　　　砂質地盤(礫質地盤を含む)

　基礎杭の先端地盤：粘土質地盤

　基礎杭の周囲の地盤：砂質地盤及び粘土質地盤

標準貫入試験

β=２．０

γ=０．２

　試験方法

　　　Ｎ値

　５≦Ｎ≦４２とし、

　Ｎ>４２の時はＮ=４２とする

　杭施工地盤面から130D0(D0：杭軸部径)以下

軸部径D0(mm)

最大施工深さ(m)

89.1 101.6 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

11.50 13.20 14.80 18.10 21.40 24.70 28.10 34.70

床面積の合計が50,000㎡以下の建築物

３．アルファフォースパイルの標準寸法

（１）  基礎杭の構造
アルファフォースパイルで使用する杭材の材質は、下記の杭材の材質(表 2)による。

杭材の材質 (表 2)

部　位

軸　部

先端蓋

翼部及び

掘削刃

材　　質

　JIS G 3444 一般構造用炭素鋼管 STK400等、平成12年国土交通省告示第2464号
　に基づき鋼材の許容応力度が規定された鋼管で基準強度が 235N/m㎡以上。

　JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 SS400、或いは、JIS G 3106 溶接構造用圧延

　鋼材SM490A。

　れた鋼材で基準強度がSS400或いは、SM490Aと同等以上。

　JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 SS400、平成12年国土交通省告示第2464号に
　基づき鋼材の許容応力度が規定された鋼材で基準強度が 235N/m㎡以上。

（２）  基礎杭の形状寸法
部材標準寸法 (表 3)

本体軸部(STK400)

軸部径
D0
(mm)

軸部厚
t0

(mm)

先端翼部

先端
翼径

Dw(mm)

先端翼厚tw(mm)

 9  9

上限
N値

 φ89.1 4.2 φ250.0

SS400 SM490

20

 9  9φ101.6 4.2 φ275.0 20

張出長
Bw
(mm)

角度
θ
(度)

ピッチ
(mm)

半径
r'

(mm)

高さ
h'

(mm)

厚さ
t'

(mm)

先端掘削刃(SS400)

 80.5 16.7 30 15

 86.7 15.3 38 16

4.5
φ300.0 30 92.9 14.0 17

φ114.3
φ500.0  8192.9  8.5

150 45
10

 9

6.6 φ350.0
30

φ139.8
46

5.0
φ400.0

20
φ165.2

7.1 46

5.3
φ450.0φ190.7

7.0

5.8
φ500.0φ216.3

8.2

6.0
φ600.0φ267.4

9.3

12  9

14 12

19 16

22 19

1214

25

19 16

22

22 19

28 25

28

22

46

30

46

30

46

30

150

150

150

150

150

150

150

 9

 9

 9

12

12

12

16

17

17

18

18

18 7.1166.3

 8.5141.9

 9.5129.7

10.6117.4

12.1105.1 51

57

70

83

95

※　本体舳部厚は、上記以外に汎用品より選択可能です。

  この他、平成12年国土交通省告示第2464号に基づき鋼材の許容応力度が規定さ

※無断転記を禁ず  Ver.2011/10

る許容支持力」の内、小さい方の値を採用する。

アルファフォース工法の支持力は「【A】地盤から求まる許容支持力」と「【B】杭材から求ま

（３）　アルファフォースパイル工法の支持力

 　※　地盤調査は、標準貫入試験による(絶対条件)

【A】地盤から求まる長期許容支持力算定(Ra1)

【A】地盤から求まる長期許容支持力と　　

【B】杭材から求まる長期許容支持力の比較

min(Ra1,Ra2)

【B】杭材から求まる長期許容支持力算定(Ra2)

長期許容支持力の決定

(α=300,β=2.0,γ=0.2,Ap=Ao+0.43Aw,

1)杭材から求まる長期許容支持力(kN)。

2)杭材から求まる短期許容支持力(kN)。

Ra2=　　 × Ae × (1 - α1 - α2)
1.5
F *

sRa2= F  × Ae × (1 - α1 - α2)

【B】杭材から求まる許容支持力(Ra2)。

  Ao:軸部投影面積,Aw:翼部投影面積とする)

③ 杭の建て込みについては、杭本体の垂直度を直角２方向から本体の水平器等によって確認を

　 行う。鉛直に対する傾斜を各方向とも1/100 以内とする。

　 を確認し、全周アーク溶接を行う。溶接部に付着したゴミ、汚れ等はワイヤブラシ、グライ

　 ンダ等で十分に除去し、水分がある場合は乾燥させる。

※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-43)を参照。

 　及び条件に適した溶接棒によって欠陥のない溶接を行う。

　 但し、溶接部が天候の影響を受けないような処置を施す場合はこの限りでない。

　 mm 以内の部分が全て+36℃以上に余熱されている場合は差し支えない。

② 溶接材料は、手溶接による溶接棒は、JISZ3211(軟鋼用被覆アーク溶接棒)の合格品とする。

 　又は、JISZ3313(軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ)の合格品

 　とする。

③ 溶接工は、JISZ3801、JISZ3841に定められた試験に合格した者、又は、労働安全衛生法アー

④ 溶接検査と対策は、溶接部分に割れやアンダーカット等がない事を目視にて確認する。

 　重大な欠陥を発見した時は、その部分を完全に除去し、再溶接する。

⑤ 裏当て金具の一例を(表 4)に示す。

　 溶け込みが十分になるような溶接電流、溶接電圧及び溶接速度を確認し、使用する溶接方法

　 降雨、降雪時や、10m/sec 以上の強風が吹いている場合は、原則として溶接を行わない。

　 気温が+5℃以下の時は溶接を行わない。但し、気温が+5℃から-10℃の場合で溶接部から100

　 半自動溶接による溶接ワイヤは、JISZ3312(軟鋼及び高張力鋼用マグ溶接ソリッゾワイヤ)

 　ク溶接の特別教育を終了し、継続して杭の溶接作業に従事している者とする。

（９）　杭頭処理

(表 5)　 ※「ｱﾙﾌｧﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法」技術資料(別添-44)を参照。（１０）　施工管理の方法

①杭は基礎にのみ込ませる場合と、のみ込ませない場合がある。

③杭頭処理は、杭頭レベルが所定レベルに対し0～+50ｍｍとなる様に切断を行う。

②杭頭の杭芯ズレは、±100ｍｍ以内かつ基礎幅以内とする。

※　Bは、施工誤差±100mmを考慮して決定する。

 ＴＡＣＰ－０２４０

 国住指第1285-1号 平成18年10月26日

 先端地盤：砂質地盤(礫質地盤を含む)

 アルファフォースパイル工法  アルファフォースパイル工法

 先端地盤：粘土質地盤

　γ値

　β値

　９≦Ｎ≦４６とし、

　Ｎ>４６の時はＮ=４６とする

　　　深さ

　最大施工

　先端平均

　築物の規模
　適用する建

適

用

範

囲

A section B section

15
0

75
75

2

*

*但し、F：設計基準強度 , Ae:腐食しろを

考慮した杭材の有効断面積 , 

α1:継手低減率,α2:細長比低減率

ング調査実施地点の近傍とし、掘削機の油圧抵抗値又は回転トルクとボーリング調査データと

試験杭は本杭に先立って施工する。試験杭の施工位置は、基本的に土層構成が明らかなボーリ
 杭芯の偏心量±100mm以内

 管理値以上

 設計深度に達している事

 所定杭頭レベル±50mm以内

 有資格者による施工

 溶接部に汚れなどない事

 傾斜1/100以内

 杭体の短期許容ねじり強さ以下

 地盤調査データとの照合

 傾斜1/100以内

 杭芯の偏心量±30mm以内

 で施工計画書の数値

 杭先端深度より1Dw以上上部まで

 異常なｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ、割れ等が無い事
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裏当て金具
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使用する杭(φD0xto)

採用杭径(表 6)

φ101.6 x 4.2

φ114.3 x 4.5

φ 89.1 x 4.2

φ267.4 x 9.3

φ267.4 x 8.0

φ267.4 x 6.0

φ216.3 x 8.2

φ216.3 x 5.8

φ190.7 x 7.0

φ190.7 x 5.3

φ165.2 x 7.1

φ165.2 x 5.0

φ139.8 x 6.6

φ139.8 x 4.5

φ114.3 x 6.0

採用は　印を記入する

出雲建設 株式会社
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アルファフォースパイル工法設計施工標準仕様書

設計

図面No
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2025年 3月

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

アルファフォースパイル工法設計施工標準仕様書
図面名称

工事名称

縮尺

福山市建設局建築部営繕課
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地盤改良杭

アルファフォースパイル工法
（国土交通大臣認定工法 TACP-0240）

STK400：Φ114.3mmｘ4.5 　
先端スパイラル：Φ300mmｘ9.0ｔ

杭長（杭先端）：GL-12.0m　10ヶ所
LRa＝72KN/本

杭芯

QL99-50-12（亜鉛メッキ品）山上ｺﾝｸﾘｰﾄ:S＝65 溶接金網 6Φx150x150

500

1,460

2025年 3月
S-08

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

土間・基礎・地盤改良図（給食室） 1：50

工事名称

図面名称 縮尺

福山市建設局建築部営繕課

食品保管庫
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3
0

（埋込深さ≧8d）

※見上げ図

G.PL-9 HTB 2-M20

図面No

設計

福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造
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G.PL-9 HTB 2-M20

既存ピット

スタイロホーム

▽FL

▽設計GL

T.PL-16x130x200 HTB 2-M20

C

共通事項

内外

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

（既存柱）

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 2-M16Wﾅｯﾄ（埋込深さ≧8d）

End.PL-12

6通

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ M16 @500～600程度（埋込深さ≧8d）

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ M16 @500～600程度（埋込深さ≧8d）

・接着系あと施工アンカー（ケミカルアンカー）は 鉄筋探査の上 既存鉄筋を損傷しない位置に施工。 

ｺｰﾅｰT.PL-16x200x200 HTB 2-M20

QLﾃﾞｯｷ 外周補強 [-250

B.PL-19x130x300 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 2-M20
（埋込深さ≧8d）

B.PL-9x100x150 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 1-M16（両側面）
（埋込深さ≧8d） （埋込深さ≧8d）

B.PL-9x100x150 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 1-M16（両側面）

・鉄部は錆止め2回塗り。 

・上記に関わるBOLT位置、PL寸法は施工図にて調整。 

山上ｺﾝｸﾘｰﾄ:S＝65 
QL99-50-12（亜鉛メッキ品）

溶接金網 6Φx150x150

※[-250端部共通

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

背面:無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

▽FL

▽設計GL
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カッター目地切 目地巾=5mm
＠2000～2500 ﾀﾃﾖｺ

樹脂モルタル等充填
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ｺｰﾅｰB.PL-19x200x200 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 2-M20 Wﾅｯﾄ

P1 P1 P1P1

B250 [-250

P1

断面

SS400

SS400

SS400

H-100ｘ100ｘ6ｘ8

G.PL-9 HTB 2-M20H-250ｘ150ｘ6ｘ9

[-250ｘ90ｘ9ｘ13 詳細図による

詳細図による

符号

B250

[-250

P1

小梁

※仕口は下記の他、詳細図による
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B.PL-19x130x300 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 2-M20

6
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40 220 40

一般部 ｺｰﾅｰ部P1柱脚詳細　S=1/15

梁、他

F10T

中BOLT

ｺﾝｸﾘｰﾄ

SS400

特記（使用材）

HTB

スプリングワッシャ

FC21

P1中間部詳細　S=1/15

既存地中梁
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既存地中梁 無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

1
0
0
3
0

100 100 100

B.PL-9x100x150 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 1-M16（両側面）
（埋込深さ≧8d）

既存地中梁
既存地中梁

1
0
0

100 30

3
0

ｺｰﾅｰT.PL-16x200x200 HTB 2-M20

95

200 15

40 65

25

1
5

2
0
0

6
5

9
5

4
0

B
25
0

ｺｰﾅｰ部

B2
50

End.PL-12

無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

100

125
17.5

既存地中梁

既存柱

既存柱

1
0
0
3
0

100 100 30

既存柱

B.PL-9x100x150 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 1-M16
（埋込深さ≧8d）

ｺｰﾅｰ部

G.PL-9 HTB 2-M20

200 15

1
5

2
0
0

6
5

9
5

4
0

40 6595

1
0
0

100 30

3
0

既存柱

既存地中梁

（埋込深さ≧8d）

ｺｰﾅｰB.PL-19x200x200 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ 2-M20 Wﾅｯﾄ

（埋込深さ≧8d）

3
0
0

ｄ

ｃ

ｂ

ａ

QLﾃﾞｯｷ 外周補強 

背面:無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填

ｄ

ｃ

ｂ

ａ

－ －

－

－

ａ ａ

ｄｄ

ｃ ｃ

ｂ ｂ

(S10T可)

2025年 3月
S-09

福山市建設局建築部営繕課

鉄骨詳細図（給食室）

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

1：30　1:15
縮尺図面名称

工事名称

押えコンクリートt＝85

溶接金網 4Φx100x100

セルフレベリングｔ＝10
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(土間筋と同径,同ピッチ)(土間筋と同径,同ピッチ)(土間筋と同径,同ピッチ)(土間筋と同径,同ピッチ)(土間筋と同径,同ピッチ)(土間筋と同径,同ピッチ)(土間筋と同径,同ピッチ)
差し筋差し筋差し筋差し筋差し筋差し筋差し筋

※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要
梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16

梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16

ｔｔ ｔｔ ｔｔ ｔ
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梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16梁巾≦350･･･2-D16

梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16梁巾＞350･･･3-D16

※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要※ 増し打H=50以下の部分は不要

土間接合部配筋図　S=1:30土間接合部配筋図　S=1:30土間接合部配筋図　S=1:30土間接合部配筋図　S=1:30土間接合部配筋図　S=1:30土間接合部配筋図　S=1:30土間接合部配筋図　S=1:30
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基礎詳細図　　S=1/20基礎詳細図　　S=1/20基礎詳細図　　S=1/20基礎詳細図　　S=1/20基礎詳細図　　S=1/20基礎詳細図　　S=1/20基礎詳細図　　S=1/20
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軸組図　　S=1/70軸組図　　S=1/70軸組図　　S=1/70軸組図　　S=1/70軸組図　　S=1/70軸組図　　S=1/70軸組図　　S=1/70

水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め水平ブレース M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め

C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606
母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋

V1V1V1V1V1V1V1

□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2

C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606C-100x50x20x2.3 @606 L-90x90x6 中BOLT 2-M12L-90x90x6 中BOLT 2-M12L-90x90x6 中BOLT 2-M12L-90x90x6 中BOLT 2-M12L-90x90x6 中BOLT 2-M12L-90x90x6 中BOLT 2-M12L-90x90x6 中BOLT 2-M12

 M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め M16 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め G.PL-9 HTB 1-M16G.PL-9 HTB 1-M16G.PL-9 HTB 1-M16G.PL-9 HTB 1-M16G.PL-9 HTB 1-M16G.PL-9 HTB 1-M16G.PL-9 HTB 1-M16

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

D19以上D19以上D19以上D19以上D19以上D19以上D19以上 SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート FC21　S＝15FC21　S＝15FC21　S＝15FC21　S＝15FC21　S＝15FC21　S＝15FC21　S＝15

□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2□-100ｘ100ｘ3.2

特記（使用材）特記（使用材）特記（使用材）特記（使用材）特記（使用材）特記（使用材）特記（使用材）
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設計設計設計設計設計設計設計 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

図面No図面No図面No図面No図面No図面No図面No

A2：100％A2：100％A2：100％A2：100％A2：100％A2：100％A2：100％

A3： 71％A3： 71％A3： 71％A3： 71％A3： 71％A3： 71％A3： 71％

H-194ｘ150ｘ6ｘ9H-194ｘ150ｘ6ｘ9H-194ｘ150ｘ6ｘ9H-194ｘ150ｘ6ｘ9H-194ｘ150ｘ6ｘ9H-194ｘ150ｘ6ｘ9H-194ｘ150ｘ6ｘ9
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特記による特記による特記による特記による特記による特記による特記による

SN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490C (t=16mm未満は(t=16mm未満は(t=16mm未満は(t=16mm未満は(t=16mm未満は(t=16mm未満は(t=16mm未満は

M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締めM12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締めM12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締めM12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締めM12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締めM12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締めM12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ締め G.PL-6 HTB 1-M12G.PL-6 HTB 1-M12G.PL-6 HTB 1-M12G.PL-6 HTB 1-M12G.PL-6 HTB 1-M12G.PL-6 HTB 1-M12G.PL-6 HTB 1-M12

梁、他梁、他梁、他梁、他梁、他梁、他梁、他

BOLTBOLTBOLTBOLTBOLTBOLTBOLT

中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ中BOLT ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ

(S10T可)(S10T可)(S10T可)(S10T可)(S10T可)(S10T可)(S10T可)

SN490B）SN490B）SN490B）SN490B）SN490B）SN490B）SN490B）

F10TF10TF10TF10TF10TF10TF10T

断面断面断面断面断面断面断面

[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5[-150ｘ75ｘ9ｘ12.5

[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5[-100ｘ50ｘ5ｘ7.5

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接

G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16

G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16G.PL-9 HTB 2-M16

G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16
CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9

詳細図による詳細図による詳細図による詳細図による詳細図による詳細図による詳細図による□-150ｘ150ｘ6□-150ｘ150ｘ6□-150ｘ150ｘ6□-150ｘ150ｘ6□-150ｘ150ｘ6□-150ｘ150ｘ6□-150ｘ150ｘ6

（G.PL芯＝柱外面より40内側）（G.PL芯＝柱外面より40内側）（G.PL芯＝柱外面より40内側）（G.PL芯＝柱外面より40内側）（G.PL芯＝柱外面より40内側）（G.PL芯＝柱外面より40内側）（G.PL芯＝柱外面より40内側）

G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16G.PL-6 HTB 2-M16
CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9CT-125x125x6x9

柱柱柱柱柱柱柱

符号符号符号符号符号符号符号

C1C1C1C1C1C1C1

P100P100P100P100P100P100P100

G194G194G194G194G194G194G194梁梁梁梁梁梁梁

母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

V1：壁ブレースV1：壁ブレースV1：壁ブレースV1：壁ブレースV1：壁ブレースV1：壁ブレースV1：壁ブレース

[-100[-100[-100[-100[-100[-100[-100

[-150[-150[-150[-150[-150[-150[-150

□-100□-100□-100□-100□-100□-100□-100

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400

B.PL下B.PL下B.PL下B.PL下B.PL下B.PL下B.PL下

錆び止め錆び止め錆び止め錆び止め錆び止め錆び止め錆び止め

無収縮モルタル充填無収縮モルタル充填無収縮モルタル充填無収縮モルタル充填無収縮モルタル充填無収縮モルタル充填無収縮モルタル充填 耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆 柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付柱、梁：ﾛｯｸｳｰﾙt=25吹付
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2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月2025年 3月
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福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市教育委員会事務局管理部施設課福山市教育委員会事務局管理部施設課

梁伏・軸組図（検収室）梁伏・軸組図（検収室）梁伏・軸組図（検収室）梁伏・軸組図（検収室）梁伏・軸組図（検収室）梁伏・軸組図（検収室）梁伏・軸組図（検収室）

福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

1：701：701：701：701：701：701：70

福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課福山市建設局建築部営繕課



福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７福山市御幸町中津原１９６７－７レジデンス御幸３Ｆ　℡０８４ー９５５－７４３７

藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室藤　岡　建　築　設　計　室
広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造広島県知事登録第２２〔１〕０４１１　一級建築士登録第１９８５８４号　藤岡良造 設計設計設計設計設計設計設計
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□-100×100×3.2（STKR400）□-100×100×3.2（STKR400）□-100×100×3.2（STKR400）□-100×100×3.2（STKR400）□-100×100×3.2（STKR400）□-100×100×3.2（STKR400）□-100×100×3.2（STKR400）

PL-16×140×140PL-16×140×140PL-16×140×140PL-16×140×140PL-16×140×140PL-16×140×140PL-16×140×140

B.PL-9×140×260B.PL-9×140×260B.PL-9×140×260B.PL-9×140×260B.PL-9×140×260B.PL-9×140×260B.PL-9×140×260 A.BOLT 2-M16 L=300A.BOLT 2-M16 L=300A.BOLT 2-M16 L=300A.BOLT 2-M16 L=300A.BOLT 2-M16 L=300A.BOLT 2-M16 L=300A.BOLT 2-M16 L=300 Wナット,フック付Wナット,フック付Wナット,フック付Wナット,フック付Wナット,フック付Wナット,フック付Wナット,フック付

※特記無き鋼材はSS400とする。※特記無き鋼材はSS400とする。※特記無き鋼材はSS400とする。※特記無き鋼材はSS400とする。※特記無き鋼材はSS400とする。※特記無き鋼材はSS400とする。※特記無き鋼材はSS400とする。
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現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

HTB 2-M16HTB 2-M16HTB 2-M16HTB 2-M16HTB 2-M16HTB 2-M16HTB 2-M16G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9

G1G1G1G1G1G1G1 Ｈ-100×100×6×8Ｈ-100×100×6×8Ｈ-100×100×6×8Ｈ-100×100×6×8Ｈ-100×100×6×8Ｈ-100×100×6×8Ｈ-100×100×6×8

FB-6×50FB-6×50FB-6×50FB-6×50FB-6×50FB-6×50FB-6×50HTB 1-M16HTB 1-M16HTB 1-M16HTB 1-M16HTB 1-M16HTB 1-M16HTB 1-M16G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9G.PL-9M12M12M12M12M12M12M12

※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。※ボルトは令67条-2（縁端距離）・令68条（ボルト孔）の規定に適合しています。
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基礎伏図　S=1/50基礎伏図　S=1/50基礎伏図　S=1/50基礎伏図　S=1/50基礎伏図　S=1/50基礎伏図　S=1/50基礎伏図　S=1/50 梁伏図　S=1/50梁伏図　S=1/50梁伏図　S=1/50梁伏図　S=1/50梁伏図　S=1/50梁伏図　S=1/50梁伏図　S=1/50

土間配筋詳細図　S=1/50土間配筋詳細図　S=1/50土間配筋詳細図　S=1/50土間配筋詳細図　S=1/50土間配筋詳細図　S=1/50土間配筋詳細図　S=1/50土間配筋詳細図　S=1/50
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§工事名称 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

§工事場所 福山市草戸町四丁目１４番１号

1 この数量書は、福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事積算研究会制定）

参考数量書

特記事項



福 山 市

設 計 書

工事名称 福山市立光小学校北棟校舎給食室改修工事

工事場所 福山市草戸町四丁目１４番１号

【工事概要】
給食室改修工事  ２７５.４２㎡
検収室増設工事      ９.８１㎡

別途工事
電気設備工事
給排水衛生設備工事
空気調和設備工事
ガス設備工事



福 山 市

工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

建築工事

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費

1

式



福 山 市

工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

建築工事

1

式

計



福 山 市

建築工事 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

給食室内部改修

1

式

計



福 山 市

建築工事 科目別内訳 4

給食室内部改修

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

土工

1

式

鉄筋

1

式

コンクリート

1

式

鉄骨

1

式

外壁パネル

1

式

防水

1

式

タイル

1

式

木工

1

式

屋根及びとい

1

式

金属

1

式

左官

1

式

建具

1

式

塗装

1

式

内外装

1

式

ユニット及びその他

1

式

渡り廊下

1

式

部分解体

1

式

産業廃棄物処分

1

式

計



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 5

給食室内部改修

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1
式

計

土工

1
式

計

鉄筋

1
式

計

コンクリート

1
式

計

鉄骨

1
式

計

外壁パネル 検収室・その他

1
式

外壁パネル リフトホール

1
式

計

防水

1
式

計

タイル

1
式

計

木工

1
式

計

屋根及びとい

1
式



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 6

給食室内部改修

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計

金属 屋内軽量鉄骨壁天井下地

1
式

金属 EXP.J

1
式

金属 金物

1
式

金属 庇

1
式

計

左官

1
式

計

建具 ｱﾙﾐ製建具・木製建具

1
式

計

塗装

1
式

計

内外装

1
式

計

ユニット及びその他 ユニット工事

1
式

ユニット及びその他 その他の工事

1
式

計

渡り廊下

1
式

計

部分解体 撤去

1
式



福 山 市

建築工事 中科目別内訳 7

給食室内部改修

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

計

産業廃棄物処分 建設廃材運搬

1
式

産業廃棄物処分

1
式

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 8

給食室内部改修 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し(内部改修) 複合改修

275
㎡

整理清掃後片付け 複合改修

(内部改修) 275
㎡

養生(内部改修) 複合改修

275
㎡

内部仕上足場 階高4.0m以下

(改修) 脚立足場 一般 275
- ㎡

くさび緊結式足場 W600

(手すり先行方式) 掛払い手間,運搬費,維持管理費共 348
10ｍ未満 120日 ㎡

安全手すり くさび緊結式足場用

(手すり先行方式) 掛払い手間，運搬費，維持管理費共 72.6
120日 ｍ

養生シート張り 防炎Ⅰ類

掛払い手間，運搬費，維持管理費共 348
120日 ㎡

仮設間仕切り B種 軽鉄下地 (片面) 石こうﾎﾞｰﾄﾞ

58.1
㎡

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 9

給食室内部改修 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

根切り つぼ,布掘り

深さ2.5m程度 15.9
ｍ3

床下防湿層敷き ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15

17.2
㎡

盛土(B種) 発生土

2.5
ｍ3

砂利地業 再生切込砕石

2.6
ｍ3

土工機械運搬 排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型0.28m3

(ﾊﾞｯｸﾎｳ) 1
往復

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑｔ=100

195
㎡

鋼管杭 φ114.3 t4.5 STK490

材工共 120
ｍ

杭先端加工費 φ300 t9.0

10
か所

杭先端加工費 チップ加工

1
式

杭頭処理 材工共

10
か所

ジョイント費 材工共

10
か所

重機回送費

1
式

材料運搬費

1
式

機械損料

2
日

バックホウ賃料 0.13㎥ 回送費共

1
式

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 10

給食室内部改修 鉄筋

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10 少量

異形棒鋼 0.58
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D16

異形棒鋼 0.28
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13 少量

異形棒鋼 0.2
ｔ

溶接金網敷 径4.0 100×100

97.2
㎡

溶接金網敷 径6.0 150×150

89.5
㎡

鉄筋工場加工 一般 細物

1.06
ｔ

工場加工鉄筋運搬 細物

1.06
ｔ

差筋ｱﾝｶｰ D13 標準A L＝600

64
本

差筋ｱﾝｶｰ D10 標準A L＝450

64
本

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 11

給食室内部改修 コンクリート

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=18 S15

粗骨材20 8.8
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設

- S15～S18 8.8
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=21 S18

粗骨材20 18
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 耐圧版･ｽﾗﾌﾞ 配管式ﾎﾟﾝﾌﾟ車

50m3未満 S15～S18 18
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 26.8
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

CON強度補正 +3N

26.8
ｍ3

普通型枠 小型構造物

56.2
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

56.2
㎡

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 12

給食室内部改修 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【厨房床下地】

H型鋼 SS400 H-250*125

2.1
ｔ

H型鋼 SS400 H-100*100

0.7
ｔ

溝型鋼 SS400 C-250*90*9

2.8
ｔ

鋼板 SS400 PL-9

0.7
ｔ

鋼板 SS400 PL-12

0.1
ｔ

鋼板 SS400 PL-16

0.2
ｔ

鋼板 SS400 PL-19

0.3
ｔ

デッキプレート QL995012Z12

1.2
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除

0.4
ｔ

高力ﾎﾞﾙﾄ M20

140
本

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ施工費 M20

70
本

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ施工費 M16

240
本

副資材費

7.7
ｔ

消耗品費

7.7
ｔ

工場加工組立費

7.7
ｔ

工場溶接費

7.7
ｔ

工場錆止め塗装費

7.7
ｔ

製品検査費

7.7
ｔ

鉄骨運搬費 場内小運搬共

7.7
ｔ



福 山 市

建築工事 細目別内訳 13

給食室内部改修 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

工作図作成費

7.7
ｔ

現場建方費 重機費共

7.7
ｔ

現場鉄工費

7.7
ｔ

現場合番費

7.7
ｔ

タッチアップ費

7.7
ｔ

機械器具損料

7.7
ｔ

諸経費

1
式

【検収室】

H型鋼 S400 H-194*150

0.5
ｔ

H型鋼 S400 H-250*125

0.1
ｔ

溝型鋼 S400 C-100*50*5

0.1
ｔ

溝型鋼 S400 C-150*75*6.5

0.1
ｔ

角形鋼管 STKR400 ロ-100*100*3.2

0.2
ｔ

角形鋼管 STKR400 ロ-150*150*6

0.5
ｔ

鋼板 SS400 PL-6

0.1
ｔ

鋼板 SS400 PL-9

0.2
ｔ

鋼板 SN400C PL-28

0.1
ｔ

鋼板 SN490C PL-16

0.1
ｔ

軽量型鋼 SSC400 C-100*50*2.3

0.2
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除

0.3
ｔ



福 山 市

建築工事 細目別内訳 14

給食室内部改修 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

高力ボルト M20

84
本

高力ボルト M16

100
本

アンカーボルト費 M20

16
本

アンカーボルト費 M12

6
本

ブレース費 M12

6
本

ブレース費 M16

8
本

副資材費

1.9
ｔ

消耗品費

1.9
ｔ

工場加工組立費

1.9
ｔ

工場溶接費

1.9
ｔ

工場錆止め塗装費

1.9
ｔ

製品検査費

1.9
ｔ

鉄骨運搬費 場内小運搬共

1.9
ｔ

工作図作成費

1.9
ｔ

現場建方費 重機費共

1.9
ｔ

現場鉄工費

1.9
ｔ

現場合番費

1.9
ｔ

タッチアップ費

1.9
ｔ

機械器具損料

1.9
ｔ

諸経費

1
式



福 山 市

建築工事 細目別内訳 15

給食室内部改修 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【リフトホール

外壁下地】

角形鋼管 STKR400 □-100*100*2.3

0.2
ｔ

軽量型鋼 SSC400 C-100*50-2.3

0.3
ｔ

鋼板 SS400 PL-6

0.1
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除

0.1
ｔ

ボルト・ナット M12

100
本

副資材費

0.5
ｔ

消耗品費

0.5
ｔ

工場加工組立費

0.5
ｔ

工場溶接費

0.5
ｔ

工場錆止め塗装費

0.5
ｔ

製品検査費

0.5
ｔ

鉄骨運搬費 場内小運搬共

0.5
ｔ

工作図作成費

0.5
ｔ

現場建方費 重機費共

0.5
ｔ

現場鉄工費

0.5
ｔ

現場合番費

0.5
ｔ

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ費

0.5
ｔ

機械器具損料

0.5
ｔ

諸経費

1
式



福 山 市

建築工事 細目別内訳 16

給食室内部改修 鉄骨

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 17

給食室内部改修 外壁パネル 検収室・その他

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

外壁メース 厚60mm フラットパネルW=590

26
㎡

通り取付下地 材工共 L-65*65*6

9.5
ｍ

足元取付下地 材工共 L-50*50*6

8.5
ｍ

開口ｱﾝｸﾞﾙ取付 材工共 L-50*50*6

8
ｍ

下地取付ﾋﾟｰｽ

30
個

ﾒｰｽ上部 斜めｶｯﾄ

3
ｍ

目地変成ｼﾘｺﾝｺｰｷﾝ

ｸﾞ（片面） 26
㎡

2次防水(外壁部)

26
㎡

ﾛｯｸｳｰﾙ充填費

1
式

機器・器具損料

1
式

施工図作成費

1
式

残材処理費（1カ

所集積まで） 1
式

諸経費

1
式

CB積み 空洞ブロックC(16) 厚120

材工共 7.5
㎡

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 18

給食室内部改修 外壁パネル リフトホール

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

吉野石膏ﾍﾞﾍﾞﾙﾎﾞｰ ﾀｲﾌﾟZ（高防水防ｶﾋﾞ）施工

ﾄﾞ 横張施工 18
㎡

ﾆｲﾊ・MGｺﾙﾓｽﾄｰﾝ調 厚16ｍｍ 塗装品

通気金具留・横張施工 18
㎡

諸経費

1
式

計



福 山 市

建築工事 細目別内訳 19

給食室内部改修 防水

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

変成ｼﾘｺﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

屋根取合い 6.3
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系(PS-2)

15×10 26
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

15×10 345
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

10×10 440.8
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ EXP.Jｼｰﾘﾝｸﾞ打

変成ｼﾘｺﾝ系（MS-2） 6.3
ｍ

計
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給食室内部改修 タイル

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

内装壁ﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ 有機系接着張り(ﾀｲﾌﾟⅡ)

施工手間 - 100㎜角 85.7
ﾓﾙﾀﾙ面 ㎡

計
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給食室内部改修 木工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

構造材 米松 一等

0.18
ｍ3

構造材 米松 一等

0.16
ｍ3

造作材 集成材（米栂） 90x120x2500

1
本

造作材 シナ合板 ｔ=5.5

1
枚

造作材 ﾗﾜﾝ合板 ｔ=12 1類

4
枚

造作材 シナ合板 ｔ=5.5

1
枚

つか立床組 施工手間

9.8
㎡

畳下床板 施工手間

9.8
㎡

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ張り 1等 ﾌﾞﾅ 厚さ15

3.3
㎡

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み （間柱等）取付手間D10

（B種） 22
本

上がりがまち 90×60 6-45-1 施工手間

2.5
ｍ

額縁 30×65 6-41-3 施工手間

10.3
ｍ

防腐・防蟻剤塗り

15.4
㎡

計
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給食室内部改修 屋根及びとい

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

長尺金属板葺き 瓦棒葺き（A号） ｔ=0.4

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板 11.5
L1700*6500 ㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ敷

940 11.5
㎡

耐火野地板張り ｔ=18

11.5
㎡

屋根立上げ

6.5
ｍ

軒先唐草 W150

揚裏水切 t=0.4 W=300共 6.5
ｍ

ケラバ唐草 W150

揚裏水切 t=0.4 W=300共 3.4
ｍ

軒樋 W=130

6.5
ｍ

軒樋吊金物 ＠600

6
か所

落し口 塩ビ ﾄﾞﾚﾝ75

1
か所

竪樋 VP75（ｶﾗｰ）

3
ｍ

竪樋掴金物

4
か所

材料運搬費

1
式

計
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給食室内部改修 金属 屋内軽量鉄骨壁天井下地

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【金属工事】

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内)ふところ1.5m未満

下地張りなし＠300ｲﾝｻｰﾄ別途 137
㎡

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内)ふところ1.5m未満

下地張りなし＠225ｲﾝｻｰﾄ別途 81.5
㎡

天井吊金具 鉄骨母屋部分

8.1
㎡

軽量鉄骨天井 19形（屋内）180*180程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 1
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）200*200程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 2
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）315*315程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 2
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）400*300程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 1
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）450*300程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 3
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）450*450程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 6
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）550*300程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 1
か所

軽量鉄骨天井 19形（屋内）950*300程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 6
か所

天井点検口 一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製内外枠共額縁

450角 裏当てﾗﾜﾝ合板5.5共 6
か所

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張りあり＠450

110
㎡

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張りなし＠300

19
㎡

軽量鉄骨壁 65形 ﾗｲﾄｹﾞｰｼﾞ C-65*30*2.3

開口部補強 115
ｍ

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張りあり＠450

外壁面 20.5
㎡

軽量鉄骨壁 65形 間仕切同質材

開口部補強 6.3
ｍ

軽量鉄骨壁下地 19形（屋内用）下地張りあり

外壁面 Mﾊﾞｰ直付け＠300 15.7
㎡

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張りあり＠450

ﾗｲﾆﾝｸﾞ 6.1
㎡
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給食室内部改修 金属 屋内軽量鉄骨壁天井下地

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【内装ﾎﾞｰﾄﾞ張】

天井 不燃積層 厚9.5 不燃ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ突付

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張 （1.5*3角） 81.5
（GB-NC） ㎡

天井 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ ﾀｲﾌﾟ2（ﾉﾝｱｽ）0.8FK 厚6

板 目透かし（3*6板） 137
㎡

天井 廻り縁 塩化ﾋﾞﾆﾙ製 ⊃型

187
ｍ

天井 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ敷 厚100 24kg/㎥

込み 51
㎡

壁 せっこうﾎﾞｰﾄ 厚12.5 不燃 鋼製、木、ﾎﾞｰﾄﾞ下

ﾞ張り（GB-R） 地 継目処理 15.8
㎡

壁 せっこうﾎﾞｰﾄ 厚12.5 不燃 RC、CB直張り（GL工

ﾞ張り（GB-R） 法） 2.5
㎡

壁 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 ﾀｲﾌﾟ2（ﾉﾝｱｽ）0.8FK 厚6 目透か

し（3*6板）下張りGB-R不燃ｔ12.5 66.8
共 ㎡

壁 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 ﾀｲﾌﾟ2（ﾉﾝｱｽ）0.8FK 厚6 目透か

し（3*6板）下張りGB-S不燃ｔ12.5 129
共 ㎡

壁 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填 ｔ100 24kg

45.2
㎡

計
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給食室内部改修 金属 EXP.J

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｱﾙﾐEXP.J C=50 屋根-屋根 RCE-300 遮炎性能

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 端部小口ﾌﾀ 6.4
ｍ

ｱﾙﾐEXP.J C=50 外壁ｺｰﾅｰ 50-ECE 遮炎性能

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 6.6
ｍ

ｱﾙﾐEXP.J C=50 内壁-内壁 50-IE

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 5.3
ｍ

ｱﾙﾐEXP.J C=50 天井-天井 50-IE

ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ 6.2
ｍ

計
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給食室内部改修 金属 金物

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床見切り SUSHL t=2.0 W=20*40*20

9.5
ｍ

ｽﾃﾝﾚｽ面台 SUSHL ｔ=1.5 Ｗ=150*30*25

Ｌ=700 4
か所

ｽﾃﾝﾚｽ面台 SUSHL ｔ=1.5 Ｗ=150*30*25

Ｌ=1870 1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ面台 SUSHL ｔ=1.5 Ｗ=150*30*25

Ｌ=800 1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ面台 SUSHL ｔ=1.5 Ｗ=150*30*25

Ｌ=1700 1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ地流し SUS＃400 L810*D525*H300

1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ地流し SUS＃400 L1000*D420*H350

2
か所

ｽﾃﾝﾚｽｴﾌﾟﾛﾝ掛け 3人用 W150*L450*D25 ﾌｯｸ3ヵ所

+ｶﾞｰﾄﾞ ｴﾌﾟﾛﾝｶﾞｰﾄﾞ H500*W600*D70～100 1
か所

ｽﾃﾝﾚｽｴﾌﾟﾛﾝ掛け 5人用 W150*L800*D25 ﾌｯｸ5ヵ所

+ｶﾞｰﾄﾞ ｴﾌﾟﾛﾝｶﾞｰﾄﾞ H500*W950*D70～100 5
か所

ｽﾃﾝﾚｽ物干し SUSHL 吊棒φ25 ｈ=1530 2本

φ60座金 ＢＰＬ-6*200*150 M12 1
ｱﾝｶｰ 横桟φ38 L=2500 か所

ｽﾃﾝﾚｽ枠 SUSHL ｔ=1.5 190*25*2700

1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ枠 SUSHL ｔ=1.5 190*25*2700

1
か所

返却ｶｳﾝﾀｰ貼り SUSHL ｔ=1.2 変則型

W1050+350（分割）*L2630+800*120* 1
50曲加工ｴｯｼﾞ付 か所

缶類取出し+食品 SUSHL ｔ=1.2 W1000（分割）*655

ｶｳﾝﾀｰ貼り *120*50曲加工ｴｯｼﾞ付 1
か所

受渡しハッチ貼り SUSHL ｔ=1.0 棚：W840～1000*L1

850*H54 天井・床：W1000*L4000

下地：ロ-1.6*40*20 ロ-2.3*90*45

ロ-2.3*50*50 CT-75*75*5*7

ロ-75*75*2.3 1
か所

回転窯 CSNB20 750*250 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

回転窯 CSNB20 700*250 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

回転窯 CSNB20 665*430 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

回転窯 CSNB20 655*430 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所
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給食室内部改修 金属 金物

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

丸型ﾌﾗｲﾔｰ CSNB20 750*250 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

丸型ﾌﾗｲﾔｰ CSNB20 700*250 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

丸型ﾌﾗｲﾔｰ CSNB20 660*430 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

洗浄ｺｰﾅｰ CSNB20 480/480*750 P=15 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 1
か所

検収室・下洗室 CSNMB15-250 250*250 枠共

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 2
か所

壁付けｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ JF-70M

3
個

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ SUSHL ｔ1.0 Ｌ-50*50曲げ加工

Ｌ1000 16
か所

計
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給食室内部改修 金属 庇

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｽﾋﾟｰﾈF方杖ｾｯﾄ

600ﾀｲﾌﾟ4尺2本入 1
か所

ｽﾋﾟｰﾈF方杖部品

600ﾀｲﾌﾟ1間～2間 1
2本入 か所

ｽﾋﾟｰﾈF長さ

600ﾀｲﾌﾟ1.5間2～6 1

尺 か所

ｽﾋﾟｰﾈF

野縁 関東間3本 1

入 か所

ｽﾋﾟｰﾈF端部垂木（

上止）600～3000 1

ﾀｲﾌﾟ4尺 か所

ｽﾋﾟｰﾈF中間垂木（

上止）600～3000 1
ﾀｲﾌﾟ4尺（2本入） か所

ｽﾋﾟｰﾈF組立部品

600連棟上止め 1
1.5間4尺 か所

ｽﾋﾟｰﾈFﾎﾟﾘｶﾊﾟﾈﾙ

関東間3枚入 1

4尺ｸﾘｱﾏｯﾄ か所

ﾃﾗｽ：ﾙｰﾌ用縦樋

1
か所

ﾃﾗｽ：92°ｴﾙﾎﾞ

3
か所

基本工事代

1
式

副資材

（ﾛﾝｸﾞｺｰﾅ・ﾌﾟﾗｸﾞ 1
・ﾊﾟｲﾌﾟ代） 式

諸経費

1
式

計
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給食室内部改修 左官

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り下地

上げ 97.2
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り ﾋﾞﾆﾙ系床材下地 厚28

103
㎡

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ｔ=10 ｾﾒﾝﾄ系

118
㎡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 膜厚2.0㎜

防滑仕様 130
㎡

壁ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて

内壁 厚20 50.6
㎡

既存壁補修 下地処理程度

152
㎡

既存天井補修 下地処理程度

132
㎡

建具周囲防水 外部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 134
ｍ

天井 塗厚 0.9mm

結露防止塗材 129
㎡

床天端目地切 目地巾W5*H40

68.4
ｍ

樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填

68.4
ｍ

【外装薄塗材E】

高圧水洗浄 150～200㎏/cm2

274
㎡

外装薄塗材 E CB面 砂壁状 吹付け

下地調整費(C-1)共 8.2
㎡

外装薄塗材 E 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 砂壁状 吹付け

26.7
㎡

計
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給食室内部改修 建具 ｱﾙﾐ製建具・木製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【建具】

AWD-1 腰ﾊﾟﾈﾙ付き両開き框ﾄﾞｱ+引違い窓

1
か所

AD-1 腰ﾊﾟﾈﾙ付き片開き框ﾄﾞｱ

1
か所

AD-2 腰ﾊﾟﾈﾙ付き片開き框ﾄﾞｱ

1
か所

AD-3 腰ﾊﾟﾈﾙ付き両開き框ﾄﾞｱ+引違い窓

1
か所

AD-4 腰ﾊﾟﾈﾙ付き引違い戸+引違い窓

1
か所

AD-6 腰ﾊﾟﾈﾙ付き片開き框ドア

1
か所

AD-7 片引き框戸

1
か所

AD-8A 片引きハンガー框戸

1
か所

AD-8B 片引きハンガー框戸

1
か所

AD-9 腰ﾊﾟﾈﾙ付き片開き框ドア

1
か所

AD-10 腰ﾊﾟﾈﾙ付き片開き框ドア

1
か所

AD-11 引き分け框戸

1
か所

AW-1 引違い窓

1
か所

AW-11 3枚引違い戸

1
か所

AW-12 3枚引違い戸+引違い戸

1
か所

AW-14 引違い窓

1
か所

AC-1 ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾄﾞｱ

1
か所

WD-1 片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

1
か所

AW-10 ﾊｲｽﾙｰ

1
か所
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給食室内部改修 建具 ｱﾙﾐ製建具・木製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

AW-13 ﾊｲｽﾙｰ

1
か所

AD-5 ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ

1
か所

網戸張替 AW-2 AW-3 AW-5 AW-6 AW-7 AW-8

建具調整 AW-9 1
ｱﾙﾐ額縁取替 式

取付調整費

1
式

運搬費

1
式

設計費

1
式

諸経費

1
式

【ｶﾞﾗｽ】

AWD-1 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

900*930 2枚 900*720 2枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ900*930 2枚 ㎡

AD-1 ｶﾞﾗｽ 強化型板ｶﾞﾗｽ t=4

1000*1000 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ1000*1000 1枚 か所

AD-2 ｶﾞﾗｽ 強化型板ｶﾞﾗｽ t=4

1000*1000 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ1000*1000 1枚 か所

AD-3 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

900*600 2枚 900*950 2枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ900*950 2枚 か所

AD-4 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

900*600 2枚 900*950 2枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ900*950 2枚 か所

AD-6 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

700*1000 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ700*1000 1枚 か所

AD-7 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

900*1000 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ900*1000 1枚 か所

AD-8 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

915*1000 2枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ915*1000 2枚 か所

AD-9 ｶﾞﾗｽ 強化型板ｶﾞﾗｽ t=4

800*1000 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ800*1000 1枚 か所

AD-10 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

700*1000 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ700*1000 1枚 か所

AD-11 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

740*1000 2枚 865*1000 2枚

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

740*1000 2枚 865*1000 2枚

1
か所
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給食室内部改修 建具 ｱﾙﾐ製建具・木製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

AW-1 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

900*700 4枚 900*720 4枚 1
か所

AW-10 ｶﾞﾗｽ ｱｸﾘﾙ t=5

715*575 4枚 1
か所

AW-11 ｶﾞﾗｽ ｱｸﾘﾙ t=5

617*600 12枚 1
か所

AW-12 ｶﾞﾗｽ ｱｸﾘﾙ t=5

925*800 4枚 1
617*600 12枚 か所

AW-13 ｶﾞﾗｽ ｱｸﾘﾙ t=5

620*600 2枚 1
600*800 2枚 か所

AW-14 ｶﾞﾗｽ 強化ｶﾞﾗｽ t=5

945*1000 2枚 1
945*500 2枚 か所

AD-6 ｶﾞﾗｽ ｱｸﾘﾙ t=5

690*700 1枚 1
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ800*1000 1枚 か所

運搬諸経費

1
式

ｼｰﾘﾝｸﾞ 10*8

133
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 6*8

248
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 6*8

樹脂用 186
ｍ

計
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給食室内部改修 塗装

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ＥＰ－Ｇ塗り ﾓﾙﾀﾙ面 工程B種(一般)

素地B種 160
㎡

ＥＰ－Ｇ塗り ﾎﾞｰﾄﾞ面(継目) 工程B種(一般)

素地A種 18.7
㎡

ＣＬ塗り 木部 工程B種

(糸幅300㎜以下) 素地B種 1
ｍ

耐火被覆 ﾛｯｸｳｰﾙ t=25

1
式

計
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給食室内部改修 内外装

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【給食室】

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾏｰﾌﾞﾙ 厚さ2.5 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

多湿部 熱溶接工法 - 74.1
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

一般床 熱溶接工法 防滑仕様 19.2
㎡

ﾋﾞﾆﾙ幅木 高さ100

85.1
ｍ

壁 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け 86.6
張り(GB-R) 下張GB-R 厚12.5共 ㎡

壁 ｼｰｼﾞﾝｸﾞ 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け 71.9
張り(GB-S) - - ㎡

壁 けい酸 ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱｽ)0.8FK 厚 6

ｶﾙｼｳﾑ板張り 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け 133
- - ㎡

壁ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

103
㎡

天井 化粧 厚 9.5 準不燃 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 突付け 87.3
張り(GB-D) ㎡

天井 けい酸 ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱｽ)0.8FK 厚 6

ｶﾙｼｳﾑ板張り 目透かし 145
㎡

天井廻り縁 塩ビ 突付け

190
ｍ

天井 断熱材 ｸﾞﾗｽｳｰﾙｔ=100 24㎏/㎥

7.8
㎡

【渡り廊下】

床Pﾀｲﾙ張り 300㎜角 敷きﾓﾙﾀﾙ共

4
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 柄 厚さ2.5 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

一般床 突付け 防滑仕様 3.2
㎡

端部ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ押え ｱﾙﾐ製 L-30×15×2.0

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ@450含む 5.6
材工共 ｍ

内装壁ﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ 有機系接着張り(ﾀｲﾌﾟⅡ)

施工手間 - 100㎜角 2.4
ﾓﾙﾀﾙ面 ㎡

計
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給食室内部改修 ユニット及びその他 ユニット工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

室名札取付 ｱｸﾘﾙ単板平付型 300*60 外部

1
個

室名札取付 ｱｸﾘﾙ単板平付型 300*60 内部

8
個

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ BB-H823WN同等品

900x600 取付ﾌｯｸ共 1
台

ｽﾁｰﾙ中量ﾗｯｸ MM-AW08625F1N同等品

W1850*D600*H2430 2
材工 台

ｽﾁｰﾙ中量ﾗｯｸ MM-AW08625F1N同等品

W1850*D870*H2430 1
材工 台

ｽﾁｰﾙ中量ﾗｯｸ MM-AW08325F1N同等品

W950*D600*H2430 1
材工 台

下足入れ SX-D44同等品

ｼｭｰｽﾞBOX W1002*D348*H890 材工 2
台

個人用ﾛｯｶｰ設置 4人用 LK-4F1 900x515x1790

2
台

個人用ﾛｯｶｰ設置 2人用 LK-2F1 608x515x1790

1
台

周辺用品 固定金 PE-L4N 55*120*35

具 壁固定金具 3
個

運搬費等

1
式

計
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給食室内部改修 ユニット及びその他 その他の工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

畳敷き 標仕D種 畳表C2 柄へり Ht

畳床KT-Ⅲ 一畳 4
施工規模30枚以下程度 枚

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｽﾃﾝﾚｽ製 手引き 引分け

重量用(10-90) 6.1
ｍ

ｶｰﾃﾝ 薄地 プレーン

13.9
㎡

木製面台 集成材 565*415*25

1
か所

棚板 受け金物共 900x300x25

2
か所

SUS取付ﾌｯｸ 時計・掃除用具等

18
か所

計
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給食室内部改修 渡り廊下

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

【直接仮設】

墨出し

32.9
㎡

整理清掃 小規模

後片付け RC･SRC造 外部廊下 32.9
㎡

養生 小規模

RC･SRC造 外部廊下 32.9
㎡

脚立足場 並列 H=1.8ｍ 4ヶ月

32.9
㎡

【地業工事】

根切り つぼ,布掘り

深さ2.5m程度 12.1
ｍ3

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

3
ｍ3

埋戻し(B種) - 発生土

7.5
ｍ3

【鉄筋工事】

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10 少量

異形棒鋼 0.24
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13 少量

異形棒鋼 0.1
ｔ

鉄筋加工組立

0.34
ｔ

柱根巻

0.1
ｍ3

【ｺﾝｸﾘｰﾄ工事】

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=18 S15

粗骨材20 0.1
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設

- S15～S18 0.1
- - ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=21 S18

粗骨材20 8.5
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 8.5
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

CON強度補正 +6N

8.6
ｍ3
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給食室内部改修 渡り廊下

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 8.6
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 1
回

目地 ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑｔ=25

14.9
㎡

床仕上 ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え

35
㎡

【鉄骨工事】

渡り廊下鉄骨工事 別紙 00-0001

1
式

【屋根・樋工事】

ルーフデッキ 山高88

ｶﾗｰ鋼板 t=0.6 22
㎡

タイトフレーム 山高88

21
ｍ

軒先面戸 山高88

21
ｍ

塩ビ角樋 120×120

10.5
ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化 径75

ﾋﾞﾆﾙ管とい 6.4
ｍ

【塗装工事】

DP塗装 鉄鋼面

錆止めC種1回・D種2回塗り 26.5
DP塗装 3級 ㎡

【排水工事】

新設桝 890*890*H=1100 別紙 00-0002

2か所 1
式

硬質ﾎﾟﾘ 125A

塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VU) 4.5
ｍ

計
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給食室内部改修 部分解体 撤去

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去 鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共

27.3
ｍ3

壁ﾀｲﾙ撤去 下地ﾓﾙﾀﾙ共 集積共

15.6
㎡

ｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜

75.3
ｍ

畳撤去 一畳 集積共

6.3
枚

床組撤去 つか立て 集積共

9.8
㎡

床・縁甲板 集積共

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ撤去 2.9
㎡

床下地板撤去 集積共

6.3
㎡

天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ 一重張り 一般

撤去 集積共 387
㎡

天井下地撤去 集積共

251
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ撤去 集積共

108
㎡

ｽﾃﾝﾚｽ板撤去 ｔ=1.0 集積共

66.4
㎡

木製ﾛｯｶｰ及び棚撤

去 3.6
㎡

鋼製戸撤去 片開き戸 枠共 集積共

12.7
㎡

ﾋﾞﾆﾙ巾木

H=100 60.4
ｍ

ｱﾙﾐ建具 枠共

61.2
㎡

ｶﾞﾗｽ

39.8
㎡

計
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給食室内部改修 産業廃棄物処分 建設廃材運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

建設廃材運搬 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

35.6
ｍ3

建設廃材運搬 木材等

13.4
ｍ3

建設廃材運搬 ｽｸﾗｯﾌﾟ

0.7
ｔ

建設廃材運搬 一般

8.8
ｍ3

建設発生土運搬

10.9
ｍ3

計
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給食室内部改修 産業廃棄物処分

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

建設廃材処理費 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

89
ｔ

建設廃材処理費 木材等

6.7
ｔ

建設廃材処理費 一般

6.2
ｔ

建設発生土処理費

10.9
ｍ3

計
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給食室内部改修 渡り廊下

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

渡り廊下鉄骨工事 別紙 00-0001

1
式

H型鋼 SS400 H-100*100

0.5
ｔ

角形鋼管 STKR400 ロ-100*100*3.2

0.3
ｔ

鋼板 SS400 PL-6

0.1
ｔ

鋼板 SS400 PL-9

0.2
ｔ

鋼板 SS400 PL-16

0.1
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除

0.2
ｔ

高力ボルト M16

52
本

アンカーボルト費 M16

16
本

ブレース費 M12

6
本

副資材費

1
ｔ

消耗品費

1
ｔ

工場加工組立費

1
ｔ

工場溶接費

1
ｔ

工場錆止め塗装費

1
ｔ

製品検査費

1
ｔ

鉄骨運搬費 場内小運搬共

1
ｔ

工作図作成費

1
ｔ

現場建方費 重機費共

1
ｔ

現場鉄工費

1
ｔ
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給食室内部改修 渡り廊下

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

渡り廊下鉄骨工事 別紙 00-0001

1
式

現場合番費

1
ｔ

タッチアップ費

1
ｔ

機械器具損料

1
ｔ

現場溶接費

1
ｔ

諸経費

1
式

計

新設桝 890*890*H=1100 別紙 00-0002

2か所 1
式

根切り 小規模土工

- 9.7
ｍ3

埋戻し(B種) - 発生土

7.6
ｍ3

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

0.2
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 FC=21 S18

粗骨材20 1
ｍ3

CON強度補正 +3N

1
ｍ3

普通型枠 小型構造物

14.8
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

14.8
㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10 少量

異形棒鋼 0.2
ｔ

鉄板蓋 固定金物共

2
枚

施工費

1
式

計
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名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮囲い 鋼製 H2.0

設置・撤去・賃料・基本料・運搬費 23.1
含む 4か月 ｍ

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6000×H1800 片開き

4か月 1
架払い手間，運搬費，維持管理費共 か所

単管一本足場 H=5.5

151
㎡

建築工事用防音

ｼｰﾄ 151
㎡

工事中情報共有

システム利用料 1
式

計


